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中 地下

林 ＊
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I. はじめに

らは1980年10月19日から 2 間，カンショ，キャ，，サバを とした地下作物

人を目的 L
I
 

センター された［地ド作物の '
j
 

る特別プロシェクトの

コロンビア．ベネズエラ

1979年12月までコロンビアの

されたのてある。チ・→ムは 2名であり，＇小林は 1979

されており，栴甘ぱ1977紆10月から

ンター(、CIATJに派遣され、キャ y サハ研究

ともに南米経験はあったが，計画立案の段階でずてに少なからぬ小安かあった。

を雇って走破ずる 2か所のコース｀アマゾン中流域の交通事情なと手元に辛く情報がな

かったからである。

し

し、＜つかの研究所訪間を組み入れた日程てはフッツケ本番ぱ許されなし、。直か↑通ても，

くても何とかして予定どおり次の目的地に着けるよう T大せねはならなし、0

登山隊のように予備日を組み込んだ日程は許されないから，事前の情報集めにかなりの努力をし，

体調を整え，覚悟を決めて成田を飛び立った。

出発してしまえば，本文とくに＂日誌から＂に書いたような呑気なチームのこと， 2か月間，

別世界へまぎれこんたような気楽な旅を続けて予定どぢり成田に戻った。広大なj二地を同り．大

人々に出会い出会った人の紹介や依頼で新しし、人々と出公った。チームの 2人にとってぱ

きた作物や野生種，研究員や生産者たげでなく，村の市場の売fや道端で話しかけてくれ

た人々からえた専門的な情報はもちろん貴重てある。今後の研究に必す役立つと確伯している。

しかし，それに劣らず，今回の調査旅行でえた雑多な情報，旅行中感じたり，話合ったりしたも

ろもろのことなど，チーム員たけのものとするには惜しいと考えた。優秀な研究員であれば，研

究対象をとらえ，分祈し，体系づけることは容易であろう。しかし，対象に近づくことは研究能

＊こはやし まさし 農業技術研究所遺伝第 4研究室長

＊＊うめむら よしき 熱帯農業研究センター主任研究官
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II. 行動日程概要
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全行動日程表

1980叶

ll) 月 20 日 Narita ・• Mex. C. 

21日 Mex.C. • Bogota-• Cali 

22 日 Cali~Palmira し

23 日 Cali~Buenaventura 、市；

24日 Cali→ Palmira→ Popayan (車 CentroInternational de Agr. Tropical <. CIAT 

訪間，およ

25 l1 Popayan→ Pasto :. 中），凋青

26日 Pasto→ Quito (中）

27日 Quito→ Santo Domingo→ Quevedo'. 

Ecuador農業省訪問

28 U Quevedo→ Portoviejo (. 

IN IAP. Pichilinge ,~ り間

29日 INAP. Portoviejo正方間

30日. Portoviejo→ Guayaquil 

-3-



31 ii 

11 1日

3 H 

4 IJ 

,_) r'f―_l , 

6日

79 戸』

苔" rr→ :I 

Qu 口仁4 

]O日

11日

12 l 1 

13日

14 Cl 

15日

16日

17日

18日

1911 

20 ll 

21[、l

22 H 

23日

24日

25 Fl 

26 ! l 

27日

28日

→ Lima 

Chilca 

Centro Internacional de la Papa 

Universidad N acional de La Molina 

La Molina 

Lima→ Cuzco 

Cuzco 

Urbamba 

Cuzco→ Lima 

Universidad N acional de La Molinaおよぴ LaMolina 

Lima→ 

El Pimental村訪閏

El Pimental 

Instituto Veterinario de Investigaciones Tropicalesy de Altura dVITA) 

El Pimental村調査

IVITA 

El Pimental .: 

Pucallpa→ Lima 

JICA 

日本大使館訪間

¥‘9 
-
1
 

叶

Lima→ Iquitos 

Iquitos→ Manaus 

Manaus→ BeTem 

JAMIC支部むよひ Para農務省訪間

EMBRAP A-CUP ATU 

Betem→ Tomeai:;u 〖車）

JAMICアマゾニア

Tomeai;u→ Beiem 

Tomea~u J詞辺調査

Betem→ Manaus 

およ

~-4~ 



29 IJ Mana us 

30日 Manaus→

1日 SantaMartaこ

2日 SantaMarta→ Manaule 

→ S. Marta 

3 H Manaule→ Santa Marta 虹

4日 S.Marta→ 

5日 JICA

6 ii 

7 fl 

→ Panama C. → 

de Panama→ David 

de Panama 

8 :r David→ San 

9日 San > Turrialbe (、車)Instituto Interamericano deじlencias

10日 Centro de 

111、] San Jose→ Mex. C. 

12日 Mexo C→ Veracurz c 

13日 Vercurzー>Villahermosas ( 

14 ll Villahermosas: こ

15 U Villahermosas .::±Cardenasご

F ~ ―,_, ~,-
A1senm11/a 'CATIE) 口り「い］

Colegio Superior de Agr. Tropicalおよひ InstitutoN acional 

Agricolas Huimanguillo 

16 il Villahermosas→ Mex. C. 

17日 歴史t専物館およ

18日 Mex.C. 

19日 Narita

m. 訪問機関および探索地

l. コロンビア

1) 国際熱帯農業センター (CIAT)

IRRI. CIMMYT, CIPなどと同じ 土地禾肘廿部と作物戸1;'. 作物部は

キャ，I サハ，インゲンマメ，イ不， トウモロコ、ンを研究してし、る。キャ y サハ部ぱアフリカ以外

の世界のキャ、ノサハ研究センターとして積極的に活動している。研究后酬

育樟，栽培， t,t襄肥料，経済各分野に分けられ、それそれ l-2名の十

由している。チーム員の樹村1まここて 2

し」

病理，

勺ヽししヽ る。

CIATでは の河野和男氏から最近の研究結果を聞ぎ，選抜圃場を見せても V)•)

ためスリノフ人なとの発牛か冬く，期せずして耐虫性の選抜が可椛になったとし、う。

-5-



CIATの午ャノサバの

既に50・-60t/ha

し、

＇ 寸
し.'- を明らかにするたけでなく，

るような研究もなされてし、る。

CIAT 

センターがタイ

ぎ
J

日
i

の

し， してし~・（必 o

コロン‘にア

，
 

ア
（
〗

めてし、る。

キャッサ

ら しし

のJ.コッタ氏と主として

ロジェクトについて話し合った。 CIAT

,.-ダゃ-・_,

である。そ

につ

し、て； No. さわたし、0

2) 大平洋岸雨林帯

コロンビアのチョコ 県を中心とする北飼南 雨量mm る

いう熱帯雨林である。アマゾンと同様秘境とし

るたげで，アンテス高地から｛厖岸へ出る道路はエクアトル

して＼、

ツマコ (Tumaco〉への

，
 

し
J の，近代港プエナベントゥ

ら水路をそ（朔）上する

(Buenaventura〕への道の 2

アンテス四山脈の峠越えの造林用の林道 まで下ろこと

がでぎるた る。

チームか柴田稔氏の案内で入ったのはフエナベントウーラの旧道である。この道路沿に2.ooom
の峠から港まで I.trifidaが散在した。人家のある開かれた土地にもい。拾て作りのカン＇シュも

あって， 自然結実のニスケーフ個体もあるようで，形態的に してし、るよう る。キャソ

サバは人家周辺と低地の焼畑

カシアである。

ヽ。数品種が識別でぎた。タロも った。小型のコロ

3) カウカ盆地 (Valledel Cauca) 

CIATの位置するカウカ盆地は標高約l,OOOm,南北150km,東四30kmの広大な平担地であり，サ

トウキヒを主作物とナる肥沃な農村地帯である。年間降Iヽ甘量ぱ900mm, 2度の短い乾季があり，ソ

ルカム，タイズなどは 2期作が行われている。カンシゴの栽培はなく，中心都市カリの市場には

南部のハスト(、Pasto)地方から入荷している。キャ yサバは盆地周辺の山麓の村で栽培され，

東部のカイセドニア地方はコロンビア有数のキャ y サバ栽培地帯である。ここではチローサと呼

はれる食用銘柄品種だけが作られ，収量，単価共高いので生産者は豊かである。

カウカ盆地の調査はカリおよびパルミラ市 (Palmira)周辺で実鹿した。カリ市の山寄りの沢沿

いには I. l咽 daをはじめ数種の Jpomoea属があったが，パルミラ (Palmira)ではバタティア

CBatatia) と呼ばれる I.trilobaが畑雑草として繁茂し，嫌われていた。ごくわずかに作られて

いるカンショはアリモドキゾウム、ンの被害が多く，これが栽培不能の距因であると考えら

-6-



4) アンデス

コロンピアのア>'テス

ダレ＇干

でのハ／ナム，、イウェイ C

’―゚ ＼^、所から高山閉主て克:,て＂植物

ビ?)地，

コムキ S エンドウ，バレイン~ ヨ 3

目的とし

サンタンデールテキけチャオ (Santandar¥ぅ,, 干 ｀ Iふピ） 9、,/、ヤ／

な欠
j

＼
 

，
 

,
I
 

し力;し

トウキ-,

れるように

してし、ろ

を」→ トしてし、る

ぱキャッサ

く応でん粉原料としてアルミトンとし、

ため生育

ム

丙の 3

ら600mまで見らかた

その間

江、

V るよ

1::: ふごい，、 おり，

のトウモロコン？キャ、，，サハ，

られるゞ

千 ''-r:t:。こし、

臀

,.. -戸-'キ
- C- ,_,  ふ

さわ~てし、た。

も安＼＼、ほか（ハ付のキャ yサノミ

る小規模栽培である。カンショはバスト 応主ともな畑ば見るこ

とかてぎなかった。パスト市~ くまでは会ったすべての人から，ハストて作られてし、ると

い．その~，、スト くとツマコの方に下 されてしヽると・己オサだ。 J. ［土2、000

mま してし、たか合、アンテス中央且1脈上のパストから

発見でぎなかった。 2,500-3,000mのナ l)ーニョの

町イビアレス

て々、は，ミレイショ， ウ））ュコ

よ
9
?
§
 でギ

6

が名＜，アラカチャ，オカの畑もあった。バレイショはほとんどか s

5) サンタマルタ (SantaMarta)周辺

アンテス中央，四の山脈は力 (iブ低地で終るが，東山脈はマラカイボ Maracaibo)湖の向を

で応る。

経でカラカスまで伸びてしヽる。マラカイボの西側の支脈から独立して5,700mのサンタマルタ

〈SantaMarta) あり，その ンタマルタ ある。地形， あ

るか，全体として入れはサハ/ナとしヽえよう。この山塊から東北に伸びるグアヒラ (Guajira1 

島は砂漠に近＼、乾燥地てある。農業は西側のマグタレナ (Magdalena!低湿地で水稲，セサール

ぱ棉作，一般には肉牛の放牧が行われている。キャソサバの栽培はかなり多く，バランキー

リャ (Barranguilla)市にある大型でん粉工場に出荷されるものが多い。カンショはわすかに作ら

れ，市場にも並んている。畑は見なかったが，ヤムの栽培もあり市場で見ることがてきる。

ここでは I.tr箪daの不和合群の探索を精力的に実施した。 を)', 

‘‘
 

“
 

g
 

a
 ”
 

¢) 
r
t
 c

 

／
ー
＼
、ガナ工シご

’~I 

‘
 

し

ハランキーリャヘ出るルート及びサンタマルタ山塊の東側を半周し， フンダシオン，ハジェ

テセサールを経てマナウレヘの Iレート上には I.trifidaの が散在した0 子が冬かった

ので．不和合群が混在していることは確実である。サンタマルタ市東のタイロナ国立公薗内では

丘陵地だけに I.trzfidaがあり，海岸では見られなかった。また山中の沢沿いでも見られはしたが

少なかった。

グァヒラ半 に興味があり， に入りたかったが，マリファ だとし、

ヰi止せざるをえなかった。
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 ヽ
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としてグアヤキル
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ヽ
~
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ヽ
~
＇び一 ま
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・・・)ふして「あける文”げのミー／し上場にt';.っだ

に出荷されるか

3
 

?-

のキャノサベミー／し

ャ~ マテウふオ、 1

であ，S、ととし、

rノ
{
レこふ，＇

}，久

してし、る 4ヽ

黄色

低

査

、i'!.hだり，

ヒールの原いになると話してし吠ニ

2) INIAP, Portoviejo支場

十ルトヒエホのあるマナヒ Manabi、いHiは大平；『に面したサ、／、ナか給＼，ヽ ＇い 1で虎る。 INIAPの

は全く緑のない砂没の中のオ~ アシ~ スという感しである＂乾季のた cl)まわりの丘は集のなし、カ

ポ~ ソク＼セイボとし、り］たけの練林。ここの研究対象はワタ， ヒマ， タイズ， ラ、！カセイとかん

し
f

、轟ふ“ あり，カン＇、 1/丑もキャノサバも扱って＼、な ('o

目的は少なし、、水をし、かに有効に使うかにあるとし、う 0 ワタ， ヒマ． タイ

ズ る u 少なし、かんが~、水は付加価伯の高し、野菜の栽J言＾~ に度~，ててし、る

コムキの試作圃を誇らしげに況明してくれた。 iO℃ものしてく

しかけてし、る小芯な いりぅど あった，2 コムギをとし、う

- 、"""'ふ下 「＇
'-') ,I'.; ヽ え I

, 9 ど，

ロ -o' コムヤし なし、•水さえあれはイネがし、しヽ）う;0それ 7 I 
"-'~'む

3) アンデス高地

からキト :Quito)までの 、イウぃェイ ったたけであり， 力；1, 600 ,_ 3. 200 

m 、こともあって， カン,:,,-・ ョ，キャ，I+}-;、は見ることかて苫杖かへ
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4) ラコスタ地方

付図に示したようにキトー，サントド：ンゴ

ーポルトヒニホ (Portoviejo〉ーグアヤキル

なかった。

クアヤキル東南の

のような I.

、ロ9
}
 

ァぐ

く，

トからの下り

）［シ Iキ''
‘’ ,, 心_,ふ V 、9

レインョ S コムギさ >'テマメ 3 ニンドウ t キ／

1, 700mまで下ったところ

あろう。

し

、J
3
1
`
 

ー名

令ヽ
fヵ

i

}

 f
 

！
 

9
,
t
 

'‘
 ヽ
~
d

{

ャ

な)
 

ji} 

した

トウキビ

と

告｀ 

：て

ウリュコ， トウモロコ

麦）った。

., 
::,anto D・  

＼ 

ommgo)ーケベート

して~ し、るの

）から

のほか， R.L:ノイヤー所長， 0 ペイン副所長， Hるメントー

口あっ

なかっこ

哨

りなが

この地方の農業については

ムが目的としたカンショ， ギャ>"サ＇，、につし、ては見ろへ苔ものか

っt、てはケペート近くで ltrifidaを 1点今同の調査の南隕にな

した。おそらくラコスタの内陛部にはコロンこア

ないであろうが，今回行げなかった囲岸地方については不明であ

3. ペルー

1) 国際ばれいしょ研究所 (C!P)

CIPについては熱研資料 No.

ては会見した人々についてだげ記しておく。 CIPに

として勤めていでいろいろ世話になったう

されたし、。ここ

しく話を聞くことがでぎた。 CIPで

Sサデッ

ク生理部長，分類学の C.オチョア， P. アッカチーノ

中心は熱帯低地のハレインョ栽培の普及と生産性の向1-.であり，具体的には採種ンステムを全く

る種子 (trueseed)播栽培の研究と普及，耐暑性品種の育成に力を人れている。

ハレイショを寒地や高冷地の作物として位置付ければチームの対象作物ではないが，熱帯低地

の作物になりうるとすれは，過去の研究実績があるたげに熱帯地下作物としてかなり有望であろ

う0 熱帯低地のバレインョ栽培には耐暑性のはかに低地特有

れ，種いもの生産貯蔵も寒地と異なる間題がある。 CIPで

さ

を育成するた

め，アマゾン上流のサンラモン (SOOm) とユリマグアス (175m)の試験地で選抜試験を続げる

とともに，リマの本部で詳細な研究をしており，すでに個体当たり 1kg/90日以上の有望系統を育

成している。採種ヽンステムは従来のウィルスフリーの種子生産ンステム（日本など北の先進国の

／ステム）に代えて，中国で実用化された種子播栽培の研究と許夜に力を｝＼れている。以下，

にその利点とやり方を紹介しておこう。

CIPの小パンフレノト，発展途上国のバレイショ (Potatoesfor the Developing World〉に

は利点として， l)種子の量がきわめて少なくてよい（＼種いもでは 2t, 種子では.一握り /halので
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りg ペルー

，
 

少ヽ＼ぶナー＇

La Molina) 

／
＼
 

f
 ものでな

でし：t カンシ~ ョの

ョ

，研究の中いになっている。大学ては学長，副

なとを見だ。場

の→うにトレスメ；、ープ. (3か月＼あるし、はハホ不

り' :::.., れがもっとも名<.

た。

れてし、る

/. 
,1 

. マ
キャッ

とし、う。

扱ったものが少なくない

パン (Pande Camote iの

出てし、なし~、。カンショの加工品ではこの

を

た
し

ショートニング，塩，イーストまたはベーキングパウダー

色のパン

ャ5

.,.~ 

くてう主し

の C.オカ、・― 日

前のカンショくのチルカ谷‘の発掘調査で 1

教授の共同研究者の一人である。エンケル教授が不在だったので，彼から詳しい話や年代の

法を聞いたのてある。従来の考古学では新大控の農耕の始まりはメキシコで. 3,000-4,000年肋

となっているので，カンシコの起原だけてなく，新大陸農耕史の分野でも翡常に興味があった。

3) ラモリーナ試験場

この試験場も CIP,ラモリー していて，大平洋岸のオアシス農業を

ている。直接カンショ担当の D.アッチャー女史を訪間したので，概要は詳しく間げなかったか，

ここではワタ， トウモロコシ， ソルガム， カンショ，

テ〔カンショ

化物を発見して報告してしヽる F.エンゲル

る。

してし、るだけたとし、う 3

るが． リマ

ってし、て，キャッサバはアマゾン‘

地方の試験場でやっているという。カンショも品種保存の管理だげで，生産力

多¥,ヽ オアシス〉でやってし、るとしヽう。ア y チャー

しレ｝

はカニャー

ではこのカニャー

テで60-80t/haの高収量を挙げている日系農家があり，ラモリーナ

トキソウムシの被害はないのでカンショの生産が名いとのことであった。

オアンスではアリモ
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弟V~\ を参置さわたし、0

6) リマ周辺

ペルーの大

区か40iで 2的文，だっだとし',')。 ,;、l7t 

Jli 

岸 し、

—‘ 甘
}
i'占

キャノサバ畑を，

る

し

魚の

ある。アンテスから下ってく

ある。チームはリマ i打郊外のラ

J
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ぐ、こ
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9
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ぢぶ―

なとの況叫

レ
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~
）

~J 

古くからオアシぐ＂ス しヽ る

ルリン＇］！！の中流とチルカ

il - -->-べ、
, / l.' ぼってし、た種を

4カ)け斤とも

4種の 1pomoea. 

フロラ :t貧しかったか， 予モ

で：t、［、 indicaの

発見した（，；レリン， チルカ谷を含め， I.trifz墨daは見付けられなかった、）

カン~ ン~ ョの栽培は 3か所とも行われてし、た。ラモリーナては小規模

シーナまたはハホネスと呼はれる早牛 (4か月収麗）と中生-(6か月

けて［直えらわ，キャノサバが疎に混植されてし、た。＇レリン） IIでは谷の両側の

3贔柿， トレ人メ

¥ 8 -1()か月）

を11:てて『lられ，ルリン谷のオアシスでは，地面を 1-Zm掘り下けて地卜の水分を利用し

培かされてし、た。現在は 5a程のく

されてし、たとしヽう。今でも休閑あるし、

かんがし、水 して＼ヽ る

と思われる〈ほ地

什は地ド水たけて栽培

え， 1 に梢

されたユーカリの木は緑てあった。この砂度の地下水を利用した耕作注は F.エンケルらによる

と数「9年以前から続けられてし、るとしヽう。

7) ウルバンバ谷

インカ帝国の穀倉とされたウルバソバ谷を下流のオリャンクイタンボから上流のウルコまで歩

し、た。季節が乾季のため，耕作が行われていたのは川沿のかんがい圃場たけてあった。作付1tど

れてしヽるのはトウモロコシか大半，ハレイショとエントウが少しである。バレイン 3 はウィルス

株か名＜，明らかにコールテンネマトーダの被宮と判る畑もあった。 のバレイショは雨を

待って 1日腹の斜面に作られ，チューニョに加工される S.phrejaなどの小粒ハレインョやオカ，マ

ダ，ュアなとは3,ooo-4, ooomの高地で栽培されている。

ピサノク， カルカなど村の市場やクスコ市の市場では数十種のトウモロコンをはじめ，アンテ

ス特産の作物が売られている。しばらく滞在して集めればかなりの点数を収集できよう。

8) エルピメンタール村

クスコからウルバンバ）IIを下るとウカヤリ加］と合流してアマソン低地を流れ， フカルハ

着く。石油の試掘や木材の集積地として発展している新しい町．ペルーアマゾンの酌進基地てあ
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ハを主として研究してし、る地

4 プラジル

1) EMBRAPA-CPATU 

フラジル農牧公社，湿潤熱常七ンターであり，ヘレン市内に）ム大

圃場

応げを訪間したのでセジターの

るので，

,: マ！
＼ゞ

ヽ

は M.アルブケル~ ケ， E.マ 1)アラモス

ラ小廿のキャソサバにつし、て

クション， CIAT育成系統，クルスデルアルマス

除草剤施用試験な

かなかった。キャッサ

けた。圃場では地万
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てヽ9
>
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った。 1mはどの 2 -3 

報管理も含めてやっているそうで， ここ のデータも の用紙に出八して送付している

とし、う。なお CPATU しているリストは資料として別叫してある 3-C入
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-・'川キャ、I サバの

のに1
ぶロロ

9、キ•;; ・/でご
i ふ',✓ 7 

ョウこ カカ刀.., /' 

りである c

しよう。

JAMICのフ→ ンルで

るか，なんら

4) 国際マンジョカ協会試験場

ノ、ラ朴Iで 5万 haのキャッサバ

主力はコショウ

日本側の してしヽくのかそ

H ， ， 

てキメの細かし

ガラナ

になって

用の

ストフ巧ント

122品種

きれたものでを

ぱ故

の展望ばなし、と間

者として

も

しようと＼，、う且,11象マンショカ

を目的としていた

トメアス

の大規模栽培試験か40haほ

アルコール

しており，アルコ・・.ルテ

育

CBBがごく

2 --3 m, にもかかわら，7'

かに見られたたけてある。 ‘/¥． ごi
 

k
ーり

あり，

てし、た。跡地が肥沃なせ＼、か，

Corcos/Jora spp.iバ2

てむり， 目
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iha 中には13か月で じ

u
キ
{

~
~
~
~
，
 ヽt

し
二
~
。

ぁ の:/:,0)ら麦）つ「：：

や
入
ノ

＼
 

,
i
]
 

少
j +5 

b
 

fっ

の

1:l:100)7 ha lメ」この

ち｝ょ ぅ，、マ！ャヰ''-.、 v 、刃 s ア

マソン'

し、えよう

5) ペレン市周辺

ベレ> 市である。 ）
 

J
J、~ されて c, るし，泊まったの

えめ以集に歩ぎI口！ることはむつかしかっ の1,pomoea spp, 

を見付けだ， I.

あっ

し、',)、1、1

、，こ

キャ，j サベ，カンショ

ルゼ了〗

打ても

りrv
 

令

ヽ
ノ

rr' 

令
＇

，
 

`
/
 ＇ 4, キ'̀ 

~
＇
~
 

~f 

るよこ9,i 

も9●‘ヽ ；レイシこ'O)

カンシ 1]-5.5t,マン

る日
a

""’~ 

なホテルたった

で

ギャ f ザハの

あっ

ただげである。マン~

。
{

―

 

4
1
 

｝
 、ヽしし

たネクロ河

f
iヴ

T', 

Iキ
してト

--12 t , マカシェ＾

6) トメアス周辺

.. 日の！、メアス滞在中は主こしてコシ 3 ウの

はおろそいこなってしまったが，キャノサハは自家用

,v
ヽ

7) マナウス周辺

マナウス :t7ンテスのii」腹を削ぅ

いもの

り上って争うさまは壮観であった。

i'vlcmihot 

の集まっ

可 4 -・13 t , ,、レイン=400~750 

し、たため，

カンシゴも

である。小舟てこの地、内を通ったかアマソン

の地

ったが稀は1直月，

とキニア台地やコロンビア

とネグロ

5℃近く異なるため，混合することなく

いて

て作りかあっ

Jvl. grasiovii 

からなかっfこ。

し、

土

' 

、）
J
*
 

f
1
 

r4 して る。峯水域が北半球と
l
/
J
 

ていて雨季が異なり，増水期も異なる。

ど化らの河も島のよ を上流から連んてくるとし、う。

しているのてはなし、だろうか。そう期待して川

:t、白花のヒルガオと怪 2cmほとの

ン本泊に出， ヅ；ルゼアの中の沼に出か

I. j)omoea sp. 

i
 

j
 

一

tー

植物はマナウスま

ネクロ詞の港近くの

っただげだった。翌日，

-―
 

し

ヽ

アマゾ

追中の畑に 8か月と 2か月ほとのキャノサハと伸

ひはしめたカンンゴがあった。石の厚島のようなところに Victoria ＼オオオニハス）と

にヨウサイ たI.sp. か紫の花を付げてし、た なかった。

この石の克る］］＼し な の水面から数メートルのかげを登ってぎた。林 り/>
＇ 

ナ~ ナ， キャッサノミの畑があって かあり，

るとし、う。アマノンMは幅数十キロの湖になるの

I, ヽる。この合地が増水期には水面下に

る。その状態を思い浮べてあたりの

--15 --



と

“
ぐヽJI} 

る

ー

i
巳

ー
ー

E

ヒ＇

)
 

9文
かり｛

:
J
 

ものと らなし、叫 て耐水性のものばかりたといりことに

も ivfanihotesculentaも水にはごく弱し
。

ノ
＼

ある 0 人の子によらなげれはこ

〔万卜員旦て生盲てぎなし、

＇ こ
ヽ
~

｀
 

．． 
,199 

ある。

ヘレン＇，マナウスてはキふノサハ、の利用， とく

マニソバ，マカシェーラ＼甘味種'の葉

につし ,-c 乞＜~

ることかてぎた。 メカース女史によれはキャノサバを

をも

として；七｛古してし、iヤ

そのし、＜ぐ）か

もの， 10日間も

介して ;f5〈。

めるとしヽ う。

Iウクビー 3 ファリーニャを作る時に出る搾汁を煮， トウガラシなどを加えたソース., 市阪さ

れてし、る。

ファリーニャ，皮をむし、たキャ、」ッサバ りおろしたり，水漬して予らかくしつぷし， を

除ぎ火 したもの。 の粒状。 の人々の ご
し

9

る。最良の保存食てある。

5' パナマ

1) サンチァゴデパナマ

ハナマ巾からサ／チアゴデパナマ市主ては日 書し、たよう ，キャッサベ I ま才っ

りに応く入られたが， I.trifidaらしき群落ぱ車中から発見できなか・った。しかし由内の空地でこ

〈小葉の Iさ tr沿daを見付げた。種了ばなく，歩ぎ回った範囲てはその数株たげてあった。町の市

ぱヤムが名い。このあたり：よもうカリフ曲のヤム圏に入るのであろう。キャノサハは少なく，

カンンョ（土こくわ-:J-'かてあった。近郊の家の庭に拮て作りのカンショか開花してし、た。キャソサ

伏わり えられ，大木になっていたのは珍しし、0

2) ダヴィド

ハンアメリカンハイウェイの通っている大平洋岸は主としてサバンナ状の乾煉地帝である。今

回の調査てはメキシコの 1.trifidaの大群落とコロンビアカリフ品岸の大群落とを結ぶ地点とし

ての期待が大ぎく，陸路を選んだのである。キャッサバでは CIATのコレクションのうちパナマ

品種の病害抵抗性出 ＜．やはり期待は大ぎかった。しかしパナマを通り抜けてみると

とちらも期待はずれに終った。 I.trijzdaについてはサンチアコテパナマ市とタウィト市の間］，サ

ンファン近くに小さな群落が散在し，分布が続いていることが確認されたたけであったし，キャッ

サバはほとんどすべてが CIATで MPan. 70と呼ばれている品種であった。キャノサバはパナマ

市以南のコロンヒアのチョコ県に続く雨林地帯に入らねば新しし 了原の探索は無理と思われ

る。また Ipomoeaにつし、ては未知のカリフ海沿岸を探索せねはなるまい。

6. コスタリカ

1) 米州機構農業科学研究所 (IICA)

-16-
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る。チーム 目

、~,I
✓, ヽ

ったた亨 CATIE キャッ ぐ｝

てぎた ，ミザーン＇午
どヽ て詰を聞し、ただげであったC カン-;,ヨ

もカモーテと呼びクマーラと：i、し、わなし、。へ；レーとの クアドル託由

てし、たのであろうとし、.〗。カモーテ がどちらかしよ笑『ら左＼、＼と t1つ

サンホセの HCAの本 現場研完の企画，とりまとめ，出肱 し、-,・'--, 

のほかは実際の研究はしていないという。受付に出版物が展示してあり， もして¥,,た。

2) 熱帯農業研究教育センター (CATIE)

IICAの ）
 

}

ャ

r

ト
5 じ けた コスタ 1.1 カの実態に合→ fこ中小農向け に

をおし、てし、る, 1, 180mの高原都市サンホセから1、600mの峠を越え， カリフ布側1::.「っ

の町トリアルハの郊外にある。標高が650mと低く，名湿で土地も肥沃なため，あらゆる作物か土

くできていた。主作物はコーヒー，大コレクンョン った。案内さ コレクシ円ン

げでもほかにカカオ，ブアバ，チョンタヤ乞アチョーテ，ヒゴウクン＇，ヤム＂タロ，カン/

トウガラシ，林木があり， 80haのコーヒー圏，千頭の牛のための450haの草地がある。

てしよキャッサパの ほかし、ろんな研究がされてし、た。

ここで興味があったのはヤムである。株刈たり 30kgにもなるものや，地下のいものほかにテニ

スボール大のむかごが地上部に沢山つく品種があった。ヤムは IITAで研究が行われているが，

キャソサバ以上に研究の遅れた作物てあり将来の可能性を秘めた作物てある。案内してくれたア

ルセ氏に聞きもらしたが， 30kgものいもが一年でできるのか，あるいは日本の山いものように年々

新生するし、もが少しずつ大きくなるのか，それとも休みなしに何年も生育し、肥大し続けるのか，

興味のあるところである。

ここては旧知のレオン氏 ，ヽ カンショの起原，栽培，料理について話し合った。彼はまた

きなし、が，カンショの栽培化はエクアドル，ペルーであろうという。コスタリカでは力／

ショは他の原料と一緒に煮てしまうので，味は問題にならず，消費も増えない。カリフ諸国， と

くにキューバ， ドミニカは主食になっていて，白肉高でん粉のものが多いと話してく

CATIEの研究員宿舎ぱ芙しい公園の中に散在していた。日誌の中でふれたプカルパのスミソ

ニアン研究所と全く同じである。白人が不良環境地で慟くために， とれたけ金をかげているかを

目で見ることができる。

3) サンホセ， トリアルパ周辺

パナマ国境の町パソカノアスには I.t虎'idaはなかった。その町からサンホセ主ての名はかりの

ハンナムハィウェイ沿いには，パナマとは別品種の細葉のキャ yサバが少しあったが走るハスか

らは I.trifidaの群落を確認できなかった。もちろん夕方のせいもある。

サンホ七からトリアルハまでは1,6Q()mの峠も含めて I.trifidaの小さな群治が続し、た。

-17-



しり餌にし・ctヽ ると！、うヘキャ；丑ハ？王はとん：：：：な＼＄ 竺，、ど,,, 
' 

") 

7" メキシコ

1) 

ヵ；し 者リストで入るこ 7名 I,,

の叶聟苔かおり令 誰にも会えプさ

豆）

蝕羊乃戸し三，-噂1し、

＇ 
ノヽげ INIA Ctfl 

) J〉ア Iし，,~ レス

るぐその日の)已 トキロ

聞く暇も左かった、（

こ
さ

rf
/
 

に［エオ：）‘ごれ， INIA 

も::_と;::. なっだたり）， 車の手配ぢど

2) 国立農業研究所，ウイマンギーリョ試験地 (I

INIA: 主メキシコ田；こ本部が主りゞ各州 ；， 
~、一

ぴ） 債';l l,luし
--ても、,_し,_

9 、、
c,', 

i

し

て 7名のハ＼、 にあたってし、こ

飩：→ てツやっており，陪＼なる主 をして〈 tし

CIATカミらのものが始し、；

し
~

文<,CBB, 

る ったc 施肥料と

と生育末期グ）ため牛菱；］一、 1三、こんと

てし、たか，［月らか

NPKか70,120. 70k只'haて15. 仇

区がよく，インケソマメと ご1.0-1. のインゲンマメ I,''C 

3) ベラクルス周辺

メキシコ

るやか

あり 3

ヘラクルスはコルテスか上陸し，アステヵ

こまれた町である。

は少なかった叫街の空地で lj>omoea 9
}
 

を

したこころ，湿原とゆ

したたけて

灼 —和柾に：

知くみられた。ヘラクルスからウィリャエルモーザ□向う道に：i /, 

でS

しはらく続し、た。こ

に人ると見らればくば

｛よ］屈原と草のサ．：えた砂 iェ］）統＼、た17llkmあたり主

ウィリャエルモーサ及びパレンケ

な力Lった。守~ ギ 1・サ ,~:t こく

の Jpumoeaspp. : く［あった

されてし..た

， 

るr5 

見

る＜入

ら，、れたく、タクシー— 手の話てはこのあたり さtiてしヽ るし、え!:t、Yuca (キャ ；寸ヤ，＇‘‘

Camote ,: カンシ '1i, ｛タロ'?), Macal (ヤム'?)の 4 あるこし、う
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L カンショ

1) カンショの品種改良の経過と

カンンヨ 来し記のは17世紀のはしめで｀それu
主ったとさがてしヽるへこ

としてはこく限られたらのである。

の発見によって

すか 3群しか含主れてし、なかったことからも

（{)し
/ <'_ 

る゜
カン~ ン

エネルギー
，
 

／
＼
 

国ある t、(:J:、フ cf ,.1 ,:: ンカミら

げる自

り進んた。しかし，

20[!t紀になって

1 - > ししし、った。

による

のネソトワークも岩『県支で北 Jこし，

し、ても 1922年

体制かでぎたためにさ

左人

に用し、

広い範囲の在来品種か対蒙とさ

の後1940年代まではこのプールはほとん

的に幅広し、変異を生しやナし、『「物であり，

はとんどなかったようである。終戦前後

ロンフスの

易なことから， 各国の農業いこ

られたが，組織的に着手したのぃi Fl 本が世罪ではじさ八て~．

が人丁支配による品種改良をはじめた，この

ずる試）;..h、、フt''ス，、

をカハーするようこtcった。

された；このようにして

ら導;\、されに品柿も 1ヽ~、＜バ

し↑:, カン;,,ョ：tもともと

プールもじ連のようにかな•) !, ムかっだJ)-c:,・, 八

あった。そのため，直伝+i原

了プール：土

允しよ〉と：｝‘る動ぎり文

中国あるいはイントネシアなとから品種が導

入されたが，遣伝―•『プールの拡大を積極的に考えるようになったのは石てん

目棟にした

るー

•) 

'ヽ’
グ
し

，
ん
〗

4
i

、r
 

"~a 
ナ
j
 

t
 

L1 

...、
； 

！；ァ

種

、ユ
9
j
』

L

主ズの

るが，

9

t

 

;
U
 

J

'

 

ある。メキシコ，アメリカをはしめフラシル~，キューハ，イントネシア，

フィリピン， ウガンタなどから合わせて240品種余りがその後10年間｛こ囀人されてし、る c ,ヽ:rらに

1969'¥ にば、。 ニューシーランドから環太平洋を対象としたカンシ丑 0)収集品枡＼し、わゆるエン・

コレクションの617品種がわが国 され，現在も有用遺伝

バレイショの道伝子源については1920年代からソ をはじめ欧米

さかてし、る c

が中

の探索導入と調査を行い，現在では侃界中に数名くのコレクションが保特されている。ペルー

にある国際バレイショセンター (CIP)は五縁種を含め約8,000系統を保存している。こわにくら

へると，同じく中南米起掠のカンシゴについては研究も遣伝予隙の扮索逍査も迂れてし、る。

カンショの遺伝子掠を導人，保存しようとする動きはとくに発展途上国て店発化し，中内米， ア

シア，アフリカの諸国では自国の在来品種を中心に数百品種の保存栽陥をしている国が急増して
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し、る。ナイジェリア

ある

I -r ! -., 
し、、‘久

七ンター AVRDC〉でも 2, 3年前から

される

ltl下で克る。

所 (IITA1

を開始したc しfこがって冬

こ入らJ!る日木J):了し，クンゴ/てさ

導入の方がより

Convofvulacea l、ヒルガオ＼

）
 

-'↑↑） ぁ

』
4

て）
 

j
上

L~• 

／
 

.

9

 
，
 

／
 

9
j
 

ょ'‘
なる

Batatas節こ属してし、る o Batatas 

の

が・致せず分類も混乱してしヽる。カンショ

アンア地域にも数稲分布してし、る。これまで

につし、て て）
 r,6 

は北米の南東部から南米の中央部土 し，

によるとメキシコからエクアト

ルにかけて アメリカ

ては， 1955年以後わか国への導

の育種利用が精力的

として育稀に利用されているのは Batatas節第 1群植物て，その中には 2, 3, 4, 6 

いてし、る。いずれも Bゲノム植物であるc これらのうち 6倍体の I.

してもっともよく用いられ，新品種ミナミュタカをはじめ有望系統の育成

として，各挿病害虫や環境ストレスに対ずる抵抗性の導人にある

ような量的形質の改良に用いることもできる。近縁種をカンン丑育柿上の這仏了＾

源として札用ずるようになったのはこく最近のことである C カンンョ育種の遺仏予原としてヵ／

ンコの近縁種を利用する考えはかなり古くからあった力＼実際の品種改良に用いているのはわが

国だげであって，近縁種のコレクションも日本のもの（九札｛農試）

なし、の る。

ンソョ近緑種の調査，保存

と考えられる。メキシコ

カンショの

カンショとの

IBPGR 

している（後連）。

1,: 一/ー）し、

合ま

はカンン丑の

ほかにはほとんど

としてカ

と

以上のような経過と実状から，今回のカンショ遺伝了源導入の基本』国としてば、中南米にお

ける Batatas節植物の自然分布の調査と材料収集に上眼を置くことにした。

2) 探索，導入計画の概要

Batatas節植物に属するとされる植物は分類学者によって見力が人苔く異ない種の月定は必

ずしも容易てはない。ずでに日本に導人されている材料の調査と， 1979年度に実施さわたカン’ンョ

の探索導入，調査の結果（農林水産技術会議）を基礎として註画をたてた。 1979年こへ不スエ

ラで採種した 2倍体植物 (2n=30)を I.tr泊daCH.B.K.) G. Donと同定した。この同定につい

てぱ，文献調査， (Austin, 村田弘之）への照会，ハーバリウム＼ベネスエラ植物研究

所及ひベネスエラ中央大学）との比較等によって慎重に確認をしている（小林ら， 1980)。Batatas

節の第 1群植物についてはっぎりと同定できたのは上記の I.tr沿伽 u軍のみで，これと陪数性の

異なるものや，形態や分布か異なるものが分類学上とのように位置づけられるべぎかはぷ明であ

る。現段階では， これらの植物はずべて同ーゲノムをもっているものと推定さ カンシゴと直
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るので， はこれらの

に示したものてある

GP・-3として導入をはかることにした。 GP-1の

入ずる

よって行えるよう

,-(,-> 
，'A 

氾した。

GP~3 
(Batatas節笥 2群

して［． とした。図 2(;l: 力/ンヨ

ることにした。

ナショナリズムを苔慮し・-'

を GP~2. GP~I'. と

GP-1 

カンンヨ
rI. batatas, 6X 

ノ

ろズ

多プ・

念

3
¥

3) 

採集

兄
‘
”
イ
e

a カンン/ョ

2X 

図 2 かんしよの遺伝子プール（模式図）

ような栽培状況はつし、に見ることはなかった。ヘルーのリマ

ルーのチルカ

j、)';っ(j:_1 

どれるカン＇

さ』Iてし、

真20~22参照）。

フス

どうし~、.·f!.·「
- ! a, 

日

そ
~しレどこ

び

カ＇、＇
[

｝

 

キ','

ンシ旦しをモチ•--• >'tこした占

い陶器も出上してし、る（写

，コロ

l -1--
し k

に：文カン~ ショはかなり

心に

のり化も進んでし、たとし、わ

れている。ところ力＼ 今[rj]

調査した範団では， 日本の

カンシ丑生庁地にみられる

されてし、たの

を除けばカンショ畑とし、えるような畑はなかった。 されてし~、なし、のてはなく．

めて小さし、のである。どこの市場でも小量ではあるが， カン、／ョを元：）てし、たし， カンンコ且りを

案内してくれるように土地の人に頼めは，必ず適当な畑を見せてくれた。畑は広い場合てもせい

ぜい 5a程度で，狭し、のになると la にも満たない。裏庭の木の卜に，貧弱なカン·::✓ "0)峻か20

本はかり柏えられ， カンシコ畑とは名はかりのものもあった。挿苗したことか認めらわるのはま

しな方て，雑草の中に題が伸びるにまかせた放任状態のカン＇／ョも名かった。いずれの場合も

キャゾサバやトウモロコシ~ など他の作物との混作が普通て＼品種も二つ以 1ょ昆ぜて植えてし：た

土地の人 るか， く観察しない限り，そこにカン~ ショ ることさえ ヽi
>
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か名し、。古くか

用作物であったはずのカンシュが現在なぜこのよう

うか。メキンコでぎし、た

され 5 トウモロコシやハしイショ

キューバやトミニカなどカリ

なのだろ

町乍物として

FAO 

も し、るとし、う。

によると訪間した 7か国のうちてカン 力ヽ ］り haJU島と 941 ＇
 

叉
J

てし、るのLtフラシル !16.4万 ha), ヘルー (l.6万 ha〕の 2 にナ翌なし、。ちな．、7バこ， キ—- --

日本の栽培面積と しし、 7万 haにカンシ J が作付げさがてし、る

ショを・［食としてし、た部族もかつてばあったと

らくそのような湯所に行ぎ当ることばなし、たろう。古くから

，＂ヽ↓A
9
 

る

9
,
 

ヽ"r 
f
,
 

~
と

ぎどき野生化したと推定されるカン＇ンョのつるか雑草にましって生き飩：十てし、るのをしはしは見

カン＇ショの発祥地とみられ， 自然条件もカンショの生'・育に適しでし、るところてはとん

されてし、ない坪由を考えて入た。主食として ぎる。キャノサハ ノミナナフ予ダ，I.! 

の万が ど） り易い。大害虫であるアリモトキゾウムシ スーンーi
r
 

ゥ’

が困難になった。他の作物の導人によって した。理由はまたはかにらあるたろ'.),・ 

し、まではカンショの用途は限られている。たまに間食とずる りのとぎ

なるくらし、である。ペルーの名物料理にセ I::ノチェ・デ・コルヒーナとし、う

ン汁＼トウガラシ合ピメント，予不ギなど

を着て大きく輪切りにしたのが訴えてある。 トウカラシやピメンタて口の中

なったとぎに，甘し、カンショて中和ずるのである（写真26参照）。 リマ問辺てぱ七ビノチェをよく

食べるし，そのためにカンショの

ものがある。こ

も名＜，近郊の畑にはカンンョかよく（午られてし、る。:.こ

の栽培法は降雨がないため畦間灌漑か，伏流水を巧みに利用し

培状態としては特異的でしかも

こ， レモ

土必ずカン＇ン＇ヨ

さでし、っぱ＼刈こ

、今rr11見たカン :>'iの栽

の出来具合てあった〔写真23参照）。し、オ＇）は括て作り 1口］然の他

の熱帯の場合に比較ずれば， リマ周辺の収量水準は抜群に高いと 農業試験場の技帥の

話ては． この地方で集約裁培によって10a当たり 8tの収穫をあげる晶家がある。この数字ぱ括

て作りの10倍にもなる。メキンコではカンンゴ畑を直接見る機会はなかった。ベラクルスの Cate・

maco湖とミイチョアカンの Cuitzco湖の 2か所，いずれも湖の周辺に産地が形成されていると

し、う確かな情報を得た。文献でぱペルーてカンンョを''Apichu"と呼ふとあるが，今 人々

ぱいずれもメキシコと同様 "Camotel/であった。その他の国ては 11Batata11. "B !.P J atata doce" 

あるいは11Boniato11(又はその変形，カリブ海地方）であるが，地理的に遠隔のメキシコとヘルー

か共通の名称でカンショを呼んでいるのは興味深い。その昔，俗に言われる情圧上の道＂が両国

んでし、たのかもしれない。

b. カンショ品種の保存状況

今回訪問した 7か国の研究機関の数は名いが（旅行日程表参照）， カンシゴ品種を保存栽培して

いたのはペルーのラ・モリナに所在ずる農業試験場の451品種・系統とコスタリカにある

研究訓練所 (CATIE)の約120品種・系統の 2か所たげてある。この 2か所以外にも少数のコレク
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のコレクション るものばないよ）であるぐ
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1
8
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9
2
0
2
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2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
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La Morina 農業試験場で保存しているかんしょの

導入国別品種数とその比率
r:F] 二石

Philippines 
Australian N. G. 
Per丘
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Cook Is. 
New Hebrides 
New Caledonia 
Tonga 
Society Is. 
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Thailand 
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0
2
7
7
3
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7
2
5
2
0
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0
2
0
1

1

1

1

1

1

1

1
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品一

ラ・モリナのコレクシ~ ョンは日本でも保存してし、るニン~ ・コレクション にしてし、る。エ

ン・コレクションはかつてニュージランドでカンショを研究してし、た D,K Yen氏か1957年以夫

10数年にわたってカリブ曲を含む汎太平洋地域のカンショ在来種 したものてある。エン氏

のコレクシコンは約600品種からなってし、たが彼が1970年頃に研究を中止ずるにあたり同一系統

を日本，米国そしてペルーに分譲したと思われる。栄養体て保存しなけれはならなし

秤々の生育障害によって消失しやすいか， このように何か所かに分けて危陰を

る。表 1はラ・モリナて保存栽培している品種数の国別リストである。このリスト を

開始した10年前のものて．現在までに約200品種が失われて＼ヽる。このコレクンコンの維持は D.

Acha女史が担当しているか，厳しい財政事情のもとて精力的に行っていると げた。貴重な遺

伝資原が年々かなり失われてはいるが， コピー代にも事欠くような財政状態の中てこの程度てす
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し、る合なべ., はDr.J, Leon氏で克る c『
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f
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1iノ
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圧パ

息われる。コスタリカ

カンショの と1ヽて適して

こーこr
4
 

↓ー，ぷ
ノみ

,r 

［て考ーえられるのは

ソウムンやナカシロンタバのよう左

ショ

c ， 

2
 

、
,a

1El¥1BRAP入

まて至リ，..ご，な＼、0

ンン,='ilヘルー-'?メキンコ (1)ー晶のより
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r

-

~
一

びこ

，目

自ャ
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ること

し，し、もを食べる島も名¥.'o

/ 3 ば生育てぎなし、。パクテリアやウィルスによる

凪4足になる。このように自生を防ける

出しているカン:/"を発見すること

I. tnfi加 (6x) と

（乃

し、るたげて，

としてカン

しアし、文/;ヽa

h ， 
, I' 

出しうつ烹るカンンョのつるを数回観空したが，それらの形買はいずれも

のて遺伝的な野生化ぱ進んでいなかったし，分布範囲も限られていたぐ

ら

ノ、ヽ

カンショの

した範囲で明らかに放牛カンショ

し、よう

ぎないしまた光，

ある。次し、

に':J¥,、てはウサギ亨ネス：などの

も 、ooorn以上の闘地で

ふるし、しうシャングルの叶Jは昼な

の栽培畑の周辺

ある。

から野生

物体を観察したのはコロンビアの高地とパナマ・コスクリカの

コスタリカの CATIE固辺の植物体やメキシコのヘラクルス郊外に自生していた Jpomoeaも放

力 1/ンョの可能性はあるが， ここでは I.tri/ida complex 

しておく（ コロンビア

コロンビアでは I.lrifi加

ンショと人られる柏物体

温度に患直~ がたジャンクル

メリカでカンショの□生

くしてし主うアりモトキ

内や）！！ ゴミ拾ご場五くには

カンショそのも

るのはほとんとが

もカン~

が低くてカン＇

ある 0

／
＼
 

しても

えったカンショ＼と考えられる植

の 2場所の人であった。

げて放生カンショから除外

した地点を図 3に示した。

の群生していたカリ

ぎなかった。図ぷしたよう

（標高lOm罰後：） ヵ

, soo-2, ooomの地帯の道路

-'.) りのよし、ところか丁な分布場所で，とくに Caliから Buenaventuraに：糾る降内量の
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図 3 コロンピア国内で

放生カンショを発見した地点（＊）

）は票高 (m)

してし、る応

キ＇｛
9
し、
9

n
 

—— 
月

て＼、る{)のか乞かぐ

り，場団によって砂四の

ぶ

、
4.i3 

J
'
 

ョ＇ ／
 

らの

0
)
 

こ
↓
!
＇
 

色u)I 

もあ')

よる

、とヽ・卜し

レ）

！る坦 岱尽
打1

主

ふ'午＇
ノヽ ＂ふ

し、9,, 

入られ~文こが

＇す～ピ）. 

, -, ヤ
,~ か＂

l・-3 cmのものが名＜，左かに『：

なしし、ものも克り， そのよ~ りな力，^

しごし、

パナマ・コスタリカ

してし、店＼『、が，罪しし、

見てぎようく、か✓)てメキシコから導入され， I

あり．

ぎる応 J)

L1,~ 
J ,_ 

として

ペJ

さらに名くの

された Kl23と

色の度異笠今l口］の 果と らI.trificla 加植物，あるし、1よI.

(4x又は 6x)とカンショの雑種後伏てあると考えられた。この点につし、ては悛日

し、
0 

d . I. lrifida Complexの探索調杏

図4に Austin(1978〕り）

し Austin には倍数性の

とともに今日 I.tr切dacomplexの自 1土を

なし、0)で1く確かではある

り：ま 2倍体植物と考えられる。主ず 2

6倍体の I.tr廿ida

（分類学上の I.

と中来の太平詳岸地常に，主に分布している。今

ると 2倍休植物の形態は細茎， 4

の自生地である

し、合自家1ぐ和合性と交配小和合群が存在ずるために開花数にくら

く，

て こキー~
 

して

カリ

-
V
 

一バ
Jを

した範団ではコロンヒアのサンタ

マルタ周辺の密度が高かった。この地恐は乾季に入ってーか月程過きた時期て大部分の I.

には好都合であった。また大部分の植物は間化中であった0 4 

て名

よってはかなり名数の種 してし、た。サンタマルタ

なし、

10-50rnの地鬱1こ
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図 4 !. trifida の分布

¥: (g叶:しており， 500m以 lぱ少なくなり，標高り）分布限界は800m1YiJ 後で~応る ［だ

，
~
しこ99

 

してし土 し~ し、

の ェクアトル，ヘルー， ノラン~ ルに

し、には；よこんど発見でとなかった コロンヒ，戸

く発見でぎなか,•:, ↑こ

ハナマのサンチャコて発見したサ／フルは植物体が全｛本に小さく，サ/タマルタ J紐と

ぎし、0

次に 4信体植物にうし、てふれる。 Austin(1977〉はこの植物を I.tnfida 

ba!atas (6x) との雑樋であるとしてし、るか，分布，形態及ひ細胞学的知見から

とカンショ， I

とぢえるより

も I.tr伍dar.2x、iが倍加して生じたと .l-;.,る庁が進化学［；も妥ヽI、1てあろうし、たた，その

しも 2信体と同所的てはなく， コロンヒアの例ては標靡のは八、場所がエな目生地となってし、た．ヘ

今回の調査では標高1,000-1, 800111が主要分布地であったか， こ、れと同類のものがェクアトル，

ルー，メキシコの IOOm以ドの低地でも自生して＼、た。またエクアトルて ,900 

mの地点にも生育してし＼た。 2

木にらよじ登って:おり， I上育は柿めて

くらべると間花数が極めて少ないか，つる；t 5 m旦Lの樹

ある。水 分、 1「J とも；二 4 信 f本のカヵ、 2 信~

休よりも広しヽようてある。

6倍体の植物は形態的にも細胞学的にも野生刑のカンシコと区別ずるの｛ 上↑吋能てあ

26 .... 一―



る｛ とんと戸呂u~: ぎぢ＼、ら

らのを 6 ー

I
)
 

9
F
介 乃ミ

’
~
、

んダ＇
i
人

'~ 
9
,
i
 

,̀' 

}
~
4ふ

-t: 

カン kamote 
、
9
~

‘ヽヽ9
,
＇ 

、レ｝

る， 

c
 

[
n
3
 

9ヽ
汀
J

こ［

ある夏ゾ喜flしだ))/ 

_,,_ 
I~ .＇-／

 
‘”
 

土
バヽ

(!) 

［守 め

lriloba, !. lacwzosa. 1. filiaceaの 3

ijり）として ,;tBatatas 

ぎtこの；t l 

い だ

団 ＇ tacmw、ゞa Bびta/aゞ 外の

入

/
＼
 

SS!i、au/isu〉2

物；,; ヽ 自

lており， とく

二〈し、＇『惜~·,

L 

t
1
 

~
~
 

i

-
キ
し

9
今

9”っ
{：＇ 

3
<
 

f
…↓
 
'~a 

J1し
、

＇ 
シ＼、

る

＇ど
J

,
4
 

一
~
9
,

9
9
,
 

で
‘
]]も

とんど］

--c-・1、ヌ~. w 

l ,vー'、夕珪」／
し＿＿~ 吋. - ¥_ 

,＇9
 

畠
h

，
＼
 

9‘ ,IJ 

-であってそこから

ぷ均よ、'・-
ご

LIしなえ

（乃喜し、 ,T)l:t、I.j)es capmeとI.cm

ら［］生してし，7こ。 U LのI直

I. triloba <乃 ?,:J尤

る(!〉 （こよぐ，てオ

てある。その

してし、

, __、_, 乙ヽ！司
/ . ヽヽ → 

し丈-り

ロJ_,_ 

叶Jぅ プ
'J 

今フ

；のな）。

力,(ご→、')(,.、してしよ，

ンヽ 、
~ぶ）、

ぐ:,T) 

外 ;;t 左 Cl) よう喜：村·Mi=—ぐ)(、て

も［口JjJ<な岬甘」と

イヘ、そ--

る

ぎなか

［・

\、＜、、~）

—--•)'7 ---~, 



2 カンショ

'"・ 喜入番,; 子ャ 門 J也呵閂， mヽ .. . ..、、 、...・・ ・・・ —~ ・し●. ... 、. •. •• 

8001 31)[(111じしali.. Colombh1 

~!)(だしa!i. Cnl<:n叶）la 

:, Hoo:; .'iKm W, い!i,(入）］（〉mbia

刈（月 Popm・;m,Coiombrn 

笞OOS ()uc¥・edo、Ecuador

6 内）06 

1加!,1/心

僅
ヽヽ - --——- -_______!;__ _ 

、て場州皮色閲

~
 

I~ 

f
 

里
~

1, 湯ら

ー

）

）

a

I

、

I

I

i

-

l

)

 

.
,
＇
（
 

9,9 

l

`

0

5

3

0

S

 

n

1

1

9

]

 

l̀ 

し

'
f

9

,

'

,

 

•• 

，ヽ(
j

 

r
 

e

1

,

,

0

,

a

 

f
 

，； 

.
1
 

,

c

l

,

‘

 

i

¥
．

）

 

r

l

’

{

R

 

)

i

 

•• 
9
,
i
~
x

ー

ー

d

l

t

a

e

C

ー

,

'

r

t

l

 

.，

1

s

1

,

、
9.

a

1

 

u

n

t

t

ー

1

,

¥

i

,

9

i

l

r

(

l

,

.

.

 

c

'

［

C

,

m

C

,

a

,

＇

o
 

,

l

a

c

'

し

ー

l

ー

'
.
L

E

、

9

』

.

、

,

r

-＇

1

,

a

、

9

,

9

9

9

l

¥

¥

w

i

l

l

 

.，
E

l

l

?

』

'
9
)

（

t

r

、

;

i

,

,

l

ー`

)

1

、
,
¥

,

t

J

'

 

€
、
`
，
＂
r
`
，
1
1

i

(

‘

,

1

,

i

9

9

-

r

,

V

’

 

）
 

ーr,~ 

l

l

 

c

l

1

 

,

l

1

'

l

l

i

 

¥

l

l

r

l

I

I

t

 

ヽ

k

k

P

t

n

¥

"

'

c

r

孔

ア

l

k

l

l

l

l

l

)

 

)

i

 

9
、
9
ー
、
9
,

｀
-

7

8

]

,

i

)

 

p

3

L

P

B

1

¥

2

2

ー

！

i

'

,

8

9

0

]

2

3

1

9

,

3

6

7

 

)

、

!

]

i

1

1

'

9

]

1

1

1

~
~
!
~
 

）
 

I
'
，
・
I
)
）
9
,
1
1
、
i
)
）
，
1
'
’
、
J

9_ 区

8

8

8

8

,

L

叫

o

l

I

2

3

,

4

8

6

b

7

`

 

99`
人
］

1

-

1

1

1

]

］

，
 

rn liorn " . 20',ll 

）
 .

.、5
 

5
 

ー：、）
 

（
 

l

a

c

 

¥

i

 

r

l

‘

 

r

‘

n

n

 

）
 

｛
 

r

p

l

t

a

 

,

a

)

¥

～
 

f

ー'

`

l

l

、

I

ー

‘

t

i

t

 

l

,

£

r

l

C

M

 

l

.

e

a

a

I

 

r̀ 

ー

J
 

•
9
,

、

0

.
I
 

J

r

,

l

l

i

 

9

4

.

i

p

i

l

l

b

l

p

 

Z

r

1

a

 

c

l

 

ー

a

a

I

C

.

 

r

、

S

じ

．

．

 ~a 

,

E

E

n

j

,

｝

l
o
,

．
 

、
a
O
N
N
l
r
i
m
•
\
r
0
E
\

l

l

 

(

l

(

 

¢, 

ー

℃

n

n

I

n

,

l

l

 

¥

l

l

¥

‘

C

H

i

"

r

l

 

€
，
ヽ
<
l
l
l
．
ヽ
k

l

i

l

l

l

 

,
言-
l
~
a
e
a
,
C
S
N、

B

C

C

2

3

1

5

 

3

2

l

 

fヽ
ィ`（

 
9

0

1

2

c

J

.

9

,

i

3

6

7

8

 

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

ー
）
）
~
）
ー
、
）
、
！
）
）
ヽ
ー
~

(

_

（

_

(

 

~
~
 

~~,1 8

8

8

N

S

`

X

8

8

8

8

 

9

0

1

2

3

ーi

5

6

7

ゞ

l

?

i

2

2

2

ゥ
]

2

2

2

-

2

29 8(、)29 li!3Km ,, 700 

、9
9,＇’ a

 

,
l
 

b
 

ーl-l

,

 

O

I

 

）
 

（
 

ーr9 

c
 

t
 

r
 

a
 

a
 

t
 

r

I

 

，
 

，
 

a

¥

 

ー¥、

S

a

.

 

l

s

s

 

ー

1

1

 

a

1

1

 I
I

 

s

k

k

 

,

I

I

)

）
 

r(~

( 

¥

1

2

 

0

1

2

3

4

3

6

7

1

8

9

0

 

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

 

o

o

o

o

o

o

o

l

l

o

o

I

I

 

父

し

ゞ

ぃ

ゞ

0

.

8

8

8

8

8

8

S

8

り

l

?

3

4

5

6

7

8

,

i

l

り

3
勺

J
り

ふ

ぅ

J
?
J

つ
J
ぅ

3

3

3

3

4

色`＇ 
名
＂
~

'Tnシsl¥Iesus"'目立丸刑，名il"

翌丁色

明うii吐.Ji'i'l色

栽培型

占場，和亡

野牛,OP店ff

;, '貼死

1

、．．
 ~

 i
.
 

ず
叉
i
 h'
 

，
 

,~ 

，ウノも、枯礼

栽戸田J、此仇

77'柑；死

Yen Coll立式即湯吋

藤原

りtt 村］

OP袖！`

1. lnfida 

I. I tifi'ria 

系

系

ー

• 
,. 

‘.~ 

ー

.. ≪● 

•• 

r
 

.

9

1

 

• 

ダ

ニ
；

＇

と

'

’

‘

i
f
r
8

り

:

2

l

 

.

9

9

 

.

i

/

 
、

/

）

．

i
/
 

)~ 

`

、

/
9

• 

ぷ

X

Y

x

x

4

4

4

4

2

 

” 

4oKm 

50Km 

6,lKm 

~IIKm 

H5Km 1111, 

167Km 

高稔付

，le; 阿匙場隣按地

--28 --



No 導入香ぢ 丘辛地偲~.ln
ヽ—- - --- -ヽ- -- - -ヽ~ ~―--、、--- -—~— 

柿名薗i
... . .. ヽツ ・~、 ・ t

・タニ
っ.ヽ. . .•. 

.!]ぎ）.J] 21i1Km S. S. l¥lan;i. Colombia < 110 I. trifafa 

80且：）82Km 

n

n

n

m

 

l

l

l

 

k

k

k

k

 

?

J

O

0

6

 

99~9{olg 
3

-

］

1

1

 

3

i

i

3

6

7

8

9

0

 

4

4

4

4

J

4

4

5

 

リ

0

0

0

0

C. 
"
"
'
c
;
i
,
 

Jし

X

8
し

8

呂

8

8

8

3

4

竺

J

6

7

8

9

0

A↓

A

4

4

4

4

4

4

り

a
 

I
 

h

”

 

a

m

 

‘, 

c
 

'

）

（

．

 

a

R

r

J

a

 

J

t

t

 

ーn

a

c

c

e

c

r

 

aぃ

t

l

d

d

a

m

応

X

I

a

ぃ

l

L

M

a
 

,

'

（

e

l

 

)

I

C

,

 

]̀ 
＇ヽ，

、
N

E

C

)：

C
 

4

9

t

亀

f

`

、

S

＼
 

o

e

,

｀
、

r
、

S

z

e

s

ー

E

¥

S

 

i

i

o

r

g

]

 

J

c

n

ー

m

n

l

t

a
 

t

t

l

a

i

n

!

n

k

 

n

n

r

i

l

l

l

k

k

k

k

5

 

t

、!

8

0

5

2

e
 

，
 

a

a

 

s

s

¥

p

3

2

1

2

i

 

l

ヅ

J

3

4

5

6

7

8

9

5

:

5

5

5

5

5

3

5

 

0

0

0

0

1

1

0

0

0

 

8
 
C
O
 

3
 

ー

ツ

2

c

3

4

L

3

6

[

,

8

9

iにJ
u
3

て

J
u
,
9

ー

、ヽ！

（
 

\~ 
i
`
 

t

ー

，
 

i

、,＼

り

C

,

)
苔

1
上

¥' 
ぃrnnaure

つ
り

~
C

ー

~4 

i

i

 

;

:

a

a

 

b

b

d

d

 

r
)
 

O

(

：.＇

.
l
 

l

l

f
キ！

.
I
,
1
.
7
9
.
l
 

r

r

r

r

 

t

t

t

t

 

．

．

．

．

 

]

I

l

l

 

I. trificla 

l. triloba 

l. nii 

J. spp 

）
 ‘: i

 

）
 

［
 

s
 

11 

9
し
、

r
 。

（
 a

 

ーt
 

c

r

 
ぃ

ヽ

ノ
9

,

 

，
 

r

.

c

 

o

i

a

”

 

ーー

b
 

a

c

 

d
 

a
 

;‘ 

ー

ー
，
 

a
 

u
 

cし

I

、，
 

E

¥

.

l

 

'

‘

l

 
｀

ー

e

s

g

,

 

g

a

a

 ．
 

ーl

i

¥

．
 

)

a

 

.
l
 

ー

，
 

,
l
 t

;

l

 

P

L

G

 

0

1

2

3

 

6

6

6

6

 

、`
‘
,
l
'
,
'

，ヽヽ
t'

（

ヽ

し

、

i

8

8

8

8

 

o

l

ッ＇l

ウ
J

6
6
"
t
l

ベ

h
2

s
 

ーll 、1

i
l
 

c
 

)
'
i
 

s
 

~4 

p

s

 

p

a

 

S

r

 c
 

ー

ー

.
1
 z
 

r

a

0

 

c
 

o

r

 

d

B

]

i

”

 

a

ヶ

i

x

l

l

,

N

e

 

a

I

'

 

l

i

ー

r

¥

 

c

z

n

 

`

'

｀

J

.

a

e

a

 

ー

I

a

I

B

S

.］

1

r

e

,

 

1

L

i

t

1

1

B

B

、

c

m

(

l

s

u

1

 

L
 

l

l

 

c

l

 

ぐし

g

a

(

a

,

t

q

r

 

n

e

c

m

v

a

n

e

 

-

:,, 

v

o

e

¥

n

e

a

 

i

l

a

e

j

J

E

a

l

l

 

t

u

u

a

e

a

i

 

5

1

 

F

G

Q

B

B

3

¥

p

>

 

4

i

J

6

7

1

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

 

6

6

6

6

6

6

[

I

{

i

[

1

7

7

ー

L

1

7

7

7

0
 
O
 
C
 
,c:;, 

O
 
0
 -~0 

0
 
C
 
0
 
0

0

 

0
 
C
 

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

 

4

5

6

7

1

8

9

1

1

ー

2

3

4

5

6

7

8

6

6

6

6

6

6

7

ー

t
1
~
1
7
7
7
7
,
1
~
1
7

I. triloba 

I. pes・caprae 

I. spp 

l _ crass1caulls 

L spp、')'

り

// 

l. pes-caprae 

I. lacunosa 

I. triloba 

英ヽー＼
 

ツ
~

6 X'?, 7918こ回系

,1X,K2:l3と同系

K300と同系

"Batatia" 

花i互；; (;!ti 

I. !nパloこ此在

木内~ アサガオ

先端つる

,,., 又ヽ
1じけ,2 cm 

グンバイ 9ニルカオ，白花

化歪2.5cm 長葉

知位

木i「アサカオ，希IH茎

免脈に特色あり

白花

花ff2-3cm

” 
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問題点

a カンシ

力 :.・:;..・iiの

る段階ま

り

，こ

こかげての詞臀アメ iiカ

カ、ど）てメ

プ
（
〗

ヽ
9
9
 

r
}
 

t

ふ，＇、9

し

とこ
t

-

』
チ
ー

r
，▼、

ふ`

A

てし、た9 、Jへ）カンシ

ン~ ビア，し、

ス3

l -• ~'-..' 
、キ←

1~, 
f、 J,.ヤ

，ふし、一

9
,

＇）
 

ら食国：こ,!fl 

してし、る

；； 
屯, 0 

<ヽ凡.....

Maria両辺やコロン
•h >. J 

'"・ 
ダ rギ、.. 

、巧る

h. 

Austin 9>: I. batatas 百
r

哀
’

゜
'ヽ

ァな‘
 

、＞

t

}

 プてず
j

!
K
 

、ある"Ba/at{; ぃ節植物のハ--・-..、リウム

臼

茉な＼

ことと調

巧えらいる。

ヽ
ふ
j｝／ 'ヽ

‘ヽ.9
;
 

'

I

 

9
,
．
り'厨ヽ

にある。このような

てし、なし、勺

c
 

生じさせてし、る。このようなことから，

しなげi旦まならなし '0

協力

カンショ辺叶広＇資翡月の

してきてし、るが， この

1980年 8月

こ維持ピ

る

d. 

／ ・cc 念
コご、

えとこ
キ
i

る勧

な-a-ぎること、 さらに

｝、上大きな

としてぱその実施

と

しの混

し、てぱ． これ支

してゆくにはどうしても

員会)のカンショ

されたc この勧告内容に；

レJ

って Austinに

怠〈その主主で

に利用されてはじめてその

るので，直ち

などを

チャンスはほとんどなし噂）で材料の保存ぱ極めて

！し）、I-[ ではこのような試験や保存栽培の

＇` 
字
f

{)たらし'

まれるゞ

らJLる., より）廿

を評価てさなし、カヽ，

i

-'-'いまさるあ

こ）＂ 
'‘く、し，｝

>・ill ふ,1,

杞押し充分l、-ゞーこぎ

i::ー］［：し-::、;）.1:,-り

I、不[)rグ＇、ヴ'.'ある c

かi.LFAO 

も克るカ'. 、・:

あるりカンショ（］）育

して（よし、る力｀＼導入材ftv)より

な有効利用を（まかるために

2. キャッサバ

な体制の整備と廊 ギ戸
紅J、,)へ

カンショ と野生種た：ナとし，キャ，；サハなと他の地 1,
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けとしたへ日本国内にキャ、；サバや熱管し‘•も

めて烹乙．、またキャ ・"・>J-・ヘぶ今回の訪間先でもある CIATが世

ノく、 た

し

ヽ

,＂ なら

おり，ナイ ＇）アの IITA'.、，InternationalInstitute of もキャッサ ， 

カ／ショ，ヤム，タロ しており/令

凶 ;ulenta

られているものの本格的な

られる J1fanihot

かってし、なし、0

キャ；サバ育種にお＼，ヽてバレインゴやカンショのよう

始まって間もなし、ことと共に令 キャッサバが自給自足

i). そわらの

とこ凡その判用

しかし， これらの

って

わそオ！グ） I ,,,., 

る。

である Manihot

なからず知

マニホットゴムとして知

しヽ るにすぎなし、0

されてし、なし、豆）

攻われてしく:' ス”ノ

くあ

っていて，今の

き込まれることに

ったメンドーサ氏によ

アンテスの成る地万のバレイシ~ 丑の で400から100に減っ あるという。

とされるゆえんであるつ

を，主として調青でえられた愉報を取りまとめておく。なおキャ，サバ耐病性品

；こおげる

1) コロンビア

CIATの国別保有

し、ては熱研集報 No.37 (1980) されたしピ

:3~- a〕にポした。このうち最大のコレク/ョンであるコロンビ

ア品種は CIATかICA(農牧研究所）からり 1ぎ継いたものに，独自

種を加えたものてある。およそ っている

から収集した大量の品

ると推定される同名異種，

異名同 了である。

このコレクションは全国の

のチョコ ハナマ国境，アマゾン

方は末た自給自足の

一例として資料 4--a) を

から集められているが，最も興味のある末開地，

オリノコ

している

になってし、た

品種がごく少なしいこれらの地

あってキャッサバ の とし、える。

。このレティシアを中心としたアマゾンの中心，ヘルー， ブラシ

キャンセルされて付けなかった

である。資料 3-d)の品種は1979年10月に CIATのチームの一員として晶宵に参加した時のも

のてある。その時の調査結果の概要を出しておく。

この地方はティクーナ・シャクワ， コカマ． ウィトト族などアマゾンの原住民が）II 

を作って生凸している所て，種族間ては言葉も異なり，交流はほとんとない。キャッサハは焼畑

されているが， ー枚の畑に名くの品種が混植されているたけてなく，ハナナ， トウモロコ

シ， インゲン，パイナノブル，ハバイア， カボチャ，カンショ，ヤムなどもくの作物が混作され

ている。ヴァル七アと呼はれる巾期滞水ずる上地ては混作する作物は短期のものだけに限られ，
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ヤゾサバ品種出 Pore, Tresmesinaなど 4か月

ヌ,)。

なごく早生品種が作付けされて＼ヽ

キャ；；サバ 土
へ
I
.
~

っ

ようである。

倒木の間 ー ?
]
 ゜

度は 1X 1 m。他の作物はキャ，サハの間にかなり疎に散襦ずるうキャゾ、サ'が

した作物から順に行しヽ，キャソサハは 6か月目ぐらし、から,Dulceと

畑も名い。

ある。収

日のよう って

から， Bravaと

るか村の人々， とくに女性は混植された

る／アンの多い品種を残った Dulce品種と共 し，ファリーニャ

る。ヴァルゼアてはも七ろん，水の引いた後に植え．水のくる前に収筐する。

この地方に品種が名いのは自然結果種子から生えた実生植物の中から，塊根の肥大が早いもの

る習慣があるためである。キャ、ノサバは単晶種の栽培ては碕占実ずることは少ない

異品利］の ぱよく結実し実生が生える c) 、この中から彼ら

栽培と同

れる原因てあるく）

アマゾンやチョコなど名雨地方の品種ぱ病害抵抗性ぱ哩い

をしていることになり，品種数が増加し， よく環境に適応した

フスに弱し、0

訂両したが，マリワナ i、

2) エクアドル

キャッサバ

れに伴なうター，スリ、ノ

の宝［中はコロンヒアではグアヒラ

の大栽培地帯て治安↑良のため，

して 1ヽ るヽの 1ま，

あり，

古ふ

を

きなかった。

は少なし、が，訪間したケヘートの近郊にまと主った栽培地があり，飼料用の

作る小工場が冬かった。この地万は商品として生産しているため，品種は限定され，

Quintal. Y amade huevoが中心てあり，丁場ては肉色によって白，翼クリームの 3種に分けて

し、るたけてある。

エクアトルもアマソン流域てはコロンビアと同しく直住の人々がキャノサバを主食とした生凸

を続けており，その地方に入ることができれは，多くの情報がえられよう。

3) ペルー

ペルーのいも類は地帯によってはっぎり—~つに分れられる。馬岸地帯のカンショ，ア／テスの

バレイシコ，セルバ〈アマゾン）のキャノサハである。このうちバレイショは CIPのほかクスコ

大学なと， カンシ丑しまラモリーナの試験場などでコレクションをもち研究されているか，キャッ

サバについてはほとんど手が付げられていない。セルバが未開の地であり，仮に開拓地て生産さ

れても運び出すことができず，重要作物にはなりえないからてあろう。しかしそれだけに，セル

ハでは冬くの占い在来品種が残存していると考えられる。

今回の調査て入ったプカルパ，ィキトス周辺では開発が進んでいて，品種数は少なく，情報も

あまりえられなかった。 IVITAの圃場で選抜された在来品種リカーチャの栽培が多く，他には早

生のトレスメシーナ，晩生のパロマルモだけである。キャ y サバたけで生活しているといわれて

いるカンパ族の村からぎた青年に聞いたところ，彼らの村でもトレスメシーナと晩生のウンア
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ニョー，それと名を知らなし、

プカルハ周辺のキャソサバ

るだげたと-tヽう。

と同じく ている。

目か名<, -40V haの収量良くてぎる

こ
＼
 tし なく＄混血の人々の畑で

川1Llし、の原住民のいてはコロ

っており， ファリーニャの

わ
/
 

の畑

ないた

して自

アマソンと同様咲焼畑やウァルセアて大量のキャソサバ

してし、る甘もあるとし、われるう

に，t取り入れらか左

ょ

4) プラジル

フランルは世界最大のキャ、ノサバ生産国である 'l アマゾン地方

サハは人~々の主食であった。現在も米の消費が培加してはいる

なし、。ヨーロノパ人の侵人後，キャ y サハの栽培は東北地方て増加し，

アマゾンに代ってこの地万が主産地になった。降雨が少なく，土地も不良な

もキャノサバのエ産地てあり，＇研究七／ターや試験場は東北地方に多い。しか

キャッ

ら

につれて，

ーこ

：ず、アマゾ／地方が殻適地てあることはしヽう主てもなし 'o

間したベレンの EMBRAPA-CAP A TUでキャッサバの研究をしているミルトン及ひ

ェロイーサ両博士からえた情報ではアマゾン地域の在来品種の数は無限であろう 未調査てあ

るとのこと った｛）研究所で持って＼ヽるの 3 --C) の99晶種たけであり， プランル

のコレクションはバイア升Iクルスデルアルマスのキャッサバセンターで管理してし、るとのことて

あった。住所，研究所名は とおりである。

EMBRAPA-CNPMF (Centro Nacional de Pesquisa de Mandioca e Fruticultura, Brasil), 

44380 Cruz das Almas, BA, BRASIL. 

研究所て保存している資料 3-C) の品種のうち， Mico という小j~リ（草丈 Imて 2-3 kgのい

もちを付けていた）のごく早生品種は早熟性育種母体として有望である。品極の変異はこく

克り，中にはトウクピー専用の低でんふん (10%以下）の品種もあった。コロンビアのウィトト

放の村にはシュース（妊産婦にいいという〕専用の品種があったが，品種の分化が驚くほどすず

んでし、るといえよう。

マ／ショカ協会の試験場で収集，検定している品種リストを資料 3~- b) に示す。 3-c

と共通のものも少なくないが， JAMICの試験場から分譲されたものと，協会が独自に集めた品種

を含んでいる。これらの品種群も変異が大きく，供試個体数は少ないが，中には13か月で150t/ha,

6か月て56t/haの高収量を挙げた品種もあり， 122品種中30品種が33t/ha以上であった。

フランルでは政策としてアマゾンの原住民を保留地に住ませており，アマゾンの開発に什って

伝統的な焼畑農業が姿を消している。キャッサバの栽培そのものはカボクロと呼ばれる混血の小

によって昔ながらの方法で行われてはいるが，古い品種は急速に消滅しているとし、われる。マ

ナウス近くのヴァルゼアで栽培されていた品種は 3種，それぞれ別の畑に植えられており， コロ

ンヒアアマゾンの畑と違って，新しい変異の生ずる機会は全くないようにみえた。アマソンの村々

か近代社会に編入されるにつれて，栽培される作物の種類や品種が劇汰され，広域性，経済性を
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ら＇つものた

として

＇ 
l
t
 

ふ';つい），

々による

5) パナマ

パナマはバンナムハイウ X イ したたけてあり，キャゾサバにつし、て

ハイウェイ｛合し、のキャ y サバ品種はパナマ市からサンチャゴまて

けのようだったoCIATコレクションの

くなった。 CIATのパナマ

ろう。ハナマのチョコ地方も

キャ y サバ

ら新しいもの

となってし、る

れるの

ぱどうしても保存したし、し-- コロン［：：ア

ぱ\,、つまでも残したし~、と思う。

ろう。サン~チァゴからは細葉の

コレクションの現存(1979年）する

CBBおよび Superelongationに強い抵抗性をもつ。台帳に

らないが，今回通過した中央部の乾燥地帯てなく｀ コロンビア

したコロンビアのチョコ県と同じ

の宝庫である。

あろう。しかし，

えてしヽ なし、^

り，

なし、の

6) コスタリカ

キャッサベ されてしヽるのはカリ の

CATIEでも CIATからの配布系統を中心として地方

けである。パナマ国境近くでは細葉の直立型の

7) メキシコ

であるが．面積も少なく．訪間し~

を加え．地域適応性試験をしていただ

されてし、た。

メキシコもキャゾサバ なく，ユカタン半島部にたけ作られてし、る。しかしキャノサ

バ甘味種の栽培化はメキシコ．クアテマラあたりであったとの説があり，キャソサハの古し

の一つである。加えてメキシコ政府はユカタンなど低名湿地でのキャノサパの栽培を

雙励しており、小麦の不足を補なうため．小麦粉に10%のキャノサベパウターの混入をすすめて

いる。 INIAでもらった資料ては1974~1977年で作イ寸面積は2.2倍に増加しており，更に増産

画して＼ヽるとし、う。訪間した INIAのウィマンギーリョ試験地では 7人もの研究員がキャノサバ

の各部門を担当しており，名数の主として CIATからの品種の選抜試験，有望系統の生産力検定

試験．栽植密度，施肥量，間作などの栽培試を実施していた。

調査時は乾季，生育末期たったため．試験圃のキャソサバは生葉がほとんどなく， Superelon-

gationの被害が目立ったが，中には顕著な抵抗性を示しているものもあった。周辺の圃場で

育末期のキャッサバには Superelongationが冬かったか，雨季末期に植付けたと思われる生育中

のものには全く発病が見られなかったの

3. その他の地下作物

南米中北部はいわゆる根菜文明が発達した地帯てあり，伝統的に数多くの地下作物が栽培され

てきた。そのうちバレイショ，カンショあるいはキャノサバのように世界中に広まった重要地下

作物もあるが、ある限定地域で伝統的に重要なものもある。アンデスを中心とする地鬱はまた名

くの地下作物の原産地でもある。

今匝の調査対象はカンショとキャソサバであったが，その他の地下作物についても栽培状態や
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られてし、るものを見る機会ぱあった。ここでぱ詳しい調査結果ではなし、かそのよう

下作物のし、くつかにつし、て紹介ずる。地下作物の中でもっともよく見かげたのはハレインョで応

るが，第V鼠でも若干ふれているし他に報告も多いので本項では割愛ずる Q

D アラカシア〈Arracachia,Arracacha) 

アンテス起原と入られている地下作物の一つで中南米の比較的冷椋な地閉に広く栽培されてい

る。よく見かけたのは標高L500-1, soomのところで菜園の片隅やハナナの樹の下に栽培されて

いた。植物体は一見してセロリーの茎葉に類似しているが紫色を帯ひている。

いもの形状は 5寸人参に似ている。いもの皮色ぱ白から紫紅色まで種んなものがあって長さ

10cm, 直径は約 5cmで 1株に7,8個着生ずる。でん粉は25%程度含まわている

ヒタミン Aも名し、とし` 、われてし、る。

2:, ウリュコ (Ulluco,Ouyuco, Papalisa) 

によっては

鮮紅色でカン"1/ョを小邸にしたようなし、もを市場でよくみかげた。アンテス地惰の

1,500-4, ooomの地鬱に主に栽培されてし、る地下作物で，いもは10-15gで小さい。 1株に30{固

げど着生ずる。皮色は鮮紅色のもののほか白色に近いものまてさまざまなものがある 0 てん

10-14%で，味はハレイショに近い。凍結乾燥したチュノ ¥Chuno)として保存食にもかなり用い

られてし、る。

3) オカ Wea)

標高3,000m以上のアンテス高地に主に栽培されてし・る主食作物で，バレイシコよりも重要視さ

れている地帯があるという。品種の分化もすすんでし、る。いもはウルコよりやや大きめで長さ 5

cm内外，直径 3cmほどで表面はでこぼこしている。でん粉含量は14-15%てある。オカもチュノ

にして保存食料にしてし、る。

4) タロイ ' モ (Taro,Malangay J 

タロイモは Colocasia,Alocasia, Cyrtosperrna, Xanthosoma諸属の総称て原産はアシアといわ

れているが熱帯アメリカの低地にもかなり古くから作られている。家周辺に捨て作りされている

のが普通て‘，タロイモ畑はまれにしか見なかった。タロイモは湿地に適する作物であるが水田状

態て栽培されているのは観察していない。熱帯低地の高温多両地帯に適しているのて研究機関て

は上地利用の観点から重視している。

5) ヤム (Name,Tabenaなど）

ヤムは Dioscorea属作物の総称で世界中で栽培されているが．熱帯アメリカで重視されている

のは D.trifida L. でこの種は中南米起原とみられている。この種以外にもアフリカやアジア起原

のヤム種が古くから導入され，市場ではいろいろな種類が売られていた。ヤムの中てとくに興味

かあったのはコスタリカの CATIEのコレクションにあった品種である。この品種は D.bulb伍:ra

に属しており，写真35にみるような直径 5cmもある「むかこ」が数多く着生する。むかごは食用

と繁殖材料に用いている。

6) クズイモ CJicama, N upeなど）
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メキシコ

ころからクズイモと称さ

で出

るか甘し、

とし、われるクズイモはマメ

もヽ＼
 。

る曇
ご

ノヽ も

も試作されたこと：まあるが

も 1-2 %:、ぐ［ある、9

，
 

しるーj
4
 

ぅ-

4

し＞

しているので今後の研究が強く望主れる

7へ） 食用カンナ{、Achira:、）

わが国でも試作されているが、 もともと食用カンナは中南米原産て，

一つである。

もを着牛ずる。市場て売られているのぱ見かけなかった。庭先に草丈 3mほと

しており，頂葉かロート状をしてし、る食用カンナを散見した。

8> クズウコン(、Aruaru, Arrurruz. Sagu など〗

のクズウコンは地卜竹作物の中ではで

いもは長楕円形をしており，九州でも試作されたこと

のてはなく食用とするでん粉をつくる 3

9) チャヨーテ〔Chayote,Choncho) 

CATIE(コスタリカ）にヒョウタンのコレクシゴンかあったが、チャコーテもその一つてある。

つるは30mはど生育し｀し、も（土カンショににてし、る。洋ナシに

なる。九州 るハヤトウ I}はチャヨーテ

(
]
 

るせペJ

も名〈，

クズ

ろ

こ

（＼約30%)のし、

を

¥・, ,re、
'·~ 

る3 その主主食用にずる

Iヒ :J ..• タン〗も食用に

と思われる。し、もは17--18%のでん扮な合

んでおり，中木での栽培が名い。

10) マシュア (Mashua,Anuな

日本にも観賞植物として人っているノウゼンハレンと同科であるか' ✓)る性であり．子ともの

ヘルーの屈岸の谷から高地主で栽培されてし、る。塊店はオカ， ウリュコより

やや大きく，長さ 8-lOcm, 太さ :3-4 cm, 12-13%のてん粉， 1%のたん白を合有している。

11) その他

栽培地帯は限られているが，中南米起原の地下作物として次のような作物が知られている。

① Totora (又ぱ Tutura): ペルー，ボリヒアで食用． ガマに類仰の植物で地 f;点を食べる。

② Lairen: カリフ｛厖沿岸の温暖冬巾地帯で食用に栽培している。

Mauka: アンテス高地（約3000m)で栽壻されており、茎葉，いもともに

Maca: アンテス高地（約4000m)の地下作物。

⑤ Mashua: 気温が12-14℃のアンデス高地で栽培されている。

⑥ J icama de cerro : メキシコの地下作物

⑦ Aricuma: アンデス高地で栽培．糖分20%,蛋白質 2%を含む100-500gのいもを生産ず

るとし、われている。
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V. 調査日誌から

し中南米の農業と人々の生活

10月20日 ンクーバー してしばら〈すると，
IA。ふ. J 
り、 C'/¥_、 L

 
かげてぎた。カリ

くれる。 フドウ， アル~ ファル~ ファ

てし、るとかで，

メキシコ

しく て

も応く，輸出の60%は日木向たとし、う。 l 

地は肥沃であり，かんがし

して欲しいともし、う。

が屹んでいる。カリフォルニア

生産は飛躍的に伸びると断言し，

上を飛んでし、る。干径250mのかんがし姐

もいずれこうなるとそのメキシコ人はし、った。

バンクーバーからメキシコ市まで，口；，キー

山頂の雪，山腹のかん木のは

えるたけ。

メキンコ市のホテルて日本人に会った。北部乾燥地帯にかんかし

く。わずか

もあって，ほとんど

し、のかんがし、地にムギらしし 見

ぎている K社の社員。卜智大の西語科を出たがボーランド

技術に蒻し、からと笑っていたか，年内に仕事のメトをつげ，し

所の開設をするとし、う。メキシコぱ食糧の輸入国である。

夕食の料理を記しておく。野菜スープ， メキ／コ田

の売り込みと

く，中南米には明るくないし，

自社のトラクターを扱う

さな肉， トルティーリャ，

ぞの もの，つふしたイ／ゲン豆，飯． トマト，タマネキ．キャベッ）。とれもチリソースが

ぎいていてうまかっだ。

10月21日 メキシコ の楽し入はテキーラのカクテル，マルガリータ る。今回も 2

はい同行の小林氏にもすすめる。テキーラはマゲイ（リュウゼソラン）の樹液から作っ

酒，マルカリータはそれをリモン＇シュース（日本でいうレモンではなく，緑のずたちに似たもの）

で割ったものて，ふちに塩を盛ったクラスにレモンの輸切りをそえて飲む。素晴しいカクテルで

ある。マルカリータて気をよくしていると，前席の 2人の幼児が椅了の背越しに話しかけてきた。

コロンヒアのメデリン市に住む 4オと 2オの姉妹。ロサンゼルスに住んでいたとかで，私には西

小林氏には英語で話す。あきれると同時に自らの語学力の不足を痛感する。

機か大平洋岸に出ると，緑0)ンュウタンのような高地が続く。サトウキビとハナナ畑であろう 0

ったのである。今回の調査は便宜上中南米としたが，実際にはメキシコは北米であり，

広大なメキシコ高原は熱帯でもない。中米はグアテマラから，熱帯もグァテマラからである。もっ

とも， メキンコ東部の低地，ユカタン半島ぱ完全に熱帯雨林に覆われてし、るか。

大平洋岸ルートの機上から見ると， メキンコが合衆国の地続きであり， ガテマラ以南の中米諸

国と明らかに異なることが今日てわかる。パナマ地峡でカリフ品に出， コロン＇ヒアの北岸からホ

ゴタに向う。眼下は一面の樹海，人四］が右から左に流れているが，人跡は見えなし、。小さな

に人家が光る。しかし切り開かれた耕地はなし、（）
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ボゴタ ノ 1)とシイタケ

言ってきかなし

うにか通してららった。この

に改 ICA 

9 ふ..,1、デ
こ 4=•---~

の

しまうか；：、，レ

つ

コロン＇ヒアぱ必死

ため， 心リの植物の

としてはノリ，シイタケとコーヒーの赤銹病との関係は否定できるのて，気楽であった。

税関を出ると杉山信太郎氏が出迎えてくれていて驚いた。間けは JICAの専門家としてサンハ

白ロ していて，

ーの

，こ (inJ!I i〕
＇ ヽ

‘/ 

:、

A

り，再ひ

i廿しており，

ぎようがなし、とのことてある (C その

しているのである。その凸を侵したうしろめたさはあったが，

り出発使の直前と聞ぎ，：+L迎えてくれたの

あった。カリ空港では CIATの前野氏とアルバロ氏が待ってしべてくわた）

んでし、たホテル Rへ。小林氏も 1年煎泊ったことがあるのて',

だしし、出逢し、て

らの車で10か月前ま

見知りの人々と

＇）なかには「よく戻ってぎた。今度は家族もやってくるのだろう」という知人もし、る。

このホテルの長期滞在客のなかには，客員教授や研究員，商社員なと定期的に滞在する者が少な

くないのである。

くなって を る。氏はコロンビア 植物

研究者の調査の案内や協刀をしている日本人てある。今［叫

まての同行を依頼してあったが忙しく， 2日間た

しく，各国の

ェクアドルのグアヤキル

つげてもらっtこその打合せに寄→た

のだ で深夜ホテル る。

10月22日 時足をいやすこともなく， 6時的起床。歩いてカリ川の支流， アグアカタルの谷へ

採集に出かける。昨年見付けておいた Ipomoeatr伍daの採種である。予想どうり開佗盛期てあっ

たが，不和合群がなく，未熟種を 2. 3見付けたたけであった。今回の探索凋査では Ipomoea

tr沿daの大群落のあるカリフ面沿岸のサンタマルタ周辺の結実期を選んで時期を設定した。その

ためカリ周辺は時期尚早とならざるをえない。四季のない熱愕でも・舟般の種子植物は年一回の開

花結実習性を有し，主として雨量によって左右されるので，地域によって異なるし，年次笈異も

に大ぎい。知期間に各地を回って成果を挙げようというのは本来無理なのである。

して朝食に食堂に下りる。小林氏の注文でウェポスペリコスといういり卵にトマトとピー

マンの入ったのを二つ頼んだ。すかさず食堂係のYがいった。「悔村さんは 2年間卵を食べなかっ

たのに，今朝はどうしたのか？」。見ると， 2年間毎朝食べていたカマンヘールを手に持っている。

しかった。がとっさに答えられない。卵と牛乳は病人，子どもの食物と私がいい， カマンヘー

ルは夜の食物と主張ずる人々とよく笑ってやり合ったのを覚えているのである。笑ってこまかし，

病人と夜の食物をたいらげた。時差ボケが治るにちがいない。

食後，ホテルの女主人について市場に食料の買出しに行く。人口 120万のカリ市最大の市場であ

る3 小林氏がサッマイモを探したがなかなか見つからない。 ども逹にも手伝ってもらっ
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10月23日 柴田，アルバロ向氏の案内でアンテス西山脈の峠を越えて大平洋岸まて採集に出か

げる。 2000mの峠主ての山腹は乾燥した放牧地，セフーを］ことした肉牛か散任しているたげ。上

が紀いので森林となっていて，コーヒー園が樹下に作られてし、る。カリ市や CIATのあ
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150キロ このルー しし ある。

の生えた砂漠のよう

めまぐるしく変わる 2時間半のドライプぱ眼る

トンネルの忍( タサボテ j

げのハゲ山， 100万都市。

し、
゜

ホテル る に 3泊してし、る閂

人

てヽし、る人々 。

してくれた人々である。一年ぶり

った知人もしたし，未だ嫁のもらえなし

けてくかるのを食べながら，話し続げ．

しておいた人々

日のよう

ぎ

心配をしている

i寸ヽ。

もし、た。エン,;ナー

る。エンパナーダぱ私の好物であり，妻

や予もよく ピロシキ 虎る。

10月24日 朝，食堂で強盗の話があった。早朝，ホテルの「ci]の家でピストルの

ったが気付かなかったかと聞かれた。私も小林氏も全く知らずに眠ってし

は泥棒の名いことで有名である,, コソ泥，スリ，鳳引き， カッパライのよう

いはぎ，強盗面賦，飛行機泥棒主てある。私がカリに住んていた 2年余の

いかあり，

コロンビア

ぎに会った

し，車の部品は数えられないほど盗まれた。港で大型貨物船が海賊にやられたことも，工

こともあった。ホゴタ空港で輸送機が取られたことすらあった。

も数冬くある。列記しておこう。先づ現金を持たない，大半の人々はマーケットでも

切る c 時計は腕にしない。金持は外出を少なくずる，買物は使用人がずる。ピストル
9 や

刀一

トマンを雇う。盗まれた品物は安く買い

信じなし、 C

日本では盗人に二分の理というのコロンビアではじ分の理があると

差が大きいのである。

る。無数のカギ く。そして他人を

る。あまりにも貧冨の

午前中， CIATを訪間し，作物担当の副所長の D.レーン氏，キャッサバ部長の］．コック氏と

，主としてタイのプロシェクトについて話し合う。その後，河野氏の案内で試験圃場を回る。

今年は乾燥年だったのでスリ y プスの被害が多く，抵抗性の品種間芹が目立った。

午後 1時半，ェクアドルのグアヤキルまでの長い怜路に出発。国境までアルバロ氏が同行して

くれる。 CIATのあるパルミラ市からカリ市までの約30kmはサトウキヒ，ソルガム畑の中，カリ市

の南はサトウキビと草地。この草地は放牧密度が大きく，芝生のようにぎれいに喰われている。

牛はセブー。カウカ河の橋のあたりの低地帯は水田，刈跡に牛を入れている。サトウキビ労働者

の村プエルトテハダ，同じように由サンタンデールキリチャオで盆地が終り，丘陵地帯に入る。

酸性の1脊地，キャ、yサバの栽培地帯である。道路端にワラビが名＜，士は赤茶色，木が生えてい

るのは低地の小川沿いだけであり，キャ yサバは山腹の斜面。小さな集落のでん粉工場に寄るぐ

小工場。洗條皮剥機麿砕機沈澱槽，でん粉と粕干場がある。働いていたのはこ人て， 7ペソ／

kgでキャッサバを買い， 32ペソ/kgででん粉を売る。歩蒻は25-32%だから利益はないと笑った。
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にきてし、るという日本人 5人が泊ってし、

10月25日 旅飽代は170ペソ (760円，と驚く弄安かぐ）た。停電も水のシャフーも忘れ，嬉L<

なる C 7時に出発し隣の小さな村ツビオの市場に寄る。この村ぱ土曜日こ市が開かれる。

とその削の広場，周辺の道路は商品と人てごったがえしていた。その中ヘポンコソ車やトラッ

ク したバス， ロバ，人の

るC キャ y サバ

るとし、って， 古しはコー

在してし、て．

にサツマイモ

してしヽるとしヽう。主として Cl

シャワーは水，

び込まれる。山や村から

をしている

してく

をサッマイモの花だと

について聞く。葉の形，皮

た

香

料，薪，いろんな手作りの道具。市場を知日回っている行商人が安物の衣料， 日用晶おもちゃ

などを並べている。食べ物屋も出てし、る)この市場て見付けたサッマイモもハストから仕入れた

と話してし、た。

走り続げるパンナムハイウェイぱ少しづつ高度を上げる。道端にときどき I.tr沿daの群屠があ

り， 10km店きぐらいに小林氏が種子を探す。高度2,050mで分水嶺を越える。カウカ河はここから

約千キロ北上し，カリプ曲に流れ込み，パティオ川か砂漠のような酷暑0) って大平洋に

そそぐ。峠の下りはコーヒー地臀 きいの し、オレンシを売ってし、る。カリや

より低地ではオレンンもミカンも緑のままである。道は下り続け600mでハティオ川の支流の橋を

るが，雨季のせいで盆地は新緑であった。 トウモロコシが30cmほどに伸ひ，サボテンの混在す

る草地も緑，そのためか前回通った時ほど暑さぱ感じない。このあたりの住民は肌の黒い人々が

多い。西部劇の舞台のような荒地を馬で歩いている。

谷底から道がアンテスの山腹を登っていくと，住民の顔や肌の色が変り，ナリーニョと呼ばれ

る人々の村が現われてくる。山腹や尾根沿いに小さな集落があり，畑は山の上の斜面にある。輪

作をしてるのであろう。枯れたトウモロコシ畑，双眼鏡で見ると 10cmほどのトウモロコシ，イン

ゲンマメの畑，バレイショを植えるのか整地してある畑が草地の中に散在している。下部は急斜

面， ＜ずれたがけが深い谷底に落ち込んでいる。その谷底は砂漠のような荒地。緑の谷，荒れた

岩山という日本やヨーロノパの風景とは全く別の世界である。アンデス山塊が侵食が始ったはか

りの若い山であり，赤道直下の酷暑が標高の低い谷間を植物の生育不能な荒地にしているからで

あろう。

エルカミネーロという山腹のドライプインで昼食。国境やバストヘ通う大型トラ y クが多い。

鉄道がほとんどないコロンヒアでは貨物はすべてトラック輸送である。県境毎に検問所かあって
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らなし、 分げて入たらと若えてし、る。遠し、昔、 どん
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はアルバロの している末亡人の こ

た〈らし、

こようかと LJ

、作った。

み~，

しし、とし、って｛主し、た

の

小林氏

トルのトウルカ／まで付＼、てくることになった。

、-
i
}
 

とICA

;., 田
~ 心、つ

きに

ぁる。

したインスタ／ト を［匹1人の

らなし、。日耀日だったの

車 2台3

エクア

,200krnの峠に出， 1.900mの乾燥地帯に卜る。 ドるにつわて谷が

深くなるか、上部のゆるやかな起伏のある高原は平和な農村地帯で，曲りくねった道，バレイショ，

インケン， に囲ま

なこのあたりはサ王テンの応し

マコは訊帯両林抑閉である

た十数年前， 日本の

らもバナナ薗

など日本の農村と らなし、。 40kmはと定って深しヽコルシュ

ツマコヘの である。ッ

しい金細丁が出卜している。ま

ナナの大産地を作るべく入植したことがあった。風土病と闘し、なが

したが，船積施設の不備と+:地選定の手違いのために放棄せさるをえ

なかったと聞く。この時， 日本から持ってぎたサソマイモ

ある c

っていると聞し、たことも

.soomになると再ひ高原の村々か現われる。ソラマメ，キノア，ウリュコ，オカ，ハレ

イショ， インゲンマメが名＜， トウモロコシも混在している。面白いのはこれらの作物か屯枚の

畑iこ揃って生育しているのが少なくないことである。写真を撮り続ける。キノアが品種により

色が異なるので，遠くから畑を見るとまるで雑草畑のよう

田境近くの街，ィヒアレスぱ3,000m(J) エクアトルナンバーの車が多し 'o 自由往東

のため人と物の交流が活発なのてあろう。ここてアルハロの従妹の食堂に寄った。•主人にサソマ

イモのことを質間していて，彼がカホチャと感違し、していたのに最後に気付し、て大笑いになったc

原囚は私のスペイン語のほか， この地方でば両者が全く同じ使われ方をされているためである。

時は10キロ以上の丸し、サツマイモが大量に穫れるといわれ，小林氏が目を輝かせたこともある c

ニクアトルとの国境は小さな川であった。コロンヒア，エクアトル人はフリーパスであるが，

外国人は出入国手統をしなけれはならない。普通はここで 2週間のビサをくれるが公用やそれ以

上の長期ヒサはトウルカンの街の事務所に行って申請ずる。外国人ても日帰り程度てあれは自由

のため，以前，私の友人てエタアドルに入国してから，指摘され，ハスでここまで戻って再入国

('?)手続きをしたのがいた。エクアドルの入国事務所はトレーラーの中，軍人が 2人いて 2時

半に街の事務所が開くからそこへ行げという。日曜日で銀行が閉ってるから， ここで換えるとい

いと親切なこともいった。トレーラーの中に居た男がスクーレ札を出し，何トル欲しいかと聞く。

とうもくさいので50トルたけにする。そのあと街で昼食，有名な刈込のある募地を見物， 2時半

に出人国事務所に行って無事止式人国をする。

国境で手間どったため，ェクアドルの首都キトまではタクシーを飛はすことにして，公園近く
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しなからとてもよくしゃべる。

と笞えると佑しらいなし＼

た。今度はこ乞ら

る

. /ヽンナムハイウェイに出た。

〈番たった~合よく

う。エクアドルの政治を論じ

し、る 日本はアメリカ大陸と

トゥルカンを出てしばら〈｛
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っし己大〇こ，
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本
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芸
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る

自

応

〈，車はほとんどなし、。 120キロ

らきたとしヽうと'何時間ヵぶ力ぶったかと聞く。

メキ／コこり近し、のか」，と 人ごとを百

てそってぎたと息ってし、、たとし、

を

A ~o 

ところところにバレインョ畑があった。

やがて
，
 

）̂ 
~
 が下るとサトウキヒ畑 何故かバシイショか白 ）

 

t~ 

て

なる。エルフンカルの町が1,900mてこのルートて最低の町たと

し、。チこi ク川沿し叶こ耕地はあるが，山はサバンナから岩砂没

し、う。肌の黒し、人

にかか

わら

ウキビ畑

下り続け・,1,700mでサトウキビ地愕に入り丙側のIi闘復に登り始める。道端のサト

され，畦間かんが＼、が行わわてし、る。水路のなし［山腹は砂戊のようなサバ

ンナである。

イハーラ市の検問所で荷物を調べられた。ハスホ-卜を見てコロンヒアからマリフアナを買っ

てぎたかと笑う。退屈たったのてあろう、）日本食品についていろいろ質問したり， メキシコのグ

ラフ誌をなかめたりしてし、こなかなか解放してくれなかった。この検間所はコロンヒアにもあ

ちこちにあった。 には乗用車はフリーハスであるが，貨物ぱ厳しくチェノクされる。税閃の

の検査であって主としてマリファナ， コカインなどの麻薬とアルコール類，密輸品

ある。しかし，大穴があるらしく以面読んた「経済季報 ,CoyunturaEconomical」の論文ては数

トルものマリファナ， コカイ／をはじめ，セメント，砂糖~，米，肉牛など大物の密輸が莫大な

量てあった。もちろん推定値てあるが。その論文ではこれらの物資は隣国とコロンヒアの価格差

に応じて増減するとあった。明らかに純経済行為である。取締りがいかに厳しくても密輸業者に

とって国境は無に等しいのであろう。

日本のような単＾民族国家で，かつ島国であったり，歴史的に国境紛争を練り返している古い

国入あるいは言語，習慣の異なる固の国境はその国の人々にとって心理的には明確な境界線て

ある。しかし，妬くの中南米の国々の間でぱ，国境は便宣［引かれたたげのもののようである。

今日通過したイピアレスとトゥルカンの間では住民は自由に往来し，野菜や雑貨が流通し，ペソ

貨スクレ貨が共に通用している。古いナリーニョ文化を共有している人々てある。昨年調査に

人ったアマゾン上流の国境地帯では住民に国の認識が全くなかった。コロンビア領に住んでし、て

も，チクーナの集落の人々はチクーナ族であり，対岸ペルー領あるいはフラシル領の同族の人々

と親族であって，隣り集落のジャグワ族との交流はなかった。

国境は支配者が引いた便宣上の線にすぎないのてあろう。

イバーラ市を過ぎると景観がずっかり変わった。平和な古し、農村風景になる。サンパフロとい
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コーヒ--・、が入れろとし、う C r古の女い）

を聞ぎ

、た。安くて良さそう して泊る。外出 1ヽて

日水ご）こ

っ
~
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ふ
“

家として し、る

10月27日

廿『夜探して泊へ

イショ， トマト，オ Lンシなど

人坪氏が迎えにぎてくれ，事務所へ行く。今日訪間予定の知人のア ✓ ヘルに，

罪んた農業省の油外担当のルイス氏に会う，'｛隻は手紙：t見送したとし・,¥、，＼寸｝一/トドミンゴのアン

•'s iレ

-、_, ' 
ヽゞ

ヽr,,_ 

ろと

に出、独

は1日市街の

を人れてくれる

く。白

くてあった。

してし、る。

；く、ヽ

コロニアル風の

よう

なことをし、った＼アンヘル

あり，今回のエクアトル

CIATに．し、

ぁるS ； 

し、る，人々 ら少な〈 tr.¥,'心

ダメだh".,, , て話しておく＊

~
しレ｝

がなく，新宿の JICA主て出かけて行って

なるのか。

昼前， タクシーを雇ってキトを出発，サントトミコ／泊りになるか， ケヘー 1、まで走るか，

めかねたま主車は峠を登る。両側はほとんどバレイ j ョ畑，生育中のもの，

年栽培されてし、るようである。 3,200mの峠の下りは急虞小かん木村，力人か湧ぎ寒し、〈応し、

あったド人家も畑も全くない道を下り続げる。森か深くなり，無数のランか咲き乱れてし、る。

はたた一人の知人であ-)た" --~ 

したルイス氏かこ，しれてぱ今日の訪間はと

ん

を止めて写真を撮る。足ドに 7 歩し、てドったら新種か見付かりそうな気がずる。ランの

であった。

1.300mまで下ると人家が現われ，キャノサハやコーヒーが植えてあった，）自家用らしし、ハナナ，

オレンシもある。イポメア属の花も増えてくる。雨量が少なくなるのてあろう。森か疎林になり｀

いた扇状地に出た。そこがサントトミンコの町。アンヘルのし、る農業省の事務所を探しあてる。

商店の二階，壁に計画地図のあるだけの部屋に育林担当の技師が！聖っていた。間けはアンヘルは

今日私たちが来訪することは知らず．農場回りに出ているという。帰所の時間ぱ不明。連討jも平

能。心配したとおりであった。少し待ってみることにし，彼，バレンシア氏に林菜の語を聞くこ

とにした。さずが専門家て話に熱が入り，ェクアドル大平洋串低地の自処破壊＼森林伐採）によ

る洪水や土墳侵食の増加を論い植林の重要性を力説した。壁の地区］は協同組合の出業訂向囚て

あり，すでに植林面積が何千 haに達しているという。追林によって乾燥化しつぐ）ある気候を及ぇ

たし、ともし、ってし、た。
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なくなり，物が毎日 J)よ
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と貧しし

れた＂コムギ，エンハタ，バレインヨ， 1、ウモロコン， ダイズ，キノア，エンドウマメを作って

＼、た。バレ~ イショは年 3回， トウモロコシ， タイスは 2

を止めて，都市に出たのか，

サントドミンゴの運転手もよく

きもらした。

男であった。ケベードまでの

ナナ，プラタノ（い理用バナナ、,, アバカ

ンテーシ丑ン るた あてさせて笑っていた。ハナナは品種改良がすずんでいて，

よく実っているし，

(
3
 

、ヽ'

う

i

‘
 

卜

しも

キ
C
 

と

る

くな~ るとし、った。

し、

吐イ
4 、

本物

止めて説明してく

こと

し、所

は弟に

ことができ

しそう

とした圃場である。ずへて輸出用，

るとし、う。何故，そんなにいし

されてし、るバ

そのあと車窓のプラ

日本

向かもかったが， フィリピンに大産地ができてからはタメになって，北米とオーストラリヤ，チ

リ左とに出してしヽるとし、う。そ鸞汀「確な知識に驚く。プラタノは国内用である。 これはタン＇ニン

(、?)か名くて熟してら生食できないが，焼いたり揚げたりずれば甘酔っぱくて非常に芙味な食

物てある，，ヒタミン， ミ不ラルが冬く， カロリーやたん白質も賎富で，南米ては最良の食物であ

る。プラタノがあるために野菜は不要であり， フラタノがあるために革翁が起きないといわれる

ほとの貧しい人々の主食である、うコロン＇ヒアにいた項，プラタノだけで乳幼児を育てたとし、う

人かの婦人に会った。このプラタノは自給用を主とする栽培のため品種の変異が大きい。バナナ

同様に 3倍体の種無作物だから芽条変異であろう。どの品種も大柄て堂々としている。栽培は小

りに冬いから，バナナとぱ識別でぎる。

アハカは同しバシコウ科の作物であるが、果物てなく．繊維作物，し、わるるマニラ麻を採る

物である。茎がやや細く密生し，葉幅も狭く直立気味てあるから，見分げ易い。何年か仰古河氏

がフィリピンから導入してプランテーションを作り，それが拡がりつつあるという。昔の用途は

主としてロープ。水に強いため船に使われ，登山用のザイルもマニラ麻であった。私が岩登りを

始めた頃がこの麻ザイルとナイロンザイルの交代期であった。三重県の山岳会のナイロンザイル

切断事故とそれをモテルにした「永墜」が話題になったが，冬且1で扱いやずしヽナイロンに較べ，

カチカチに凍ってどうにもならない麻ザイルをのろったことを思い出した。バナナ畑で永壁のク

ライミングとは，突飛な連想におかしくなる。このアバカぱ現在ではティバックや謄写原紙，紙

幣の原料として需要が名いとか。原産地のフィリピンでは麻着地にされる。

バンョウ科のほか油ヤゾの大農場がある。ダイスやトウモロコシの大農場も散在する。走って

いて，ェクアドル政府がこのラコスク に力を入れ，企業もそれに応えてし、るのが分か

る。住んでいる人々の生活もいすれは改善されることを期待しよう。

ケベートの街も開拓地の町であった。ー回りしてケヘード川近くの旅館に決める。食堂のこ階，

フロントにいた青年が中国からきたのかと間いた。この町はチャイナタウンといわれるほど中国
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人の名＼，、町で` もちろん主

少なくなし、とか。

い。隣も同じである。あぎらめて飯と

る。砂ボコリ うたびに皿

国

げら

ー カレー

ならなし＼

る。スペイン らなし、人々も

は無く:§ ヒールもな

タマリントのンュースをテラス

10月28日 ヶヘート iii岸を市場まで歩く。大小無数の魚が泳ぎ，洗濯をしている数人の女性の

主わりに1くしぶきが上る。見るとそのうちの一人が皿を持って朝食中でこ

っているのである。市場は魚と野菜売場が半々であったc 魚市場の方はナマズに似たハクレ，

ベレントン， フナそっくりのボカチコ，タイのようなの，色のし、し、カニ，ェビなど。 キ
4

；＇し

ササケの類が多く，ハレインョ，サッマイモ，キャソサバが屹ひ，メロンやショウガ主て克った。

サソマイモを 2点買って話を聞く。産地は隣県のマナヒ，明日行くホルトヒエホたという。エク

アトルでもサツマイモの産地は人によって違った。高地＼キト）ては低地たとし、い，低地＼サン

トドミンゴ）では高地だという。ここては悔岸との答であった。このことは何でも答えたがるラ

テン人気質とサソマイモの地的の低さによるのであろう。

まして INIAPのピチリンゲ試験場を訪間。所長のホルヘ・リバデネイラ氏が咋夜

宿舎を用意して待っていたと残含がった。個人的に手紙を出しておいたラウル・カル七レン氏が

一日案内してくれるという。彼も CIATの研修コース出身である。ケヘード地方の品種， Yama

de Huevoとサントドミンコの在来品種 Quintalのほか CIATからの委託試験圃を見る。 9か月

目であるが生育良好。倒伏しているものすらあった。 2株堀ってみると 7kgとUkg,約50t/haの

出来である。昨年は CM321--188とHMC-7が共に46t/haで最高，ほかに CM489-1, Meo!-

1684, CMC-40が良かったとし、う。

昼食後，農家を案内してもらう。サッマイモ畑があるというので，小林氏か凸こんで行って入

たら，完全な捨て作り，花と葉の形から 2品種が混在しているが， とちらのいももアリモドキゾ

ウムシの喰害がひどい。途中 Ipomoeatrifidaを採る。これが今回の南限となった。次い

キャッサバ工場の名い村落へ行く。 10年ほど前まではでん粉工場だったのもあるが，今はすりつ

ふして天日で干上げるだけのI場が密集している。裸の労働者が 2, 3人で回肛式の洗涌機で洗っ

たいもをつぶしていた。 3日間「して製品とし，グアヤキルヘ出荷するという。品種は先の Yama

de Huevo (卵の黄味）という黄肉品種， フランカ〔白）， クリーマ（クリーム色〉の三つだげ。

これは肉色で分けているだけであろう。製品はグアヤキルででん粉を精製したり， ヒール原料に

なるといい， ｛音部は飼料にされるとも話していた。ラウルはエクアドルではキャ y サバの加工食

品はないので，残念だがこの程度の［場が操業できるのだと笑っていた。

時刻が早かったので竪々しい宿を引き払ってボルトビエホに出発する。街で拾ったタクンーは

古いマーベリ y ク，砂利道は大丈夫かと念を押すと 2度行ったことがあるとの答え。しばらくは

良い道だった。 トウモロコシ， ダイズ，キャッサバ， ワタの畑が続く。ラウレロとし、う桐に似た

家具材の栽植地もある。カカオが増え，やがて乾燥した丘陵地帯に登る。ものすごい砂ほこり，
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10月29日
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ヽンャワー

ò} る

して歩いたが見付からす，公園の街頭与真屋を冷やかしだ。五＜

る。話しかげて見てるこあきなし沿旱面白し、。カメラホソタスは手製，シャノ

ターなしである。もちろん，絞りもピ／卜合わせもない。 ぱ次のよう る。

の背に白布があって背景ぱ白である 0 カメラマン

の低い

て

-r --'-' 
しノ

とキャヅ

くて

見上

り露出時間を決める。そしてレンスのキャノフを取り， 1. 2, 3と数えてもとに

ず。箱に手を入れてネガフィルムを現像，定着。取り出してベヶ；；て水｛加このフィルムをカ

メラの前に取付けた鉄板に帖って， もう付度ポシフィルムに焼付け，同し操作を繰返して出来lニ

りとなる。現像液は箱の中にあり，途中で横窓を開げてチェ、ノ、クし，横に付

下からくぐらせるのてある。小林氏 うといってカメラの前に立った。 5分程ででぎ

上った［］黒写真は露出オーバー，ややピンボケである。写真屋は「タンナが動いたのと

日か射したからだ0 もう一度撮ろうという。小林氏は大笑いてこの方がいい記念になるから断っ

てくれという。この手の万真のモテルにはちょっとしたコッか要るようである。 20秒はとまばた

きもせすに平動でいることが。代位を払おうとすると失敗作たからもらえないと断わられた。と

うしても受け取らない。職人であった。聞けは平日は証明写真ぐらいでもうけはないが， フィエ

スタ（お祭り）には日本円で一万円以上になると誇らしげであった。

INIAPのポルトヒニホの試験場は砂没のオアシスのようであった。葉のないセイボの木の疎林

だけの乾ききった丘に狭まれた平地に新築の庁舎があった。東洋人の訪間は珍らしいのてあろう。

研究員全員が集ってくれた。しかし，キャ、ノサバもサッマイモも扱ってないといい，ワタ，ヒマ，

タイズ， ラ y カセイと野菜が研究対象であり，栽培も冬いという。結局， 1時間ほとの話合いは

小林氏の独壇場，サツマイモ栽培法の通訳付溝習会になってしまった。この地万，マナビ朴1はサ

ソマイモの産地とされているが，実際は自家用程度であり，小いもを植えるだげで捨て作りだと

いう。小林氏の ha当たり 40t, 5か月で収穫の話に関心が集った。苗挿し，畦立栽培を図示し，

下手なスペイン語を話し続けねばならなかった。その後，圃場を車で回った。 のコムギが

あった。白っぽい穂の草丈の低いオオムキのようなコムギで，赤道直下の暑さにやっと耐えて出

穂したという姿であった。誇らしぼに説明する研究員の声を聞きながら複雑な気持をかくせな

かった。何故， ここでコムキをという疑間と， こんな所にまでコムキを作ろうとするヨーロノハ
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ともいえる る とである。パンがどれほ

らないが，キリスト教徒にとっては食品以上のものなのであろうか？

にば分か

かんがいさ

れてし、るので． 育期の作物があった。カボチャ，スイカ， トマト， タマネキなどの

育ばこく良。自然の降雨に主として頼っているワタが収穫直後・どうしてかヒマた

ても f_「育靡期であっ

ボルトビニホはその名のとおり

し．ホテルのレストランのメニューを見て注文した。ウェイターがランコスタ

手できなし、がランコスチノスならあるといった。普通のエビぱカマロ／， ランコスチン'

七上
ふ

ヒの小さし、のぐらし、（こ考えて

ら行くという。その

くの川岸の町である。夕食にロフスター ることこヽ

出か名くて入

工^

し，皿のくるのを待った。が， きたのは 5尼の車工ヒたったc

10月30日 グアヤキ Jしまで移動するたけの日である。一昨日頼んたクリーニングのうち白のス

ポンが末着勺ポーイに頻んでぬれたまま受：ナ取ってタクシーて出発。この運転手も家に寄ってか

ような荒地の中のオアシスの村にあった。大きな尿（井戸〗を中

心にした1,200人のラビラ村である。泉の水ぱ澄んで湧きあふれているが，

料水たけぱ寸ミルトヒエホから運んてくる，産業は家畜の放牧とワタの

あった。人の飲

に自牛→ ［てし、る

セイボ＼カボ y ク）の繊維も昔は利用したとし、う。彼は家から古ぼげた古し、カハンを持ってきたぐ

出上品をグアヤキルの博物館に届けるのたとか。途中でカバンを開げて買わなし、かと誘った 3 小

さなハニワのような人形が多い。すべて近くの墓から掘り出した物て',BC2,500のワンカーナ文化

に属ずる，時には日本の縄文文化の影響を受けたと思われるバイア文化に属ずる士器も手に入る

という。スミソニアン研究所のメガーズ女史の説と日本の蠅文上器の話をずると．村の考古学者，

実は墓荒し（ワ、ノケーロと呼ばれている）は嬉しそうに「ダンナは専門家たから安くしとくよ。

きてくれたらとっときのを分けてやると」といい出した。セーリョとオカリナを買った。本

物だとすれは気がとがめるが，複製だと思えばいい。

そんなやりとりをしてる間にも車は南下を続ける。セイボの荒地を抜げると，棉畑が現われる。

途中，ヒピハバの村で大量のサツマイモを売っていた。このあたりが産地らしい。タンクローリー

で水を売っているのも興味があった。 1ガロン 1スクレ（約10円）とか。平野に出るとメロソ畑

が目につく。伸び始めた苗のまわりは畦間かんがいの跡がある。水に恵まれているのかワタも青々

としているし，やがて水田，青田が続くようになり河岸に出た。湿地帯は葦原．大規模な農業開

発の行われている地帯であった。乾燥した湿地帯，言葉はおかしいが，可能性を秘めた上地てあ

る。しかし．車中，運転手は農業政策の無さを盛んに嘆いていた。彼自身, 30haの荒れた農地を

所有ずる農民てあるだけに，いうことに真実味があった。彼は石油が出るようになってからェク

アドルは変わった。とくに彼らのような—一般の人々の生活は確実に苫しくなったという。恐らく，

それがI業化，都市化のきっかけになったのであろう。石油が出なくても苦しくなったに違し、な

い。また，それ以降農業が無視されるようになり，離農者が増加し，士地が荒れ，災寓がひとく

なってき とくに雨が少なくなり，砂漠化がすずんでいるともいった。とくに中小の

--50-



きなくなった。国の補助を受けられる大牧場たけが肥っ

湿原に盛り土して造成した工場地帯を通ってグアヤキルの街に入る。古い

ってし、るとか。

i,, る

宿は裏通りの名前だけはインペリアルホテルと立派な古いホテルにする。フロントのおばさ

んに前金を支払い，窓の下は町工場のトタ

し、っばし、に干す。

夕方、港まで歩く。岸の公国のゴミ捨場で Jpomoeaspp. 2 

る。時間 たの

10月31日 朝，屋台でエクアドルのセヒソチェを食べた。有名なリマのものと って，魚，

鶏肉，キャ y サバ，玉ネギの酢トマト煮である。パパイアとメロンの大切れ。うそみたいに安かっ

た。 /j)omoeaを探しながら海に出，スラム街のような丘を越える。こういう所の空地に名いと小

林氏がいう。しかし．不気味である。金持や外国人は足を入れない場所｀警察すら自由に人れな

いといわれている地区である。カメラは汚れたサフザックの中， もちろん時計ははずしている。

私はコール天の古スホンに登山靴〈もっともそれしか持っていない〉小林氏はトレパン

ヒゲづら。外観はそこの住人の東洋人であった。それでも人々 しそうな目

ているような気がする。とりこし苦労かもしれないがトラフルは避けたし、。疑がわれ，

れば，下手なスペイン語で納得させる自倍は全くない。採集はあきらめ，通過するた

し

れ
欠
J

る。

こういう所てトラフルを避ける方法は二つある。第"は誰でもいいから， 人の好さそうな住人

しかけ，ガイトを頼むこと。もう一つは誰何されたら，適当な名を挙けて，その知人の家を

探していると話すことである。つまりそこの住人の仲間，友人，彼らの言葉でいうパイサーノ，

アミーゴになることである。

丘を越えると工場地帯，どぶに沿って Jpomoeaの群落が続いていた。白，紫，ピンクなとの花

は見事たが目的とする I.tr伍daはない。空軍飛行場，品軍基地，兵学校とスラムとは別の意味て

物騒な地区を歩く。ダウレ河の長橋を渡る。河というより入江である。岸に降りるとバルサ伐の

流木が名い。エクアトルがバルサの産地であったのを思い出す。ヘイエルタールのコンチキ号，

フランシスコ・ピサロを驚かせたインカの人々のバルサの筏。

6時間歩いて 7点の Jpomoeaspp. を採取。昼すぎにホテル帰着。 15km程の徒歩旅行であった。

午後，郵便局へ手紙を出しに行き，本屋に寄る。ビンガムとハーゲンのインカに関する本を購入。

街の露店でエスメラルタ出土のオカリナ，人形などの土器を買う。エスメラルダはベガース女史

によれは，九州の古代人が纏文文化を持って流れついた港である。局の近くの路上で，先住民の

衣装を着た人々が民芸品や土産物を並べていた。バナマ帽（実はバナマ製ではなく，ずべてここ

近くのモンテクリスティで作られている）を買うつもりで交渉していたら，警官が 2人やってぎ

た。皆，急いで商品を片付け，かついで立ち去った。帽子は場所を替えるからついて来いと先に

立って行く。珍らしさもあって':二丁程離れた路上まで行き，一つすつ買った。バルサの箱に人っ

た素晴しい夏用帽子，男女兼用である。彼はつばを上げれは男性，下ければ婦人用になるといっ

た。
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11月 1日

ニクアドリ

呟,,レ,,Jc l 

戸 C) I—9 

もし、る I)

ビ，；ヒー風の若し

ず

車て行っ t::。下町の宿の楽しさの一つである、，ところ

に入ゞ 万て 2 たっても ウンスもなし、0

間ぎにくるエクアドル人

児を黙って し、る白人(1) とふ ¥, るヽ一見

に座って＼、た。 はスペイン田 一lnn, -ー／＼

ある。退屈してし、たこともあ，ハ、て，スヘイン~語て話しかけてみた。

スト生れ， 14か月。でも私達はオランダ生れ」。ときれし、なスペイン’

した。若い父親ぱ先日 したハストの !CAでクゥイ（食用モルモノト)の育種を 2年間

ぞってし、て，体蝦をもらってヘルー旅行に！且るところ， グアヤキルまでは陸路をぎたと詰し

として共通

によると芍 クヮイ

があった。 CIATのオランダ人研究員が共通の知l,て、あった。

＜価格は豚肉の 3倍，餌はバレイショとエンハクで

やっているが，雑草食て飼い易いと力説した。母親の方は「クゥイなんて，気味悪くて，

へない」と笑う。ほほえ主しく，羨しかった。子供に生れた土地の名を付：ナ， 卜地のこ葉たけを

える。休暇に母国に帰省することなく，近隣の国々を歩く。たの仕事を完全に理解していて，

しかもその対象の家畜を「iMuy feo (、へとても気味阿、い）／」と言ってのげる妻。気負し、もないし，

へつらし、もなし 'o

機が遅れず翌食券がくはられ，再入国して昼食をとった。やっと到着して待合室を出ようと

すると，航空券を見た係員が出国税を払ってきてくれといった。か既に支払っている。それも公

用旅寿とし、うことて倍額の10ドルも。係員はそのほかに 5トルの一般人用の領収証が必要だとし、

ぅし、出国ゲートに戻り，説明を求めても要領をえない。時間切れてやむをえす支払り。

機内の前閥にホリヒア人の大学牛が 2人， リマ空港の乗継便に間に合わなし、かどうしたらいい

かと質間してきた0 答え，ボリビアの農業の話を聞く。彼らは高地でなくて低地，アマソン和］の

支流のマドレテティオス川流域の出身，完全な農業地帯である。彼らの話ては東北低地の農業は

る物がない。日系コロニアでは複合農葉をやっているから安定している。とくにサン

タクルスのオキナワ植民地はよくなっているとのこと。二人共農家の出身ではない。朕者と企業

家の息化マイアミ大学生である。それにも拘らず，自国の農槃のことを的確にとらえているの

はポリビアか農業国のせいであろう。

リマ空港へは CIPの岩永夫妻が出迎え，その車で知人に紹介してもらったペンゾヨ /Nへ。か

十人は旅行中で不在，満員のため岩永宅で世話になることにする。夫妻が CIATC「ARC)の前

を空港へ出迎えに行っている間，女中さんのソイラーに廿＿｝身の村のサッマイモのことを間

く。昨年暮れ間した時にもし、ろし、ろ話してくれた娘さんてある。彼女の育った地方ウワンカーヨ

ては栽培されてし、る赤し、サッマイモのほかに白し、大きな野生のイモがあるとし、った。小林氏が盛

んに質間したが，残念ながらエスケープした栽培種のようだ。ウワンカーヨは昨年訪れたが3,200

mの盆地，ハレイショの産地である。
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2日 リマはこ ったという。

の生物がリマ川の水に頼っている都市である。

ミリの砂漠の中

あるラモリ、一 は都心

から20kmほ

などの林があり，

小林氏と

水路が多く，

も生えている。岩永夫妻の

いのであろう。ユーカリや木マオウ

ここにある。

を探し た。 にアサガオに spp. が3種あ

り，帰路，小さなサツマイモ畑を見付 仕事をしてし に話を聞く。 何故

かハポネス（日本）と呼ばれる，別の名はトレスメセス (3か月），中生，晩生の 3種，

苗植えの日本と同じ栽培である。不思議なことに 8-12か月生育する晩生品種でもアリモトキゾ

ウムシの喰害はない。もちろん畔間かんがいをしている 0 自家菜圏のような狭い畑でサッマイモ

の間にキャッサバが植えられ，隣にはバレイショ，人参があった。彼は地主ではなく， この土地

（高級住宅地）の管理人であり，小屋を建て，野菜を作って売っているのであった。

岩永夫妻と小さなオアシス，ルリン谷の上流に向う。リマ近くで Jpomoeaspp. のある可能性の

ある唯一の場所である。オアシスまでの道は完全な砂漠と岩山，植物ぱ灰色の枯草のような風で

転がっているものだけ。拾い上げて見ると多肉の葉，四方に出た短かい根，ごく小さな芯葉だけ

が緑の草だった。空気中の水を吸って生きているのである。土中の水分を吸わなけれは根を土に

下す必要はないのであろう。

そんな砂漠の岩山にも踏跡がある。山羊らしい糞も落している。何処に草があり，水があるの

か。よく見るとかつて水の流れた跡もあるが，砂の堆積は自然落下のままである。風も弱いので

あろう，風紋もない。

ルリン＇谷は涸れた川床の両側に畑，林，屋敷のある緑の帯であった。 リマの人々の行楽地の一

っ，庭圏のあるレストランや遊園地があり，金持の別荘らしぎ庭ではバラの交配をしていた。両

側の山腹に水路が走り，その線で緑と灰色がはっきりと分かれている。しかしどんなやり方でか

ん水しているのか土地はすべて自然の煩斜である。しかも昨年右岸の水路まで登って調べたら，

かなり昔から使われていないようであった。今回は左岸に登ってみた。幅50cmの溝を清水が流れ，

途中の石だらけの急斜面に曲りくねった畦が切られて植付準備がなされている。サツマイモの野

良生えがあり，その跡地であることが分かる。この乾いた石混りの斜面は莫大な水を吸込むだろ

う。幅50cmの水路の水でどれたけのかんがいができるのか。素人の私には分からないことばかり

である。

上流に登ると岩盤の川床に溜水があった。伏流水はかなり多いようである。上部のアンテス山

地の雨季には大量の水が出ることもあるといわれる。上流部は農村，果樹とイチゴ，ネギなどの

野菜，サツマイモ，インゲンマメ， トウモロコシがささやかに作られている。

左岸の涸沢に古い住居群の跡があった。自然石を積上げた壁が連続した廃きょで，中を歩いて

みると l0m2ぐらいの居室が密集していて， どの部屋にも穴があって，白骨，上器片が散乱してい

る。ワッケーロ（墓荒し）が盗掘した跡である。この谷の川口近くにあるパチャカマックの太陽
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よりはるかに古いにちがいない。数百戸はある大ぎ

人の訪れた跡もない，静かな遺跡であった、3

帰路，海岸に下った。岩混りの砂のがけがlOOm近く面に落

曜のため家族連れ，若い人々が多いが，海水はフンホルト

ある。

だ下

応な

る。日

なし 'o

この冷たい海流がリマを曇天の都市にし，ペルー海岸を砂漠にし，アンチョビーの大漁場にして

いるのである。

砂の断がいに Jpomoeaの大群落が這い上っていた。水はガケの下部から湧出し，小さなとう<

つではシャワーあるいは滝のように流れ落ちている。すべてリマ川の伏流水である。雨量25mm砂

漠の下に大量の水が流れていたのである。

11月3日 アマゾソ上流域の情報を得るため JICAの事務所を訪ねた。この地方が雨期に入り喰

道路の不通，小型機の飛行不能箇所が少なくないと聞いていたからである。事務所長の平林氏，

職員の舘氏が連絡をとってくれ，プカルパ近郊のエルピメンタール村へは入れることが分かった。

加えて訪問を予定している大学，試験地へも大使館経由で連絡してもらえることになった。

午後平林所長，前野夫妻，岩永夫人と一緒に天野博物館を訪問。館長が詳細に説明してくれ

た。チャンカイ谷から出士した農作物の中に小林氏の目的のサツマイモがあった。キャッサバ．

バレイショ，カンナ，オカなどの根菜類，各種の豆， トウモロコシ， カボチャ， ヒョウタン，棉

など。乾燥地のため腐敗しなかったのである。それと農作物をモチーフにした無数の土器，バレ

イショが多い。その形と目の形状から種名の推定できるものすらある。残念ながらサッマイモと

断定できるものはほとんどい。その後，明日訪ねる予定のチルカ谷の遺跡や農耕法について天野

氏から詳細に聞く。たまたま東大の大貫教授が訪問中でチルカ谷で一万年前のサツマイモの炭化

物を発見した F.Engel教授はラモリナ大学だから会うようにすすめられる。天野氏が明日は案内

したいが車が修理中で残念といってくれたが，夜，車の手配をつけ， リマ市内の主だったホテル

へ電話をかけてくれたと後で聞かされた。その夜，私達が泊ったのは朝食付500円の下町のペン

ション，連絡のつくはずがなかったのである。

11月4日 インカの子孫，カパックアマルーのスペイン統治に対する独立闘争（早すぎたため

反乱といわれる）の200年記念日で祭日。前野氏親子と一緒にタクシーでチルカ谷に向う。この谷

は今回の調査地点のうち是非行きたい所であったが，情報はほとんどなかった。小林氏が抄録誌

で F.Engelの一万年前のサツマイモの炭化物を発見したとの報告を読んでいるのと，地図でリマ

の南数十キロの所に Chilcaの地名があるのを見ただけであった。すべてをタクシーの運転手にま

かせ，満席のタクシーの助手席で頑張ることにする。

リマ市外へ出ると道は片側 3車線のハイウェイ，砂漠の中を真直ぐに伸びている。両側にとき

どき養鶏場が現われる。平飼が多い。水は運んでくるという。昨日調査に入ったルリン谷の川口

近くの村を通る。ユーカリと柳の並木，サトウキビ，野菜畑，水不足なのかあまり生育は良くな
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んで見えないが，チルカの涸川が雪のアンテスまで迅い上っているのであろ

うC その何処かて，一万年罰にサッマイモなどを作って人々が生活してし、たのである。エンケル
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ヽ
ふ
り

｝
り
ノ を

チルカ る。店て聞し、ても

人か

と食空かもっ

く何もなし 'o

こと く知ら

3キロ程先の小さ

のよう

ようなトレン~

って

えられなし、ね」と小林氏がし、った。足ト

る人がほとんどな

石灰化してし、

った石のテラス

が小さく見

し、レ田 で—心つ亡。

丘を降り、 車に戻ってチルカ村の畑に回った。砂漠の砂を 1-2 m掘り ，主としてイチ

ヂクを栽培してし、る。歩し、て見るとカホチャ，サッマイモ、 トウモロコシ，インゲン＇， ラ y カセ

イもある。 10-20m[麿方もくぼ地のまわりは水路になっていて，かんがいが行われ，畑に

々と良く茂っているぱずである。なかには休閑なのか，水平足なのか，雑草の生える

にまかせたくぼ地もあった。別の所で，掘り下けたトレンチに植樹した若木があった。かん水の

跡は全くなく｀地―卜水たけで生育していた。この耕作法は一万年前から続いているという。古代

人の知恵と技術に驚く。

帰路，バチャカマ、ノクの太陽神殿に寄った。スペイン人のインカ帝国侵略の頃， また大勢の巡

礼が全帝国から集っていたという大神殿である。砂漠の真中のこの神殿は異神教ということで徹

底的に破壊された。それをまぬかれた石積やレンガ積の神殿の壁が現在修復されている。しかし，

入口の小博物館，その裏の完璧な月の神殿，あちこちの駐車場，案内板， ここも観光地化してし

、まっている。先のチルカの遺跡や先日のルリン谷の名もない廃墟の）］が印象が強烈てあった3

太陽神殿の上に立つと黒い太平洋と南側の緑のルリンオアシスが周囲の灰色の砂度と対照的で

あった。砂漠の中の神殿と本に書かれているが，実はルリンオアシスと隣り合わせの品岸に築か

れていたのである。しかも東側には廃ぎょに接してインバシ~ オンがあった。現在も人々が住んて‘

いる。私逹の眼にぱ人の住めない砂漠に見えるこの七地も、住む知恵を持つ人々には住み易い土

地なのかも知れない。

11月 5日 CIP(、国際はれいしょセンクー）を訪問。小林氏は初めて，私は二度目である。ソイ

ヤー所長，ペイシ副所長はじめメンドーサ，ア y カチーノ，サデ／ク，オチョア氏らの研究員に
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]ICAから

次いで主日 1、ド］の地下作物部へ。幸し

で，小林氏を彼にまかせ，講帥，助手な

し
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ある。しかしペルーのハレ

る試輪地てやって

更に低地のユリ

1' 
ぅ

。
ぷ
ノろ

してくれたこともあって，学

ることになった。主としてサノマイモの詰を30分はと，

してくれるの

は誡員のストライキ ~. 
つ k

はかりとかで，雑草が名く生育も不良。サッマイモの品種比較試験をしてし、て｀植付後 lか月，

40cmほど嬰の伸ひた品種が五つ， うちー品種が開花。 トレスメシーナ (3か月）あるいはハホ不

スと呼はれる品種があり，作付けが最も名し、とし、う。隣にキャゾサハの試験圃があり，草の

ていたか， 一見実牛苗のような貧弱さたったので聞くと，キャ y サバの期牙はいつ

ぐ太く丈夫になるといし、，種茎は 5-10cmの短茎を横植にしている。彼らの実験て

さぱ収量と関係かないし，乾燥地たから横植て腐ることもない。作槃能率はこの方法が

、い と自侶をもっていう。反論しても効目はない。キャ y サハが主要作物でないのと，労

カの少なしヽことによろう。

この大学の農産加［研究字で開発したとし、うパンテカモーテ＼サッマイモのハン）の上場，化

店を見学する。構内にある売店付の小さな丁場，昼食時間のため，店頭に行列かできており，店

内にぱ角食， コッペパンなど数秤のパンか並んでし、る。工場の中は50m2くらし、の広さ，上程の説

明を受げる。蒸したし、もをつぶして小麦粉，ショートニング，イースト（あるいはベーキングハ

ウター＼なとを此入，攪拌して成型醗酵させ焼き上げる 0 原料中のサッマイモの量は生重で40%,

乾物で20%とし、う。籾があるので砂糖ば人れないか，試食したハンは甘味が克り，應外 し‘ 。

しかし菫『パンの味であり，主食には向かないたろう。アルセンチンを除けはコムキの輸入国で

ある中南米諸国ではいろんなパンを作っている。メキンコてはキャノサバ粉，ベルー高地はキノ
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文
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テラス をとった。

てし、て~，「オハヨウゴザイマス」と

はサッマイモのコレクションはここ~ てしてし、る

でやっている。適 ツマイ王はカニャーテの

オアゾスて，キャノ吐ハはセルハてしてし、ると話した。サソマイモのコレク、／ヌンを管坪してし、

るドラ密アッチャ女史に会し

キ
6

く、

奇＂作

してもらう C di'しヽ私用のフォルクスワーゲンの

まで不足していること，

し寄旦研究がてきなくなっていることなと日頃の不

しである。人の好さぞうな外国の 1吋業者たから話せるのたろ

と思し、，おとなしく聞ぎ役にまわった。しかし，圃場ば詈くほど立乳長に管岬~"れてし、た。 451品

ど若干の交雑系統，小林氏ぱとくに面白いらのは少ないといったが，旧間場〔 8か月目〕ては

良く肥大したいもが着いており，植付げたはかりの新圃場では並んたラベルの金属片が壮観て

あった。

掘って］げこし、もにはアリモドキソウムシは全くいなかった。 卜思議に思って間くとこのあたりで

しないという。無降雨の砂度のオアシスのためか，あるいは他の原因なのか。いすれにせ

よ熱瞥てはこの虫がサッマイモ栽培の最大のネソクになってしヽるのにペルー人平洋犀にはし、なし、

としヽう。通ってきたコロンビア，ェクアドルでは消費も栽培も少なく、その原因を人々

ないためとし，私達はこの虫の大発生のためとぢえてきた。ぺ！い あり，生産も知く，

かつ虫害がない。やはり作り易さが需要をもたらしているのであろう。アノチャー女史はカニャー

テては60-80t/ha穫っている農家かあり，彼らは皆日系人で素晴しい集約栽培をしていると話し

たc 小林氏は嬉しそうにうなづし、た。「そうなんだ、年 2作として ha当たり 120-160t.管理かよ

けりゃ，それくらい穫れるんた」。今まで会ったすべての人からサゾマイモなんて作物しゃないと

いうような回答しか聞かされなかった日本のサッマイモの第一ふ人者にしてみれは，最も期待して

いた言葉だったのである。

研究室に戻ってから女史にコレクションのリストを注文するとコピー使用許可が必要たから後

日という。予算の少なさを改めて知らされる思いであった。女史は交配育種を始めたいが開花調

きなくて手か付けられなし、。日本ではとうしてし、るのかと小林氏にたづねた。キタチアサ

カオを台木にし，大量の交配種子を採っていると答えると，その方払を教え，文献を送ってくれ，

という。図解し，下手なスペイン語を手まねで話し，文献の送付を約束して別れた。

11月 7日 早朝，岩永氏宅を出て 機円隣席のペル一人と話ず。彼はクスコ近郊の村の

出身で 3年前リマに出て小さな店を経営しているが，村の農場は家族（ここでいう家族， familia

は兄弟，親戚なと一放‘）がみてし、るので時々帰省するのたと詰し，眼ドに広かるアンテス山村の

農業の実情を訴えた。昨日のアノチャー女史も含め，話好きな人々が多い。軍致下の12年間，話
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を補修ずる労働力がなくなる。村はやがて棄てられる。

もアンデス山村の

るようになったためもあろう c それでもなお， □ 国

し易し、のかもしれなし、。彼はアンテ

ったり，月1

なってし、く。一

し易し

に出てい苔， 占

テル。相客なし。

い出し， この国のアルゲータスの短編「AguaJを思い

い，いや利巧な金持に水を奪われていく人々を描し、た小品

マチェピチ L 観光を目的とした前野苔足ま

っただけの彼女

てきたのたから， ここて

あった。ホテルはライミィとし、う名の小さな町はずれの美しし、ホ

いて街に出ようとすると玄関にいた数人の女子中学生が植樹募金を呼

しくなって，植樹の大切なことをこちらから況き間かせると］人が「日本からの観

光客じゃなかったの， どんな仕事をしてるんですか」と聞く。小林氏にも募金に応じ，その林が

大ぎくなったら再訪ナるからと笑って街に出た。門年知り合ったケチュアのど人はスペイン人が

レンガを焼いたり，教会を作ったりするためにクスコ周辺の森を切り払ったと嘆いた。 400年も昔

のことである。彼は数十年前から心ある人々が植えたユーカリの大木を軍政下に作られた共同農

の連中が切り倒しているともいっていた。しかし中には伐採を上回る植林をしている農場も

あった。

午後，パウリーノ を自宅に訪ねる。昨年いろいろインカやケチュア 聞いた老

人である。その折，アイヌのユーカリとケチュアの神話を話題にしたのでアイヌ識のネクタイを

にした。喜んでくれ， ここの織物と手法は同じだといった。彼の講議があるので，夜再訪す

ることにし，且くのクスコ大学の博物館に行く。ミイラと人骨は多かったが，ほかには見るもの

は少ない。黄金の都といわれたクスコの街の金銀細工ばすべてスペイン人が溶してしまい，その

後発掘されたものも，ずべてリマに運び去られたのであろう。謎の遺跡といわれる石像群のある

サンアウグスチンを訪れた時も博物館の学芸員は金銀の出士品（ますべてボゴタにあるから，そち

らで見てくれと話していた。

博物館を出，暇つぶしに街を歩く。考えてみるとぜいたくな時間てある。クスコの街で暇をつ

とは、本屋を回って料理の本を買う，訳す気もないし，作る腕もないが店員と話していて買

う破目になってしまった。プラサテアルマスに面した店でコーヒーを飲んでいると観光ハスの運

転手かやってぎて話しかげた。教会見物に半時間かかるから，暇つふしたという， こちらを観光

客と見ないのはさずがにプロ，話はケチュアの農業， とくにトウモロコシとバレイショになる。

彼も村の出， この両作物については絶体の自信を持っていてトウモロコシ（いわゆるウルバンバ

のンャイアントコーン）はlOt/ha以上で世界一，バレイショの味（収量にはふれなかった）も世
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この 1、ウモロコンの味もまたケチュアの人々の誇りてあることをZ望の夜知らされた。パウリー

,‘
 ＇ をテープにとりなから間''てし~ヽる時，明日メキンコ経由

り娘さん， ‘ノイラ

と聞くと旅行中

した。大ぎな籠に白＼、ジ~ ャイアン＇トコーン.

に出るとし、

ったので， どうずるのか

として持ってし、くとし、う。克ぎれて？「メキンコはトウモロコシの よ，

そんな重し、ものを持って行かなくても……」とし、し、かげると，彼女：文笑ってし、ぐ；た。「これでtょ

苔ゃ，身体がもたないわ」。彼女は旅行会社に勤めてし、て許年世一話になった女性で；ちる。

にぎてし、ても米を食べたがる日本人は名し、。それも日本の米をっそれでも太持参の日

なし、たろうし，それを批刊ずる知識A.び）方が多し、かもしれなし、0

避け，それを秘かな誇りにしてし、たくらし、である。まさかトウモ~ 戸コシ

るペルー女性がいるとは，驚ぎであった。

して日

メキシコや

レJ ぱテープを起して別
゜

，く、

小林氏， 削野—信家と った時， けビ‘ールを注文した。 3400mのクスコではアルコー

ルは厄峨てある。酔えは急激に高山病にやられる'前回街で会った 2人の男と深夜まて飲んで気

をよくしてホテルに帰ったまではよかったが，夜中に呼吸困難になって 5分おぎぐらいに目

し深呼吸を緑り返したことがあった。そのお陰で 2. 3本なら官信があった。大人気ないとは

'c)し、ながら， うらめしそうな小林氏に笑し、かけながら，旨そうに飲んたく、まわりの客の大半か

ンュースかコーラを飲んでいるのを見てし、るとまずまずヒールが旨くなった。

11月8日 マチェピチュ見物に行く仲間を汽車の中まで見送る。有名な泥棒列車である。とく

にこの駅の乗降時のラ y シュぱスリ， カノパライの稼ぎ場だといわれているので，十分注應する

ように話ず。発車の後，駅横の市場を歩ぎ回る。チュ--ニョを水て閃したもの， ！レーヒンの

ぎをして水に浸げたもの。，、バリーサと呼ぶ野生バレイ 1/3は私にはオカと区別てぎない。どこ

の市湯もそうだがー廿角が食物屋になっている。苫いコーヒーを飲むが牛乳を断ったら娘さんが「お

金がないの」とたずねたの しかった。全く市場に集る人々と同じに見られたからである。こ

の国もコーヒーより牛乳が高し、0

8時に貯日車を顆んでいた青年が迎えにきてくれた。クスコ大学農場勤務の兄が土旺休日て一

緒に行きたがっているがと遠慮してたずねた。こちらとして（ま願ってもないこと。喜んで同意し｀

彼の家に寄った。彼の兄はルイスヘスス大卒の農業技師である。今日の行先を改めて相談ずると

サツマイモの主産地アバソカイヘの日帰りは無理。カルカ村からアンテス東山脈を越えるのもダ
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メら、ウルバンハ谷は明日 しズしヽ るのて， ウルバンハ上流のウルコス主

休日

内の宝［］、］をしてくれた^ 『ここ

イショ｛コレクシ

ン， 2,000〉で克り，伎i「タルウ，［

た。彼

しておく。

クルウィは昔からケチュアの人々によって

j
も

均
f3f

出

te

ることにした。

しかも

るc 

わっ

も少なかった。しかし

も2t/ha 

のマリオ

てし、るの(tCultivos Andinos (ァ，、テス

キノア〖200〗， アマランサス

る。たん

してし、る。ルー~ ピン

されてし、た

くことにし，

にぱダイスより

してく，iぃ

のうわ，バレ

夕几ウイ（ルー

ヽしてノヽ思レ｝

タルウィはアンテスの将来のたん白
ハ
｝こキーっ

ヽし
,レ
r
]

彼のし場は外側だ

有毒物質の除去かめんとう

たん白質40%, 脂肪20%

しんてし、るアンデスの人々を救＼~ うヽる

;
/
J
 

• 水さらしをしたものを食べているし，

して市販し，消費を増したい。そのため

あ

これを小加］~・:

ある。

してし、た。 5Xl5m ぐらし、の小さなもの。小量のサン~ プルでも処坪て

ぎるようにしたとしヽう。原料の豆を入れてやれば， プラスチノク

そうにし｀、し、，ず~ く完成ずるから見にぎてくれと話してし、た。その丁場の

えてし、た。聞くとタルウィの野生柳で大事なものだから圃場に

が出てくると娼し

のよう

いて 0分で管理ずるのだといった。ー・舟般の圃場は発芽伯後のアマランサス． キノア， トウモロコ

／が乾ききっていた。今年は早く雨李入りし，播種の終った10日ほど前から晴天が続いて，干害

か出始めてし、る。休日にかん水するため働し、てし、る人逹が少なくない。間けば， この地万の雨季

始0)降雨は鉗年不規則てあり，そのため播柿鼠を多くし，発芽後間引くという。

研究室に戻ってバレイシコ のロベルト・メンドーサ氏に会う。 7年間ソ連の VNP(、ヒル，

仝 'J植物生産研究所）に留学していたとかて共通の知）＼，話題かあった。アンテスの栽培バレイ

／ョは Solanumandigenaか中心で，北半球で栽培されてしヽる S.tuberosuinば作られてし、なし、た

め育種も S.andigenaたけを使っている。たた最近古い在来種が急激に消滅しているのか残念た。

数年前450品種栽培されていたのが150になったという報告もある。

加えてウイルスの巧染も拡がった。これは施肥，とくに窒素過名が原因てあろう，と彼ぱ話した。

彼は貯蔵庫に案内してくれた。年平均気温8℃の天然の冷蔵庫てある，もちろんこの温度てはバレ

イシゴぱ萌芽するか，他の種『•作物は 4-8 年間発芽率か低下しないという。

大学を出てウルコスに向う。わすかな）11 i付いの耕地たけが緑，古いフレインカらしい遺跡があ

る。山股は急斜面，木は全くない。レンガを作っている村があった。良質の粘土が出るのであろ

う。村全体がくほ地の中に沈んでいる感じである。おそらく何百年もの間，粘土を掘り続けてい

る村てある。ウルコスの町は乾いた田舎町，広場に数人の物売りの家族が座っているだけで人影

もない。ここでウルバンバ川を渡る。更に上流に向ったが全く変化なく引き返すことにした。有

名なウルバンバの谷もインカの穀倉といわれるのはピサ y クからオリャンタイタンボまての盆地
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と周辺の げらしし、"

くの通称泥棒市

を買う (l)が目 る。し、＜つかの店をひやかしなか

に入り込むことかでぎこ段ホール

＼，ヽ；`よ してし、るスペイン

物の山があるし若い

。
/V、 モチーフにし

,,-'--r ,,_こっ＼、一

のとゲチュアの古し

J)J: 器足の

且」で克ろう，

してくれるか 目的の」器はなかった。

．目
，
 

てヽし う
r

もな

クソョンの中にあったから，借りてくると＼ヽって外出すると，一人残される。

し

のコレ

ドルの小物を

し、＜つかポケットに忍ばせても．黙って何点か持ち去っても， とかめる人は＼、なし、。出し1cT)戸は

外からはちょっとした上夫が必要たが，内からは自由てある。泥棒市の中，人を見て信用するの

か，持ち出せないからくりがあるのか。

ぱサッマイモ状とビーマン を持って］大つ はチャギン・,450ドル，ヒー

マ／はチムー， 150トルとしヽ〕。チャ 1:::'> じのもの。チムー ある

ある。決めるのは明日にし．古代織を少し選ふ。スペイン以前のものはアルバカの

めであり，中にはピクーニャの在もったのもある。素晴しい色，柄を持ち，ハンカチほどのコカ入

れな織るのに 1か月もかかるとか。村や使った人の地位によって模様か異なるといわれる。イン

カの貴族が祭典に使った物はヨーロノパでは数千ドルもずるとか，もちろん．積入上げてある

乎の織物はそれほと占くはなく，人造棗料，羊〔の混ったものか冬い。これらの占い織物ぱ一見

汚れたモ y プの山であるが，手に取って入ると素朴で力強い模様． レ／ガ色を主色とした多色の

組合せなどアンテスの土産以上の魅力がある。テープルクロス，壁掛，あるいはベストとしての

ヨーロ y パで生れつつあり，村々から買集められているとし、う。倉庫を出店に戻るとお

かみさんからトラクター購入の相談を受けた。近郊の小さな農場の占いトラクターが修理かぎか

なくなったので買い換えたし、，日本製の中型が欲しいがどうすればいいかと聞く。ペルーは45HP

以下のものは輸入禁止たから難しいたろうといっておく。

11月 9日 ー台の車に全員と案内人が乗り込んでウルバンハの谷に向う。街を出る前に高山病

の薬を買った。 3800mの峠があって，すでに不調の同行者の心配のためである。高山店は個人差

か大きく，以前私は5,000m近くの雪原を歩き回って異常なしであったが，妻子は全員が4,800て

眠くなり，動きがにぶくなってしまった。買った薬の内容ぱ私達の

から砂糖だろうということになった。

道はサクサワマンの砦近くを通る。300mもの大城壁の残るこの砦は1536年のマンコ皇帝のクス

コ包囲線の拠点である。 8か月にわたって略奪者ピサロの軍隊をスクコにとじこめ，勝利を目前

にしながら股耕期の到来によって万余の兵を村々に帰さねばなかったといわれる。十分な食糧の

では理解できず，甘し、

備畜さえあったら，祉服者ピサロの野望は砕かれ，新大陛の歴史は変わっていたかもしれない。

豊かなウルバンパの谷も 1932年のアタワルパ皇帝の処刑後の 4年間のスペイン人の略奪と社会体

制の崩壊によって富を蓄えることがてきなかったにちがいない。
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眼卜にクスコの町， る 冬し
る゜ り 9

9
 

ヽャー

石切場，その間のわずかな畑地にウリュコ． ソラマメ，エ~ ントウ、 キノア

えてしヽる。湿地臀だとしヽう。峠の向うは盆地状の谷間の村，日1股もなたらか左俎I" しかし

ウルハンパiiiに下る道：、よ九十九折りで， 下から わぱ紐lし、沢の虞

9,9-
えることもてぎなし '0 白ルバンパの谷ぱケフラーダと プふ

がってし、る

かな農地を持ってしヽるのてある。これらのケフラーダは地形によって異なった汎瞑 t ニコンス

ムを持つ。ある沢だけで良品質のオレンシが獲れると聞いたし，ンャイアントコーンの罠れる

も限られてし、るとしヽう。昨年｀ ケチュアの老人に聞し、た話ではインカの時代，ずでにバレイ／コ

やトウモロコシの

＜
 

無病の原品柿が支配下の村々

しえた原因の一つたといったっ

られてし、たとか。

レ｝

してば覧くべぎ

る。

坂をドり

の且l腹に

ペラうィーポと

な技術である。ちな],_に日本のバレイショ

ウルバンバ川の橋を渡るとヒサ j ク村，日

Iし、たよう

2凸

名

インカのテラス， JII心し、

る共同農場の緑のトウモロコン畑。その間の小さな

もある。

コ

としてし、

て，絵になる風景を作っている。村はアトヘの家，敷わのある小道からなる。中央の広場も

が敷つめられ，数本の古木の下やまわりの撃沿いに屋台，中央は直接地面に，あらゆる産物が並

へられていた。屋台は観光客目当の民芸品，地面は近郊の村人達のための食料や生伍用品である。

白人の観光客は集っている人々の 2, 3パーセントであろうか。彼らかさかんにカメラを向け

ている売子や買手の人々は確かにカラー写真のモテルにびったりてある 0 色とりとりの上着，ス

カート， ンョール，住んている村毎に異なる帽子。この帽子はインカが統治『段として身分証明

のために強制し， スヘインの征服者が引き継ぎ， したとし、われる。 のさまざまな1)1甘[

の人々を見ているとこのヒサソク村の日叶市の持つ経済碁の広さが分かる勺 トラノクを改造した

ハスやロハ，あるいは徒歩で峠 川を渡って集ってくるのであろう。

地面に座ってチューニョ， トウモロコ、ンを並べている人々は山か以コカやアヒを売っている

のはド流のセルバからきた人々てある。干魚は川なのか品なのか。織物や七ーター， こまこまと

した民芸品は村人が作っているのか。それともクスコやリマの下町の工場で作られるのか。私に

は分からない。外国の観光客目当ての露店ぱスペイン語だげてなく英語のカタコトも話ずが，村

人相手の食品，雑貨を売っている人々の話すのぱずべてケチュア語である。中年の婦人からチュー

ニョ， トウモロコシ， コカと石灰を買う時，近くの少女が通訳をしてくれた。その少女の話ては

学校はすべてスペイン語て授業が行われているが，授業時間外はケチュア語たげを話ず。村の

スヘイン語を知らなくても不自由はないとのことで克る。

チューニョはバレインョの凍結乾燥品，アンテス高地の人々の主食てある。収麗したバレイン丑

を5,ooom近くの高地に運ひ上げ，夜間凍結，昼間は脱水乾嵌を繰り返して製品にずる。流水

して十分さらしたものをチューニョブラン＇力と呼び白くて軽く，さらしてないのはネクロ，黒
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くて石のように硬し、0

りずる-

ちょうどでんぷん

どi
し
C

ふ
i
ー

る

ってし、たゆでたチューニョ

し

して

じてある。チューニョはハレインョだけでなく，オカ

らも作られる。アンテスの人ら

しfこことはイ，，カ

トウモロコ/'キノア，アマランサスなど

そのまま

ー
9

月こ

り， スーデやシチュー

ってとてもうまかった。

チューニョ（こ加丁して

こ
キ
ーし

，日

したて~あろう。もちろん，アンデス高地には

タルウィ， イン~ ゲンなどの豆類は栽培されて

し、たが，最も栽培の多い主食はベレイショであった。 トウモロコ、ンは神の作物，ハ、レインョは一

人々の作物であった。主食の貯蔵期間が長くなることは労慟の蓄積，富の蓄積を意味ずる。

くの家の戸［］に小さな旗が出ていた。自家製のチチャを売っている看板てある。その

いて更に陪い く。そこの ったチチャ った。チチャ，

ここではトウモロコシのトフロクである 0 20ソーレスで0.5 /。ひと息で飲む。すっはくてうまし＼，

アルコールは5%とし、う。小林， け注し、でもらう

うのな気にしていたせいもある。その残りも飲干した。

のどを通らないようた。高地

よくして車に戻る。考えてみ

るとアンテスに［ がなし、こと く。メキシコはマゲイからのテキー~ ラ、 カリ ラ

ム， コロンヒアにアグアルテンテ， ブラシルのヒンガとともにサトウキヒから竹る。ペルー

に｛『、フトウからのピスコ。し

なし、のか。チチャのまわっ

も安くて強い，働く人々の酒てある。伺故アンテスに強い酒が

えがまとまらなし、。｛酉を必要としないはと幸せなのか。あ

るいはコカ の じているのか。

ビサクからカルカ， ウルバンバと下るインカの穀倉の谷はトウモロコンが伸び始めてし、、た。バ

レイシ丑，エンドウなど他の作物は 3分の 1ぐらいであろう。昨年12月， ここで食べたンャイア

ントコーンの られす，必死に探したがタメ，笑われたたけであった。分かってはいても，

スィートこコーン ってし、る札幌の あったのであろう。

オリヤンタイタンホの砦跡で説明を間く。ここぱウルバンハ JI[のゆるやかな流れの終る地点。

上流の盆地に向って石積みの胸壁を築いた岩尾根の尖端が若である。マンコ皇帝はこの砦でスペ

インの騎馬兵を防ぎ，やがてド流の岩峰にマチュピチュ，山上の都市を築いたという。この遺跡

で［昨年知り合った Sに会った。考古学が好きでクスコ

系旅行社のガイド，食うたけは稼げると笑っていた。

クスコに戻って印日の占物商を訪ねる。友人に頼まれていたケチュアの織物を数，点買い，今後

し、たという元自 である。日

の取引きの話をまとめる。チャヒンのサツマイモの壺は断ることにした。 450ドル支払うほどの

力はなし、0

11月10日 早朝，珍しく定刻にクスコを去りリマに戻ったが，前野氏のスーツケースが未着，

心配が現実になった。次の便を持ったがこれにもなく，あきらめてホテルに届けるよう頼み，空

港を出た。私は下町の占本屋に寮るため途中で降り，店を探すが，アドレスの番地は雑居ヒルで

あった。入口に入居者の案内板かなく，人もいなかったので二階に＿上りかけると降りてきた老神
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r日本からの さんですか。 にどうぞ」とニコニコしてし、る。探してしヽる

古本 名を告げ， るときらにニコニコして、「うちだ J:' してし、なし、ので。

している本を一緒に探そう」と調壬がいい。女の了に命じてカードを調べどせ，倉庫か

い出してくれる。肋野夫人に頼まれた染色の奉もアノとしう主に 2冊，嬉しそうに抱えて討た。

そ辺）一冊ぱ和紙，和綴じのような製半合染剤サンプルと覺色系サンプルの付し、た素晴しし、本てあっ

の古来の染色法の図解，染料柏物の図示。素人の私さ

あった。「友逹の探しているのはこの本でしょう」と彼はいった。こんな本が出版されてし、るとは，

ヘルーの文化の底の深さ，歴史の古さを見直さねはと思った。その店のリストの厚さも息介につ

た。先史時代のあらゆる分野の研究書，アマソンのいろんな調査報告書、先住民の言語の文法書

午後， ラモリー

準備がすずめられてし、た。

のアッチャー女史が説明してく

しし、本のごく しかなし、C

リストをもらいに訪ねると，明日から始まる

真中に大テン~ トを張り，展示品を並べていた研究員と先日

展示品名たけ挙べておく。サッマイモ 6品種， うちでん粉

原料用の白し、も 2, 線虫抵抗性品種 1, キャ yサバ， イネ， コムギ， タイス， インゲン， トウモ

ロコシ， ソルガム各数品種， リンゴ，オレンシ，モモ， ネクタリン，キャベッ。それ

木， シャーレ，農薬の見本。

そのあと，農科大学のルイスオカーニャ教授を訪ねる。エンゲル教授が不在のため，代ってチ

ルカ谷の発掘調査の話を聞くためである。スペイン語に自信がないので，テープをとった。

は先日訪ねたチルカの遺跡，無上器の貝塚から入った。話を引出すための背伸びである。無土器

塁跡たったから， BC3000以前と思うがと切出すと，彼は二 y コリして話し始め がらス

ペイン語の考古学の話は全くといっていいはど分からなし、。単語を拾って話をつないでいくのが

精いっぱいてある。まして通訳などつとまるはずがない。

11月11日 昨日の荷物の不着がケチのつきはじめたったようだ。 7時出発予定のユリマグアス

行の機は 2時間遅れで滑走路までは動いたもののそれ以し進ます，結局はキャンセル。明日の便

はないという。小林，前野両氏と相談し，ユリマグアス， タラポト行を断念し，プカルパに飛ぶ

ことにする。幸い午前中の便に空席はあったが，航空券の変更で一悶着あった。私達は距離が短

かくなるから恙額が戻るはずと主張し，航空会社はその後値上けがあったから差額はない， とい

う。手元の券を調べてみると日本で買った私達の額とコロンヒアで買った前野氏の支払額，それ

にCIPのホルヘ（彼もユリマグアスに行く途中であった）の額がそれぞれ違っている。ホルヘの

は半額であった。下手なスペイン語の交渉を続けているうちにプカルパ行の出発時刻が近ずく。

あぎらめて相殺することにした。 CIPの研究助手は交渉を手伝ってくれたが，相手が悪いと慰さ

めて帰った。

彼，カルロス・ホルヘとは待合室で 2時間近く話し合った。ユリマグアスの試験地のこと， CIP

で働いている人々の待遇，ペルーの農業問題， 1968年の革命以降の政策の動き，彼の家庭のこと。
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灯＞ れた iレーーの三f.'cし き刀，～芍え ることかて苔た。

ろう。

リマ め 、
V

下の

える。アンデスの 小さ

ているうちに

ある東山脈

rf:lにはな

が見え，三

アマゾン

ヒ流のセルバである。雲の切れ日にウカヤリ川の蛇行が光る。対犀の低し、山波はフラシルとの国

あろう。高度を下げ，密林のところどころに伐開地が現われると着地，田舎の空港にしてぱ

立脈な建物に入る。押し寄せるといってもいいほとのタクン一の客引ぎを待たせて荷物を待つ。

のいい雲助風の男が飛ひ出していき，滑走路から荷物車を押してぎて，弘達のはどれ

かと考§ねる 0 太ったヒゲつら， よれよれのズポンを腰にひっかげて大鼓腹を出し，半沃ご、のような

ものをはおって大声を張り上げる。他の雲助らは静かに欠る。その男の中に乗る':とになってし

まった。助手の青年，もう 1人の客兎八逹 3人と荷物。カタガタの車か砂：土こりを巻き上けて走る。

いが，未舗装，丁．事中の所が冬く，息もでぎないようなほこりの中である。 、応， リマか

らプカルパの を堂んでいる 川氏

しかも長谷）II氏の住所のメモが見付からなし、0

してもらってあるが，予定より 2日早い。

しながらもタクン一の運転手にまかせるほか

はなかった。

途中，運車ム手が修理したタイヤを受けとる金がないから前払いて 5千ソーレス払ってくれとし、

う。こちらは 5百のつもりである。とぼげて相手にしない。 4千でもいいと値下げする。これも

ほっておく。食堂の前で停り， ここが日本人の食堂だから降りて 4千ソーレス払えとし、う。小林

氏に聞ぎに行ってもらって，袖野氏と 2人， 車中てねはることにずる。実助タクシーにおとされ

てほられるような観光客と見られたことに無件に腹が立つ0 やがて小林氏が長分川氏と現われ，

料金の交渉を手伝ってくれた。結局1,500ソーレス（約千rel>で手を打った。長谷川氏の話で

港のタクシーは乗らない方がいい，外国人と見ると 10倍もの値をふっかけてくるとか。フカルハ

か新しい街，石油と木材のブームに湧いた人々が集ってできた街だからであろう。

長谷川氏は12年前， ブラジルからこの近くのエルピメンタールに入植し，現在は弟に農場をゆ

ずっている。その弟さん，長谷川国栄さんの家に担話になることになり，エルピメンタールに向

う。道はリマに通ずる国道を20kmほど行って左折，両側に農家が点在する直線路を10kmほど入る。

フカルパの郊外は製材工場が多く，近代的なヒール工場まであった。街のほこりっばさに比へて，

ここがアマゾンのセルバかと思うほどの開けた風景であった。

—週間，世話になる予定の長谷川宅に荷物を降して挨拶，隣りの笹川宅へ食事に行く。 リマか

ら私逹の訪問の連絡かあった時，宿泊は長谷川宅，夕食は笹川宅と相談が主とまっていたようで

ある。遠慮なく好意に甘えることにする。夕食時の話では人植後12年間，私逹のような訪間者は

くなかったという。日帰りの調査団とヒソピー風の写真家夫妻が 1か月ほど滞在したたけ，農

業技術者が 3人もやってぎて， 1週間滞在するというので過大な期待を持って待っていたという

感じであった。小林氏と 2人，共に農村の出身であり，泥臭さには自信がある。幸い日本語の通
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じ合う人々，地のままでいこうと話し合った。

しかった。タオルケットを肩ま 眠った。 くし、なし、0

ショウ畑を見 く。11月12日 早朝，長谷川氏のトラクターに

畑は全部根腐病て枯死，一邪はレモン

けが雑草の中に墓標のように立っているた

し、実かなってし、る

る。

目につく のた っている。

いが枯死している。この根腐病はフランル，パラ州のトメアスの日

適切な対策がないため南米のコショウ産地で大間題になっている

といくらか生ぎ残った株が

4年生の畑では 3分の 1ぐら

し， 

る。私達がここを

た目的のなかにぱキャッサバやサッマイモの調査のほかにこのコショウ も含ま

れている。もちろん，正式にてはなく，個人的に国際協力事業団や駐ペルー 主れたもの

である

朝食後，長谷J11, I両氏の案内てキャノサバの調査に出かける。ま をし， リマ

へ出荷しているペル一人の農場へ。国道沿いの地の利のいし、畑に 5か月日のキャ y サバが 2ha 

はどあった。 Ricachaという在来種が主で他に 3品種が混在。草丈1.5mでよく揃ってし、る。植付

と同時にカウピーを播種し，既に2.5t/haを収穫したと自慢していた。隣の収罠跡地はグラモキソ

/で雑草を処理し， これから陸稲を播くという。この畑は2.5haあり，実収で25t/haあった。ず

べてリマに出荷， t当たり 1万ソーレスの庭先価格だったと話した。筐川氏の話では，彼

出荷たから有利に売れた。普通の小規模の農家では業者にたたかれて，‘に値になる。 リマでは50

ソーレス/kgで市販されているのだから中間マーシンや輸送コストがいかに高いか，生産者がい

かに割にあわないかが分かるとのことてあった。この畑は pH6.6, 砂壌土の耕作しやすい土で

あった。

いて宍戸氏の原生秋の焼畑のキャノサバを見に行く。コシ丑ウを新植ずるために切り開いた

畑であり， 16か月目のキャッサハが雑草，雑木の中にかくれていた。ところが， 2株掘上げてみ

ると 10kgと11kg,驚くほど立派ないもを付けている。宍戸氏は12か月頃でもこの程度の収量はあっ

たとし、う。その後は雑木の繁茂がひどく，し、もは太っていないとか，皆で平均60t /ha iまかたし、と

話し合った。ただし，焼畑 l作目たけである。ここの土は pH6.8腐植の多い肥;;;、地のようであっ

た。ついて笹川氏のコショウの新植の農場に回る。根腐病の枯死株を補うために毎年 5千本 (5

ha)くらいの新植をせねはならない。そのコショウも 4, 5年生の生産量が最大になる頃には半

数が枯れ始めるのである。根腐病の真因はトメアスーで研究されているように線虫とフザリュウ

ム困であろう。しかし誘因として清耕法による土壌の劣悪化，裸地栽培による干害なとの障害，

多肥栽培のための茎葉と根の生育のバランスのくずれなどがある。これらの誘因を除くために，

10戸の日本人生産者はそれぞれ独自のエ夫をしている。同時にコシ丑ウに替わる安定作物の導入

も試みられているのである。笹川氏の新植のコショウ畑はパパイヤとキャソサバが混植されてい

た。若いコショウの苗を熱帯の強光から守るとともにコンョウの収穫が始まるまでの 2年間の収
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入を確保するだめである。渡辺氏の畑では支柱に豆科の生木を使っていた。その木の生

ずぎる感じであるが 4年生のコショウは 1本の枯死株もなくまつわりついている。光が不足なの

であろう。結果枝がやや少ない。この生支柱の結果はエルビメンタールのコンョウ農家全員が見

って＼ヽ るとし、う。

昼食は飢組合長の渡辺正男

日本に強制送還，戦後再渡航し

た。要点だけ記しておく。

キャッサハ：原生林だけでなく，

ルーて生ぶ，育ち，第 2次大戦中合衆国に抑留されて

っている。集った数人の人々からさまざまな話を聞し、

もよく穫れる。ペルー も作り おり大

産地形成が可能。間題は販路，付加価値を高め， トランスコストを安くずるために加工場が欲し

い。チノスペレット，てん粉たげでなくアルコール工場の立地条件もある。上地，水，労慟力

は卜分。道路，港などのインフラ，燃料（ガス田）もあり，政府や農業銀行の協力もえやずい。

コショウ：問題は名いが経営の中心であって新植を続げることで維持していける。 1967年の開

柘時に80トンもの大型機械が走ったため土が硬くなり，その影響がでているのであろう。人力，

伐開地の結果に期待している。

クプアス (Cupuasu): コショウ跡地ヘカカオの代わりに植えてし、るが，非常によい。果肉は

ンュース，アイスクリームに適し，種了ぱカカオ豆より含油率か高く，ホワイトチゴコレートの

原料にいい。大学で分析してもらし、，業者の引合いもあるが，新作物，新産業として日本の協力

を得て開発したい。

大使館，国際協力事業団への要望：ブラシルのマナウス地区からの再移住の人々が多く，移住

対策が比較的完備していた地区から， 12年間は全く無対策の地へ移ったためか非常に沢山の意見

か出された。たとえば教糾書の配布， ビテオカセ、ノトの配布，技術指導，資金の導入，加［業者

の斡旋などである。

11月13日 出発前の日程に合わせて IVITAを訪問，サンマルコス大学の農場。 IVITAを直訳

ずれば熱帯獣医学研究所であるが，実際の仕事は草地造成を主とした畜産の研究である。エルビ

メンタールから国道をリマの方へ40km,1, 500haの敷地を持つ IVITAの訪問は荊野氏が中心，私

2人と筐川，宍戸氏は同行，見学のつもりであった。しかし広い敷地によくマ y チした高床・

平屋根の本館で概要の説明を聞いた後，圃場の見学に出ると，ます笹川，宍戸両氏の目の色が変

わった。マメ科牧草の見本圏，採種畑でコショウ畑の下草に適する草種を探すためである。ここ

の畑はほとんど表土がなく赤土（部分的には白い粘土地がある）で pH4.5ぐらい。エルピメンター

ルよりかなり悪い。研究員の話ではプカルパ地区の土壌は強酸性土で pH4.~-4.5, 私がエルピメ

ンク・ールは5.5-6.0たったというと，｛言じられないという表情をした。笹川，宍戸氏は作物や草

木の生育からみて， 4.5とは考えられない，ここの試験地の土とは大違いだと日本語で話し， 3種

ほどの種子の分譲を頼み込んでいる。今まで近くにありながら訪問したことがなく惜しいことを

した。今後うんと利用したいという。コショウの病害対策で調査・指導にやってきたペル一人の
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3

の

どうも信用できず， IVITAら同様と思ってし、たらし＼、。ところ

として使えるマメ

,, し、、）。

キャッサ

目で立派た~ ったので見直したよう

h こ

Pゴ
~

,id̀ 
レj のなし

によって30t /ha 

してもらう。ロックホスフェイト

してくれた

コショウ

回っ

は前者の300kg/ha

品種はリカーチャ (Ricacha)という

5か月日のキャ y サパの生育はよく揃っており，草丈1.3mほと，

灰の効果をみる

17t/haだったとしヽ う。

んだものである。植付

もあって，立派な

った。そのあと る。驚くほ

ただし，

＼，ヽう 3 小林氏がカンゾョで飼うよう

たけてあった。笹川氏が子豚の

入j;こし、とし＼う。コショウ

てし、た。

したが、

申し

な豚舎にヨータシャの柿豚と子豚がし、

してあり，放牧試験を訂画してし、ると

、てし、たの！まニルピメンタールの日木人

く。

クズがはひこっており，

ャッサバとカンジョでやって

っマ i、、 -口と笑っ

リマ怪由でコロンビアに帰国する前野氏を送って ったが，主たも機ぱキャン／

セル。街に戻って別の航空会社の夜の使に変更し，伊礼門さんという日本人経営の食堂て休み，

る。彼は昭和11年渡秘， 8年肋にプカルパに移ってきた。店は順調てウカヤリ地方の日系

人の相談役という感じである。話しているところへ， 日焼けしてにこやかな日本人が入ってきて

雑談に加った。渡辺ススム氏，エルピメンタールの一人であるが，一人息子に農業はまかせて，

ゥヵャリ川上流地帯の木材探しをやっているという C フランル国境など， フラポーと呼ばれる

明未接触の種族のテリトリーーを し、て I, るヽ。 3週間の仕事から民ったところて，話が湧く

ように出てくる。 もまた名＜，魚のクン製法，野豚でハムやベーコンが作れないか，野生ヤ

シからの製油はなど，答えられないユニークなものばかりであった。

夜行便を見送って村に戻る途中，渡辺氏から話を聞き続けた。キャ y ツサバだけで生きている

カンバ族のこと，野生ランやけもののこと，人の生ぎ力の話なと。

11月14日 午前中資料の整理。名少疲れがi留っているよう 小林氏は全身ダニ（ム、クインと

呼ばれ， もいるという）にやられ，赤くはれ上って痛々しい。かゆくてたまらないという。

私の方はほんの少し，ほとんど気にならない。笹川のおじいさんがきて雑誌。ムクインは一度は

全員がやられるが，やがて耐性ができるという。笹川宅へ行ぎ，早目に昼食をとり，昼の炎天下，

コノョウ畑の調査に出る。気温は40度近いたろう。 lmの穴を掘るのがつらいほどだった。コショ

ウの畦の上層ぱAが30センチ，灰色，乾燥していて軟かく， コショウの紐根はこく少なく，黒度

しているものが多い。 Bは 5-10cm, 硬くて不透水層のようだ。その下部20cmほども硬い。これ

は開墾時の大型機械のためにできたもので， コショウの生育不良，根腐病の主な誘因であろう。
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下は軟かく， 十分保水してしヽる。

砂まじりの粘土である＂この畑

ろう，植付後 4年目で怠るか

ここま るまし 'o 腎r
し

も名し、畑とかで， 1万 2

家に戻ったところ

し、ぜし、 2

なった。

る｛ 

因を重視し，

栽培去の改良

間題である エルピメンタしールの人々に

開拓地で育った私の二人には，

夕方，長谷川氏の畑の 屋敷近く

とは別のとし

かかった間題である。

し、ほど分かる。

っている12年生の木の根を掘ってみると，根コフぱ

付いているものの，生きた根が下

た。 一方， 4年生の畑の つ

く人ってし、た。土は60cmま 、A層， も十分てあっ

との間を横

びた根が畦間の C層の露出したあたりにやっと届いているたけてあぅだ。

夕食時，渡辺氏が山奥で採ったという を 2 しイ‘’ って頼Iv とア

ンチモニー のようだと 全く盲 はなし 'o

11月15日 廿氏 宍戸氏，野地氏と一緒に IVITA 日，パイチニ，カン

ミターナ にアマゾン＇ 名な食用 ぎず， しておし、た

のである。パイチェはアマゾンド流でピラルクーと呼はれる世界最大の美しい淡水魚，カンミター

ナはタイに似たうまい魚て，昨年訪れたレティンア（今回も訪間予定〉で冷凍加丁して内

空輸していた経済価値の高いものである。初当の研究員 と し、したか

のように熱弁をふるって話してくれた。彼の語によると，パイチニは肉食魚，年間12kg/匹増体

ずるが， 単位面積：附たりの養殖数が少ないので，経済性はガンミターナに劣る。ガンミターナぱ

雑食性で酸素要求量が少なく，底十の中まてさらえる。魚価が高く，年間 2kgくらい増体し，

ごく有望てある。研究の目的はアマゾン低湿地住民のたん白補給。この地方ては滞水のため畜産

はむつかしく，養魚の方がいい。とくに増水期には日然漁業による捕獲が激咸するので，その時

期の出荷をねらっている。養殖といっても，人［採卵，ふ化は末成功で稚魚を採っている。ブラ

／ル・ヘ不ズエラでは成功したというので，頑張りたい。水産業の最先進国日本の研究協力を要

したい， とのことてあった。もっとも，専門外のスペイン語の早口はよく理解できず，誤解か

多し、。加こ鶏用の餌を丸めたダンコを投げると， 40cmほどの黄色と褐色 (2種とも，変色ともい

われる）のガンミクーナが，濁水の中から浮上し，むさぼり喰ったっ

そのあと，キャッサバの担当者，一昨日のセサール氏が，再生林を拓いた畑に案内してくれた。

7か月目．素晴しい生育，無肥料で40t/haになろうという。黒土， pH5.6。続いて小林氏の

て近くの農家のカンンョ畑に案内してもらう。最初に訪ねた家は掘ってしまっていてダメ。 2軒

日の裏庭のような雑畑にほんの少し植えていた。丸葉の品種と細葉のもの， ともに赤いも．後者

はリマのトレスメ／ーナ (Tresmesina)らしい。細葉のキャノサバの品種がかなりあった。他に

4種識別でぎたが， うち 2つは !VITAのリカーチャ〔Ricacha)とパロマルモ (PalomaLumo〉。
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名ぱ げなかったが， ごく

アタラヤ出身の男

トレスメシーナと話してし＼た。

、カンパ族のキャッサハの話を間し、た。彼ら し

てし、る 一つ， トレスメシーナ， ウンアニョー (UnAno, 

ん
-/-, 

✓, ,~ ある。また，

になる。チョンタヤシ

ともう ~ペ）だとカヽ。以

えて＼ヽるとも話していた。

，元のトウモロコシかビ::,IFつ

たチチャモレ~ ーノとし、う飲物， どれもう主し、。みんなから日ぷ人， 日本政府などへの

を聞く。私達二人が日本人の国家公務員ということを感していない口ぶりであった。この 5日間

したのを見て，同し農業者として扱ってくれているのかと思うと嬉しくなった。

しくなってから，長谷川氏のトラクタに乗って奥のコショウ畑へ行く。 12年前に入植し

た時，道路沿いの屋敷まわりから植えたコショウは毎年虞に向って新植されているから，

心って発病の経過が見られる。 10年生の畑はレモンが再植されて成木に近ずいており， 8 

カカオ， ガラナ， クプアスの苗木が植えられていた。その先は枯れたままであり，虞の 3, 4年

生以下の畑にはさまさまな工夫がしてあった。無肥料，小株支己 レモングラスの間作，

柱。必死の模索である。生木のマメ科の支柱木：ま良く生育しており， 3年生のコンョウ

るが結果枝は陽地の半分しかない。レモングラスの間作畑も枯死株は少ないが，乾季は牛育

になるという。考えつくずべての対策を話合う。

11月16日 午前中，手紙を書く。午後予定されている講習会で話す内容を組み立てて入る。コ

ショウの専門家でも熱帯農業の専門家でもない＾＾＾人が，アマゾンの開拓農協で講師を勤める破目

になってしまったのだ0 地下作物の探索導入という今回の出張とは全くといっていいほど関係ぱ

ない；まずである。しかし，農業技術者としては受けねはならないと思うし，精いっぱい中味のあ

る話もしたし、。幸い日本語で話せるから。

午後，渡辺正男氏宅で小林氏がカン＇ンョの話とコショウの病害対策として接木，実生苗選抜の

話をし，私はコショウの栽培全般， とくに土壌管理の話をした。また質問に答えキャ，J サバの加

工や飼料化などを話し合った。

11月17日 長谷川氏が購入した旧松波農場跡地を見に行く。雑草の繁った中に惰せたコショウ

があるが，生存率ぱ意外に高い。エルピメンタールのペル一人が栽培しているコショウも収量ぱ

少ないが，枯死率は低いという。みんなが指摘しているように多収穫栽培法自体が無理な栽培怯

であり枯死率を高めているのは確かである。しかし，経営的に考えれば答はむつかしくなる。

午後，笹川氏夫妻が支柱用材のi、1主文に行くのに同乗してアグワイティア叫の港村まて出かけた。

約25kmの田舎道であるが両側に農家が点在する。キャ yサバ．マンゴー，オレンシなどを作って

いる自給自足に近い農家と比較的大きな牧場，養鶏場がある。帰路，養鶏場の一つに寄った。中

国製の発電機を見るためであった。日本製の方が優れてはいるか，修理不能という。その養鶏場

はフロイラー専門であり， 5千羽ほどのヒナを45日で 2キロ（早ずぎる？）にしてプカルパに出
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［て＼，ヽ るがさ
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入りノ

リマからくるため， 50kg袋 7千ヘソ

してぎたのを原木のままや，

月日［ま400haほど

,700円 tずるという。

してトラック

したし、と話してし＼た。

_._ 
1と＼，ヽ

✓a てから小林氏

11月18日

出，新仔の

したニルピメンター

と話ず。行員の一人と筐川氏

る日である。

をつけてく

るた

毛皮を一枚入手。

目

へ行くとアエロペルーのイキトス行はキャンセルされており，機のやりくりがつかないので，当

分駄目たとの話，げんかにもならない。イキトス行の乗合飛行機はあるが， これば満席 (28! い

になら

クラボト

出発しなし、。名分今週末ぐらいとの話である。ここ，

あきらめたように，主たレティシ~ ア 3 タバテ，iン

カルパヘぎた時ュリマグア，

なし 'o った。 ここ か， リマ

らなし、しもち

でイキトス直行便で行くか

てある。後者にしてリマまての切符を買った。この料金が―・.本立であった。ヘルー人と外国人用

る。伊礼門氏の息子さんの名て買ってもらったら8,200ペソ， 1自接私達が買うと 2万ペソであ

る。しかし考えてみるとこの国を訪れる外国人は間違いなくペル一人より金持てある。腹は立て

なし、方かし、い。もっとも安く買えたから落着いてしげこのであろう

リマ行の出発が夕方のため，笹）II氏が［事中の港へ案内してくれる。海のような大河，巨大な

浮棚橋，倉叩群を建設中てあった。そのあとヤリナコチャ湖へ。大きなニヶ月湖て、水は透明であっ

た。湖上を渡ってくる風は涼しく，水路になっているのであろう。いろんな船が行きかう。投網

を打つカヌー，水浴ずる子ども達，水鳥， まさに楽固である。しかし私たち 3人がくつろいてい

るのは，合衆国のスミソニアン研究所付属アマゾン言語学研究所の空港のはすれである。闘ヒ機，

水上機，ヘリコプターを持ち，広大なキャンハスを林と芝生で被し、， しょうしゃな住宅と

売店，教会を散在させた研究所，スマートな白人の子どもとずんくりしたお手伝さんが歩いてい

る別世界たったのである。シャングルの熱気もプカルパの砂ぼこりも決して入りこまない別天地

てある。この研究所の業績は専門外の私の耳にも入っている。しかしこれほどの施設を目の荊に

ずると言語学者，民族学名がかつてのレヴィストロースのように泥にまみれて働いたというイ

メーシが眉えてしまう。彼らは研究対象を同じ人間でなく，別の生物としてしか感じていないの

ではないかとさえ思う。

プカルパ空港を飛ひ立ったのは夜も更けた10時40分， リマ空港でタクシーを値切ったため，相

乗客を待たされ，ホテルに入ったのは 1時20分であった。

11月19日 旅行エーシェントに行ぎ，航空券の変更手続きをする。イキトスータバティンガ便

は七曜しかなく，金曜にイキトスに入り，土耀直接マナウスに飛ぶことにする。追加料金を71ド

ル取られる。結局ペル一国内線ては 2度キャンセルに会い、 さんざん苫労し，訪問先を 2か所割

愛し，更に120ドル余分にとられたことになった。
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てーし をとったところ なら公し、たし、とのことで，歩し、て
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か

？こ ってし、て，ニ~ルピメンタールの人々

のため， }~ メア こっ
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にかげておられ1こので， 1 

に戻って もこ',.’ 彼

きて~)らうことになってし、るか

メ・卜''
しご；ミしし、と頼まパ も してはし t'

ゞしこ

くぐ夕食のヒラフの油

しかけたり， リンパ

ドチンキ

7, 
"-'0 

11月20日

くなった。ゆっくり

ったとし、うが，エルピメンター

出，足

ったが，耐えら

ムクインにやら 入ノ

った。このムクインのかゆみ（ま薬が効かす， ョー

睡眼不足が胃腸の働きを弱くしたようてある。加えて

医者へと話し合うか， もう少し様子を見ること

ホテルを出て岩 る。 3度目の居候である。 リマの我家の惑じ。素

しし、御夫妻である。感謝の言葉かない0 ホテルのフロントで洗櫂物を待つ間，小林氏かかゆみ

に耐えられず，足をそっとさすってし、た。それを見て私に声をかけてきた中国人がし、た。風土病

にやられたのてはないかと聞く。まさか。私か事情を説明すると，毎日洗うようにと特殊な石け

んと軟こうを部屋から持ってこさせて渡してくれた。 リマ生れとし、ったか， きれし、な日本語応話

した。

くまでしてし、た。また先日杉山氏が CIPに寄ったという。フラ

ンルからの噂寺帰国の途中，私逹はボコタ空港てあった。杉山氏は日本滞在を終え， もう帰任し

たのである。私逹の旅行も 1か月過きた。

11月21日 アエロペルーはまたキャンセルした。 11時15分発のイキトス行はタラポトで折返す

という。 16時発のファセ、ノトは満席たから19時にきてみてくれという。これだけキャンセルが連

続するともうどうにでもなれと思うようになる。遅れるのではなく飛はないのである。前野氏の

も含めると連続 4同。それであやまりも事情説明もない。払いもどしばします，それだけであ

C} 
る

中南米 しようとすることは不可能であるだけてなく，秩序を乱すことなのであ

ろう。誰もそれを信しも期待もしない。ャーノスでかつて出合ったように，いつくるか分らない

車を何日も待つ人々，病気の子を抱いて川を下ってくる舟を待っ人々の住む国である。日本人が

として動し、ているとすれは， ここの人々は日を単位として動くと思えはいし、。国

電の 5分の遅れがなんとかがまんできるように， 5日の飛行機の遅れはがまんせねばならない。

を決め，ヘル一人になり切って待合室のヘンチに座り続けることにした。幸か不幸か小林

氏は昨夜ほとんど眠ってないそうで， ぐっすり眼ってしまった。彼にはもう泥棒の心配はない。

ひたすら体調の回復をはかるだげである。私の方は凡人，美人はし、ないか，変わったことばない
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かとキョロキョロしていた。ずると可愛し、

るほとあると笑りと， のアンケート から

てきて少し げるかと聞く、9

を見琴用紙を取り

出して聞

フラートでくるん

して， 廿音

ぱ分からなし、C

去った。

こ

を）^ 

出発

,. ,, 
へ.,

ではキャン~セル

さざるなえなし、し，

ルーの批i間をずることに位ってし主う，）

はもう 5回目である。

ざオしたことも，

ありかとりこさし、ましたとにこやかに＼ヽって立も

ぁる

も

竺

シク夕

し(::一気j-『し、た力沿どう力、

なくなし、0

まず，蔀便局の日本宛の料金が午訓と午後で違う。午前中は切手があって90ヘソで出せるが，＇「

がなくなると 100ペソとられ，スクンフを担して〈わる。逆なら主た語：土分かるかがタハご1

鯰ハガキの伯が隣合った店で違う。人を

ファセノトのカウンターに行ぎ，

をつげて＼、ヽるのてはなし、よ~ うてある 0

し を出ずのがコツのより

せっかく手に入れた窓側の席も なしたったが，

'.)-/~ 
ハ,kn'- ホストンハソグを受けとると｀サイトを開げ，「カメラ

れた．／」とひと

ィキトス

゜
t

}

 丈し ぶりから7火ても，そんなところにカメラを入れる素人では

なし、。とんな目的でやってし、るのか，黙って様了度を見る。

日の便でリマに戻って届出ることになった。

ぎだったのであろう c

にーし、し 出てタ

る人々

なし、。アマゾン‘ンャ/.タ~ ルの頁只中なのにてある。

げるようにして

る。ずべて

11月22日 早朝，河心いを散歩ずる。軍の底設が知くド上官らしいの

ご一，＼
 

i
j
 

.-
―― ―― 

，
 

てシご

こと

な

し,-cしヽる。

と

)
/
 

じ

ふ+-
/~,~ 〇

合乗タクソーで同乗者を待っていると，彼女がニコ：：：コして乗込んてぎた。驚いてたづねると明

は会社持ち， と笑って答えた。目的は帰路の旅

に屯．いの虫もし、

しかけてきた。アマ

ソ／開発に日本など各国の協力を期待してし、る。たたし， クリンゴ（合衆国）はクメた。奴らは

すへてを奪っていくといった。細い露地の中の巾場に人る。とくに珍しい物はない。魚がf物た

けたったので間くと増水期に入って獲れないとし、う。 7時，ホテルに戻り，し、くらか回復した小

林氏と先刻見付げておし、た I.trifi、daらしぎ佗を見に行く。し、もを探したかなく，種子を採取。見

物していた男に聞くとカモーテでし、もも採れるという。小林氏は彼らは政培種，野生種の［ぺ別が

てぎなし、のたとし、う。

戸
上、 またトラフルが起ぎた。先づ，クルセイロのカウンターでタラボトまでの予約が入っ

てなし、からタメだと断られた。空席なし。ただし，再確認の入ってし、なし、17人の団体があるから

とし、われた，: ¥Jマのエーシェン＇卜て頼んたばずとし、っても，然々受付けなし、。これたけトラ

フルが続くと，かえって気軽になる。ずべてキャンセルしてメキシュに飛ひ，半月寝て暮して12

月18日の JALで帰 ヽし、。ナっかりラテン気質になってしまったらしい。ところが， 17名
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同じようにすべり

の団体に違いなし、

だペル一人の田舎出身らしし

ることになっだ。あわてて出 きをする。

つ文まとって離かな＼、。初めての出国

て心配たから，

して

してほしし、とのことで，

あぎらめて小林氏は

ロに主でついてくる。換全事務は

な，私はタバコを買って ~J.-),',, ,_ -'、-1よっ

しかし'なにもあわてるこどはなかったのである Q

全く静かて．間くと

本

ぎて詰しかげる。

つしし、るのだとし、う。

るより手ばなし、。スペインの団体客かいだc その一人がやって

らしなさ る。日本の止確

なことに私のスペインに関ナる知識は，ドそらく彼ら上流階級にはタフーである市民戦争につし、

てたけであった。 2時間はどたって，数人が音楽に合わせて踊り：よしめた。一人の婦人は素晴し

いステノプを踏んていた。見つめていると，有名なダンサー．かつ教師だ， 吋者に踊らなし、かと

L
3
 

など世界旅行中

もう閤水しているヴァルセアを除

ってぎた。断って．

ぎやっと飛ひ立った機はアマゾン本流の」こ

緑の密林てある。

ずめて． タバティ

"7-' 

‘’ 

そ已，

即 し~ 亡クルゼィロ

もコ、ーヒーショッフもなし、

ってきて， ラテン

何年か前の日本旅行のエピソード

チャンスを失った。

る

し、fこここからぱブラシルのローカル線であり，

人が乗り込んでぎて，にぎやかになった。彼らの話す 7ラシル（ポルトカル j

，こ

のだ

を下げ， レティシアの町をか

ブラジル

も分から

なし、。 9日間のフラシルの滞在か心配になる。夜に入り，テフェの町に着ぎ，再び上ってマナウ

ス空港へ10時屑。入且］に手間取った。自田港のため手持のカメラ， レンズ．テレコなど番号まて

申告しなければならない0 点い知人の同僚，石沢氏が迎えにぎてくれてし、て、夕食後宿に｝いった。

夕食ぱトウクナレのシチュー， りにファリーニャをたっぷりかげて食べる。宿は友人のず

すめてくれた港近く

11月23日早朝，

それでも冷房が付し、てし吠こ

く。品のようなリオネグロ。大型船， J11船，観光用ランチ， カヌー，

無数の船の群と人々。公設市場， カン＇ミターナ， トウクナレ，ホカチコ． ピラルクーの塩漬など

魚は非常に既富である。

石沢氏か迎えにぎて 途中，土地の起伏の名いの く。新設の白い字港は超近代的で

今までの各空港のように貧しい人々の姿は全くない。ところがバスフのカウンターで申告書を書

し、てし、る間に足元の白いカバンが消えた。盗られたとは決して思わなかった。車に置忘れたので

ぱないかと思って駐車場まで探しに行き，間違えてポ;-クーが運んたかと思って乗客の荷物を見

て回った。なかった。見事に盗られたのである。 3人のほんのわすかな隙に持ち去った技を貫め

てやりたいくらいだった。しかし，泥棒は中身を見透す目はなかったらしい。三つの私の荷物の

うち，最も高価に見えるハノク（合成皮革， クリーム色他の二つはサノク)の中身は着替えと書

類，洗面用具，古い使わなし、200mmレンズなどであった。実質被害はセロ

帰途正式に盗難届を出ずことにして，乗機ずる。

しし、。ベレンからの
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の宿てある。それでもツインで35I、ルと＇女: ~'o 

してもらう。 2

心に300人の

バラJ什

ム、／がひと、し、、。近く

の実生個体と

レストラン'

ファレシ 1氏

している

ンのこと＄油ヤシのことなどc 雨のあと，

た記憶のなし、と＼，ヽ うカン＇シ丑が 3品種， 一面

る。シャワーが止むまで，

くのマモン

らしぎ株が少なくなかった

される。カニ，カメの

トゥクピーはキ，サッサバをし；まってファ I)ーニャ

て作った

11月24日朝，

ソースである。

氏の

してくれたへ ;・:rンチ

る

どこの町ても

の自

のハワイマモン. (/、ハイア）を中

今［口］の出

を聞く．マモ

えのカンンョを見るし植え

し，花を付けてし、た。し、も：［アリモドキゾウ

`
 

り^

パタ／トウクヒーを初めて

ぱカンシ

も面白く，得るもの

ったc

にアヒ(トウガラン）などを入か

し、a

〇

ここでは薬草や{莫万風の虫，けものの 1—物が目についた0 .i圧郊の日系の婦人が百物を売っていて

声をかける。 トウクピーのビン詰攻どの写真を撮った。

会社， Motobelへ寄る。トラクタ，＇、木建築機械専門の 150人はどの中堅会吐で活気が

克る。次いで JAMICの支部へ。仁科支部長から管内概況を主に話を間いたが，農務長官訪間の

間がぎて中断，午後再訪して話を続けた。千葉三郎氏の始めたマンショカ〗キャソサバ）

バハスヤ、ンの採算性｀油ヤンの栽培， フラシル政府の対外政策の変更なと話題はつぎなかった。

明後日の私逹のトメアス試験地訪間日は，丁度試験成績発表日になっているので，仁科氏に同

することになった。

バラ J+I此務長官ファレン＇ー氏は先に熱帯農研センターを訪間した折． ド手なスペイン

したことがあり，再会を喜び合う。清水氏とマンショカ協会の押切氏か同行してくれ，逍よを兼

ねて話し合いに加った。話題は主としてバラ州の農業の中心となっている日系人の活動，

開発計画．マンンョカ（キャ、ノサバ＼の大規模栽培の可能性と間題点である。

11月25日 EMBRAPA--CPATUの訪間日。 JAMICの山中氏が車で案内してくれた。

拶のあと個人的にも手紙をもらっているキャッサパの研究員ミルトン，エロイーサ両博士に会う。

詰はスペイン語＼ブラシル風スヘイン語）てあったが，なんとか通じた。バラ州の在来i古師の変

異は大きし、が，比較試験では CIATの育成系統かかなりいい成績とし、う。 4-5か月て収穏可能

な¥¥ミコ 11 (Micoヽ ）という品種ば持っているが，熟性についての認識が弱く，説明に苦労した。私
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としてはアマゾン のごく

ってし、なし、らしし、。フラジ

してし、るとしヽ う c

，
 

＼
；
 

/

/

 

b

しィ ては細）Iiさんとし、う

について

につし、てはバイア州にセンター

もらったコン＇ピュータ用

しかったのてある

って，そこ

4
:
5
 ＇ 

，＇＼ ら

をしてし丈こ構内に．ある し、
C 

にはカン:/cl, ヤム， タロ，カンナなとの地下作物もあり， 力/::,ョの

ー った。ハレイショも植えられてし、た 地温上昇防J十のため，

9

く、` がしてあった。キャ y サバの ぱ晩生のバレイショくらいの茎葉で大きな塊根をつけ

ていた＇’ミコ”，名 しい品種が日立った。 ため，

とんどなく

況明を受げる 0 十はほとんど白に近し、細砂，病害は乾季のため Cercosporaspp, 

たが，明らかに CBBと思われる茎の先端枯死が見られた。

した自然公園植物圏，博物館を回る。

品種保存圃の

けであっ

は全くない。植物薗でシャワー

帖枝が折れて落ち，

キ~つ l<.o と

には下立が少なく， lpomoea属

り，見る間に水が届り，流れる。

う。アマゾンの雨であった。

11月26日 5時，賠い大通りを東に向う。 るし、<) を抜げると

向側に再生林を残してし、るため，人家が見えす，密林を走ってし、る感じになる。給油， リットル

45クルゼイロ，約170円と高い。コーヒーは 3クルゼイロ，さすがコーヒーの国である。かつてコー

ヒー価格の暴烙時， コーヒー豆を燃やして汽車が走ったとか， コーヒーて車が動かせれはとふと

考える。 6時半，カマ川の渡場に着く。地図ては確品できなし、ような小さな）IIと聞いていたが，

) 11幅 2km, 満々と水をたたえて流れる大詞てある。バルサと呼はれる鉄製のフェリーが30台近く

の車を乗せ， 2時間毎にタグホートに引かれて往復している。両岸の船付場には長蛇の車の列。

ベレン側は生活物資を積んたトラノクと空車，トメアス側は巨人な丸太を積んたトレーラか多い。

このガマ川は日本人のアマゾン移住の舞台であった。 トメアスヘ入柏する人々ぱこの川を経て

アカラ川を卜った。敗戦後は渡しの手計］のガマ地区と呼ばれる低湿地帯に稲作をずるために入植

した人々が，汗を流し，敗退した。同行の仁科氏が移住，開拓の歴史を話してくれる。成功のカ

る物を生産すること。ところが確実に売れる農産物は全くといっていいほどない。コショ

ウたけが売れた。ほかの産物は，いかに生産性を高め， コストタウンを計っても，需要が少ない

ために経営の拡大ができない。成功のカキは技術ではないのである。確実に先れる産物が開発さ

れてから，作る技術の出番がやってくる。

カマの渡しを過ぎ，舗装道路を飛はし続ける。コショウ畑が現われる。 トメアスから移動して

きた新植地である。クアートロボカという西部劇のような町で右折，牧場の散在する開拓道路を

走り続け，アカラ川の清流の橋を渡ると第一トメアスの町， ここから第ニトメアスの中心街まで

は再生林と草地の間にコショウの廃偉lが散在する活気のみられない農村地愕である。第こトメア

スは立派な町，ホテル，病院，銀行，農協，学校，商店街と揃っており，製材工場， 自動車や農

---76~-



2.5万 haの

も少なくなし 'o

うち 1万ha

の人々の狩の試，

,-r 
'-- ↑

 

）
 

,
f
 

トメアス

して農業をしながらチコウ

あるし、：よ INATANと

；こあった。

ハハイヤなどの

げ・c

てし、るアマゾてア

を間〈、

を［司るとコン a ウのほかカカオ，カラナ， iI廿

様 されていた。今まで回ってぎ

細さが感しられた。

キャ，；サバがあった。

ポット

とを間〈 e

の少し~尤

30人ほどの日

間の試験粕束を間き，買疑討論かいわれた。し

).~' ,~_, 

ョウ。どれ

ユショウの実牛苗，

と全く同

ったキメの

ぁり， 

されるこの

しし、会てあった0 主るて，

H•t: の国内の討論会に出席しているようなふんい気てあったか，おそらく

よりな形て討議ずる去：，t、U4囚［月ては見られなし、てあろう。残合に思う。

し
J この

の内容は省略ずる

か．専門家として研究にぎている福富氏のコショウの病害とくにマリキ・ 夕

研究，岸氏の土壇管坪法の改良，職員，長井氏のカラナの個体変異についての閾青結果は巽味か

あった0 カラナはマナウス近くのマウエス地万で採取されているし力且恥清涼飲化の！息料樹木，

フランル政府てはコカコ--ラに替わる飲料として増坪をはかっているが，野牛植物同様であって

栽培仏か確立されていない。長井氏の報告て：ま丈生個体の—---•本崎たり収鼠ぱ平均約 6kgてある

そのレンンは 0-26kgてあって， 30%の個体は収量セロであった。彼は生産鼠の名い（もちろん

紛合的に優れた）個休を挿人によって増殖ずる方法を発表したのである。カラナがコーラ←四いっ

て世界で愛飲されるかどうかは別の次元の問題であろうか，少なくともこの研究がフランルのガ

ラナの飛躍的な増痒につながること 1ま間違いあるまい。

夜はコンパがあった。シュラスコを食べ， ピンカを飲み，晶り続けた。 11時，＋な客か寝手に

戻ったあと，テレコのホリュームをl::.けて踊った。サンハの国てある。日系であっても若い人々

の踊りはさまになっており， 日本から赴任している人々とは雲尼の差があっ

11月27日 福富氏の案内で場内を回る。コショウ根園病のいろんな症状， カカオ天狗東病の圃

実生苗なとの況則を受け，マンショカ協会のキャ y サバ試験場へ0 、コショウ廃菌地40ha

に昨年 8月に植付けた122品種が収穫を待っており，草t2 ~ 3 m, 無肥料で非常にいし、生育をし

ていた0 • 年目の収鼠は122品種中30品種が33t/ha以!・_,381日目て150t/haの品種， 191日て56t.1

haの品種もあったという。現在は上位30品種について生産力検定試験と 2か月毎の生育追跡試験

を実施中であり，コンョウ跡のような肥沃地であれは ha当たり 40tは可能たと語してくれた。品

リストの一部，成績の＾部をもらう。圃場のキャノサバ にもかかわ 名＜，

CBBがごく少， Cercos/>oraspp. の病斑がし、くらかあった。この品種群はトメアス試験場

からのものと直接収集した在来種である。ここの一般の畑は機械植のため水平挿，塊恨は苗茎の

向端と節に付くという。また， レシフェの嬰地てヤムの大規模栽培をしており，食用として販売
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してし、るほ らしていると

くに Nippak;、日伯）の 3ha, 

のイメージカヽら

えた。

5千頭の 斗-
つ 1~0 の中の牛はア ノ...、/

; 0 

ウrで“ーこ
ヽ
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ン

｀
 

4
 ふ

jJ
しーダ打り？

る

宍r汀つ i

.,. ヽ
C

め
，
 

＼半の木

キ
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`
 

な大沼御殿を見，

ンコーの大木がありき シンガポールからの最初のヨシ丑＇クの

ど、自然更新による何代目かの

G
 

ぷ
ノヽ9

>
 

し」ヽ カカオ

あろう。

花のオ-;レスバイスの木があった。

ロアフリカでぱ

してし、る畑の中に抵抗性｛固体が 6本ある。

らく草：野氏の畑で見付かった 6本も，

ったとし、う。次し、

る。 50年廿りの入

またバイア州で

にカカオの天狗巣病の抵抗性

これを接木で増してし、る

してしヽ るの

さ~り d-J-.'一 りてなく

る。

夕クラ4ヽ

、l

う。比較的容易

3 

育成かてきそうな

につくとすくエンスト．

閉-心トメアス！打

ディストリビューターの破損。

11月28日

ぱずべて

タクシー メーターは付し、てしヽる

の硬化ヵ入らストーーン"、7ル・-ツと呼ふ::しが

どうしようもなく

1時間かかった。

り
／
i

ガマの

アメリカの生｛舌に慣れたとぱし、え明朝のマナウス行か気になる。

ホテル着も

／フレ 9年100%の国たから，メーターどおりの料金はありえなし、とし、ってし、るらしし、し今まての国

＼コロンヒアの一部を除く〉乗る前の交渉が必要たった。

し

とし、うノ‘

出ちろん，

かった

｝＼ 

ここて：土~全く

4
9
4
 j

 

そ
込

3
卜
4し一i

 

ヽー＞さ
jた-'

 

1

1

 

-
〉

事

r
`

まて抑してし、つ

しの終便は 6時，

フラシ八

＼
 

しA1
 

乙
ー

さ、hて ,jし、,戸う 0

，
 

切な人々

A
(
6
 

ふー＇
ャ
{

，＂， 

｛こ

し＼戸

克ろ

テ ン＇ 

:tィ

になったお タクン..に乗るのは初めて， メーター料金の掛率についてやり合うことになろう

とぱ思わなかった。機は順調に出発しサンタレン~ に

河を横断ずるのに 1分17秒かかった。

マナウス

った。タバジョスの大可

く。彼は自称アマゾン屋，

負ったり．凋査団や撮影チームのエーンェントもしている。

ノヽ などは完成してし、る ~I。昼食ぱガン‘ミターナのサシミ，ピラルクーのステーキなと｛ぃ尺氏

の手作り，

に時を過した。先日のオーロラホテル

ずべての材料をヨーロ、ノパから運んで建設し，

11月29日

木と

~: よJAMICの津涌氏と友人の橋本氏が出迎えてくれていて，

。
ろこレJろ

ものすごくうまし 'o

動物，

闘港の市場へ出かけ，

本氏のオフィス

魚類のはく製の製作，販売のはかアマソン地区の

ませ，

アマゾニア博物館の設

を出しに行き，

ファリーニヤを買う。「iと黄の 2f皐

ってだべり，

く途中アマゾニア劇場に寄る。第ー一次コム

ヨーロッパの一流の芸術家を呼ん

l kg40クルゼイロ，

じてある。港のゴミや汚水の流れているところに !pornoビ(J切）群生かあり 了

（でな

時，

ある。

8時， 凸｛凡津浦両氏と船外機付の船で港を出る。 日曜のためか船着場は人て埋り，乗合船のま
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りっ

ス

i
 

ー

[
I
J
 

出身地も）ii廿7,し、

、いの高し

う。

出t告し

カヌー

iヽヽ る a これらの

あり今向の船を見慣れた日に

の船はネグロ河をドり，アマゾン

カソリンスタンドて給油，マナウス側の

とされてし、るたけあっでネクロ河の黒し、水とアマゾンfLiJの口っほ＼

き，盛り上り，

るとーヽう。

デスから，ヤーノス

ためである。

アマゾン

とこ{O 

ぐ
6

上ー＇ど

こみーる

てくるさま

黒の水に『を入れると，黒し、不クロ Mの水の方

ウカヤ i)' マラニョン詞など， 6千mのア／テスの

ら小さ

くc

,,、
り

っているとし、う。彼らの家は 3m近し、

んでし、ると（よし、え， JI!

あった。こク、一

よるエネルキーのほか，水温の

やコロンビアアマゾンの水

に入る。とし、っても大面

る。淡水イルカが姿を

を進む。岸のカケのしば平担な草地，贔床の家とバナナなとの{',j,, 水靡主で踏跡があって

水汲場があり， カヌーがつないである。加谷する裸の子とも逹。のとかてある。が， 4月の培水

期にぱすへての控地は水の下になり，家と林だ：ナか水直］に残るとか。橋本氏の土地の舟着場

く。間口500m,葵行何キロかの土地にホ七という 10人家族が住んていて，月約 2千円の管理手当

叶の小屋のカキをもらってキャ，；サバ畑の中の

の若木の畑である。滞水期までの 4-5か月

か作ってあった。

との

る人

ノー、u 

ナウ

＼、まにも

とはし、 fこな＼、のて応ろ

しtこよりな

キロ

てぎてし、るのに、対し，

と山肌を削った

アマゾン

'-r. し、しし、

＼ヽるとし、われる。白と

ヤン

し、ぐ，不クロ fuJが， コロ>ヒア領の低し、アン'

下

I斗,, ふ

んできている

んてし、るようなもの．し、わjし

ウォータヒヤンンスかー面にたたよう水面

アヒル，ガチョウ。

し、<。 2mほどの成木か少しと， 50cmくらし、

きるのであろう。カンンゴ :llllもきちんと

ふこ着き， カヌーで水草の間の水路をずすむ。ヒクトリア， レシナ（大鬼ベス)かあった。

かな沼は 4haほど，自然研究所か使ってし、るとし、う立派な浮小屋があった。今日は上躍日，ここ

で魚釣りをしようとやってぎたのである c, この沼も増水期には本流と水続きになるから，あらゆ

る魚， ワニまでし、るとし、う C 裸になり｀ ヒールを飲みながらのピラニヤ釣り。今［丘］の出張て初め

てのくつろいた気分で過ず。鶏肉て最初のを釣り，その肉て次を釣る。ハリスは鋼飲のワイヤー

たが日本の小鮒釣と変らなし、。ヒラニヤは 8-20cm, ぎれいな小魚で， 日本の子とも達のイメー

ンのようなどう猛な魚てはない。ホセの子が 2人，泳き回ってし、たくらし、てある。小林氏が1廿て

ルアーを試みたか，獲物のトウクナレは姿を見せなかった、~，引ぎ［ける頃，ホ七と息子がカヌ·-

を描切って虞に向った。別の沼ヘピラルクーを獲りに行くのたとしヽう。

夜橋 4ヽ氏と 3人てンェラスコを食へに出た。肉ぱセフーのコフを除し、て南部から持ってくる

とし、う。軟かく， うまい肉てあった。マナウス ， 大量に生産される などをト
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ランスアマゾニアハイ占ェイ って南部のリオやサンパウロ

を什入れて＼ヽる都

11月30日 ブランルを去る日てあるぐマナウス

なし、し，

／ 
¥' 

からととほけてパスしようとしたが，フラシルからと分かってファリーニヤ，ガラナが間隠になっ

たか，なんとか無事通過。ところがコロンヒアである。サンタマルタ｛」は 4時間近くの遅れたっ

たし，手紙を出そうにも日曜日で切手が売切れ。どうにかサンタマルタに着いたのは夜の10時で

あったc

は

も なし、C 1,600クルセイロが紙〈ナになってしまう。

もなし。そのままボコタ空港へ飛ぶ。ボコタ

出迎えてくれ，

12月 1日 早朝，大西氏

｛王とのてきである。

技師

水が豊富でボンプア、J

カリフの青い甜，背中

。
ヌ喜

日曜日

くのホテルに入る。

りt サ//; ウロ小IIから

，氾 、）：＇ 

され，家で朝食を馳走になって彼のコショウ薗

4ヽのコンゴウは貯年よりひとまわり大ぎくなっていた。

えられてし、たが，支柱か倒れて傷んだほかは全く

込む井戸水を飲みながら，昨日まてのアマゾンを思い出していた。

したサバンナに豊かな水，

レ」

もでぎ

にら日ばしし、もの；_t_な

は税悶の検査か厳しかった。日本

げで一日かかった,,

くC 1万 2千

ひどかったと

，プカルパやトメアスの人々に

る金さえあれば水は不自由しない。 3mの高さの大ぎな水そう

と技術さえあれは．

し、

を投資して点滴かんがし、設備が完成したはかりて， フェルナンドとし、う

中であった。このかんがいシステムは合衆国で開発され， コロンヒアではサトウキビ

に普及しばしめているという。地下に埋設した主導管から 7cm間隔の小穴をあけたビニール管に

水を流して根jじ近くに時間をかげてかん水ずる。この地区は 6千m五いサンタマルタ山塊の伏流

最適地であり，生活環境としても申分ない。加えてサンタマルタの良港と空港かあり，鋪装道路

ぱベネスエラ，ボコタ， カルタヘナに伸ひている。昨年｀ ここでいろんな農場を見た。クリスマ

スと 6月にヨーロ、，，パにフドウを出荷してし、る農場．ピノクルス用キュウリの集約栽培農場．ヨー

ロ j パ向マスクメロンの大栽培などである。見ることはできなかったが（絶対に不可能であろう＼

このあたりの有名な特産物はマリファナ，専門家の推計ては年間10億ドルもが合衆囚に密輸され

てし、る。コーヒーを上回ってコロンビア第ヅの産物ともいわれる。コーヒーはこの国の輸出額の

6割， とれだけのトラレスネグロス（闇ドル）が入ってぎているのか。そのためコロンヒアは世

界で噌ーの闇ドルが公定より 1割近くも安い国である。

サンタマルタ山塊の中と半砂没のようなグワヒラ半島がマリファナの主痒地で，約 7万加の

栽培があるという。もちろん，政府はヘリコプターを使って，発見次第焼払っている。しかし，

コロンヒアマフィアと合衆国のマフィアでさえ恐れるシンジケートが！［産を握っており．私が滞

在中も毎日のように捕ったり，撃殺されたりしていたのは下っばの運び屋だけてあった。膚ては

ピラミットの頂いこし、るのは国の支配者だという。ゴールデントライアングルのヘロイン．ボリ
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ビアのコカインと全く fnJ なのであろう。

マリファナ

、，＇
ム
L て

とし、われている。解禁されるとタバコとアルコー

：てしるのだという，ちがった見方もある。その

なくなるから，

コロン~ ピアの

の人々がうるおってし、るい

今[ii], このサンタマルタ且 回ってグアヒラ に出る ってした。し

かし，大内氏に相談すると

し、る•口も

あり，中止

に入るなんて， 自

したマフィア されて

くようなものであろう。

12月2日 人西氏の

ウレ村ま

の

〈ことにして

て IpomoeatJガzdaを探しながら，サンタマルタ山塊を逆に回り，マナ

まずはフンタシオンに向って北上する。道端はすべて I.trifi'da 

ヒンクの無数の化，約10km毎に車を止め 不和合群が混在していてわずか

てはあるか見付かる CC フジダンオンまでは乾し、た牧草地が名＜，油ヤノとバナナのフランテ・ーショ

ンが数か所。マグクレナ県からセサール県に入ると棉作地帯になる。乾燥年とかで干害気味の畑

、てし、る。か，生育中の棉もあって，七スナ機が薬剤散布中てあった。

道が北四に変わるころから土地はサバンナ状になり，牧場が増え，ハシェテルセサール巾

＼、た時に（ま日が暮れてしまった。セサール県第、・の町であるが，先が長いため素通りする。夜道

い。ランプの店先に人々が集っている。大西氏 ろ

う，電気はぎているはずたという。いわれてみると道端に電柱らしきものが見える。道が登りに

なり，やっと目的のマナウレの村に着く。宿に入って夕食。肉とキャッサベのスープ（サンコー

チョウ八飯にはありついたが，ビールがなかった。買ってきてくれるよう頼むと，夜中に外出す

るバカはいないといった。マリファナとマフィアの村である。

宿は 1、タン葺きの納屋， コンクリートの床にこわれかけたベットが 7つ。外は満天の星，風が

冷たいくらいの夜。

12月3日 目覚めて外に出る。コーヒー干場の向うに小さな汚い便所，もちろんシャワーなん

てない。コーヒー豆の洗場て顔を洗う。冷たくて壮快，庭木の間で用を足し，起きてきた娘さん

に頼んでコーヒーを人れてもらう。うまい，歯を磨かなくても， 1::: ケをそらなくても，山の朝の

と冷たい水とうまいコーヒーがあれば不足はない。最高の朝であったc

しかし，大西氏には最低だったらしい。便所に紙がない，水が出なし、，ひどいヘットで眼れな

かったと不満をもたらし，早々に立ち去ろうという。残念だが朝食はあきらめ，宿料を支払う。

夕食付230ペソ，約900F9である。嬉しくなった。妻と息子を連れてまたくるよと娘さんに小声で

伝えた。

車で村を一回りする。以前大西氏が住んでいた村である。山腹の斜面の村，山合いのコーヒー

と牧場がこの村の産業という。大西氏の旧知の家に寄る。コーヒー価格の低迷と労賃の上昇で生

産を中止しているコーヒー農家が少なくないと話していた。バス村に下ってもう一軒訪ねる。旧

家，大農場主であった。典刑的な家の造り．部屋の配置。パティオを囲む回廊の柱は大理石であっ
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ニョーラし＇、＇とし、っても

ホテル
，
 

介ノ＇ 

セニョールに挨拶し，おそらく

ぐらい）に棉やコーヒーの話を聞し、ていると，その

をしてるといったが忘れて了った。

った，途中，コロンプス

を散歩。

にぎた。私がカリのこと知っていたの

り回しているのであろう若いセ

って見える

若セニョ-"

った。

い女性が仕事にきたか，今回はカリの男子

いたようた。 2年以上住んた町である。

3人

12月4日 タイロナ自 を訪問 しし、か， I.trifida 

に乗せた 5人の漁師が 2年ほど前，日本人のマリフアナ機のパイロゾト

国道に降りて積み込み，合衆国に向うとかc 芯分， 日系米人であろう。

昼に大西氏の友人のスペイン＇／にガブリエル氏に会う。メロ／の専門家， 200haほ

万ドル以卜の売り上げがあるという。耐病性品種を探している。

までしかなし、。帰り

ったと話した。夜間，

機は 2時間遅れでボゴタ着。なじみのツンダマホテルに入る。

12月5日 忙しい一日であった。まず JICAの鳥井氏に電話して訪間。偉人的に頼まれている用

件について相談。アマゾナス特別県の農業開発の協力要請と日木への養豚技術修得のための留学

希望それに大西氏のコショウ栽培である。

ついて，昆虫屋を探して訪ねる。ヘラクレス，ネプチューン，マルスなど有名なコロンビア特

産のカフトムシなどの入手である。住所に N(Norte, 北）が落ちていたため苦労する。街へ戻っ

て黄金博物館、シャンバーを買いに皮革製品店，再確認にフラニフの事務所と回るが，後二者は

ダメ。後で再訪ずることにして， タイロナ社社長のパブロ氏に会う。彼は大西氏の共同

コショウの将来の見通しを中心に30分ほど話す。最後に三井物産の知人に会う c

コロンヒア最後の一日は博物館などを回り，ゆっくり小林氏を案内するつもりであった。それ

かタクシーを乗り換え，足で歩ぎ回る忙しい一日になってしまった。それでも訪問の合間のわず

かな時間を利用して予定していた買物だけは済した。

12月6日 ボゴダ空港の出国手続きで手間取った。出国税10ドルを払って出ようとしたら，公

用は20ドルだとしヽう。窓口に戻って並び，払おうとすると10ドルで十分との返事。ここは以前は

公用は只だったところ。かなり口論したあげ<, 20ドル支払って出国する。何故公用が倍額なの

か，ェクアドルと同じでその理由は係員にも分かっていない。

パナマ空港の税関は厳しく，ガラナの棒をコカインじゃないかという。コカインを堂々と持ち

むバカがいる訳がないのに。それでも無事通過したが，出入国のわすらわしさ，気苦労は慣れ

て楽になることはないようだ。入国はしたものの未知の国，ホテルの予約もなく，地図の入手も

ダメ。ここから陸路北上してコスタリカに入り， 3日目にはサンホセに着く計画がうまくいくか

どうか，心細くなる。空港の案内所で市内までの交通を尋ねているとタクシー運転手らしきもの
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ってぎて，乗れという。その時はまだパナマ るか， しておく かねてい

たので， してみた。サンチアゴパナマまで 4 200バルボア (200ドル）だが，そん

くまでは行けなしヽ ， クーミナルからバスに乗れとし、う。 200トルぷ高し氾

ハスにずるつもりでターミナルに降りた。

3倍である。

ク、一ーミナルはバスと人と屋台，汚れた貧しし、感じの下町にあった。サ／チアコ行きの大型バス

は予約制でダメ。乗合マイクロバスの客引が数人寄ってきて乗れという。 1人 6ドル，満席になっ

たら出発ずるという。ところが30分待っても客1ま5人，いつ出発できるのか不安になり，タクシー

をつかまえることにした。 3台目でやっと70ドルで話をつけた。

コミコミした下町を抜げハイウェーに出ると反対側は素晴しい森と芝生， のテリトリー

てある。グリンコの奴ら，と運転手がいう。 2,000年が待ち遠しいとも言った。パナマ運河は橋か

ら見ると入［エであった。道がパナマ領に入ると森が消え，農村風景になる。ゆるやかな起状，．ハ

ナナ，マンゴー，ヤンなどに囲まれた家はみな豊かであった。キャ y サハ， トウモロコ、ンが家の

まわりに名いが，土地はすべて草地。キャッサバは葉柄の赤い， CIATで Pan.70と呼んでいる品

けのようてある。 リオアトという町あたりから水稲が増える。収穫直前，農業地帯 (Zona.

Agricola) という大ぎな看板があって，サトウキビ地帯に入る。運転手の話ではパナマの主要産

物は牛肉，砂糖，米。いずれも輸出している。私のパナマについての知識は運河と帽子だけ。歴

史の断片はコロンヒアとの関係で知ってはいるが， 4時間も話し続ける話題は持っていない。

6時，サンチアゴに着き，裏通りの床屋と自転車屋の 2階の旅館に落ち付いた。街に出て食事，

戻って陪下の床屋に入る。出国以来はじめての散髪であった。私の方は床屋談議をしながら終っ

たが，小林氏は注意しておいたのに自慢のヒゲの片側，右のほほにバリカンを入れられてしまっ

た。何故か，鏡が後にあり街路を歩く美人を見ながら刈るようになっているから，本人の気付く

のは遅い。見物人が笑い出し，床屋のオヤシがあわて，大笑いになった。というのは彼のヒゲは

出国後伸はしたもの，帰国前夜にぱ落す予定だったから，実質的被害はないのである。記念にフ

ラッシュをたく。夜，鏡の前で手入れしていたが，結局鼻下たけを残すことになった。

12月7日 朝散歩に出て，空地てごく小葉の I.trzfidaを見付けた。いくら探してもほかにな

かったから，幸運だったのであろう。市場にはヤムが多い，ついでキャッサバ，カンショはごく

少ない。農家の庭に雑草のように拡がっていたのを撮っておく。

タクシーでタビッドまで走る。土地はほとんどサバンナ状。水稲が少し，キャ y サバとトウモ

ロコシが山間の人家の近くにあり， ところどころに改良草地がある。サンファンという町の近く

にI.trifz"daらしい群落が散在していたが素通り。昼間にダビッドに着く。パナマ第 3の都市，

かな町である。

午後は洗濯，散歩。遠縁の Jpornoeasppぱ見付かったが， I.trifz"daはなかった。

12月8日 ダビッドから国境までは農村が続いた。雨が十分あるのであろう，林が多く，サト
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ウキヒ，キャ y サベ豆， トウモロコ、ンが少なくだし＼ 出 歩いて国

入国。コスタリカも未知の国，南アメリカハントフ y クをマナウスで盗られてしまっ

ているので，サンホ七まで行く情報の手持はセロ。 入国管理官に観光案1人］をもらい，尋ねるとタ

クシーはなし、， バスが日 あるから， L. ,_ 

日て休日，ヤミド

と＼ヽう。待ってし、る間

バスはおろかコーヒーも飲めない。

らないのは呑気なものた。待ちわびたバスがきて乗ろうとすると

1キロほど離れた町の小さな食堂が発券所で，そこに申込まねはならない。

と間くと，

スだとしヽ う。

した切

符は午俊 2時半の終ハス，サンホセに着く時間は連転手によって異なり， 8時間ぐらいはかかる

という。うまくいっても夜の10時半？それからホテルを探さねはならない，気が重くなった。

2時半に発券所の甘i」を出発したバスは税関で30分以上とめられ，全員の荷物検査があった。パ

ソカノアスと呼ばれるこの国境の町はフリータックス地［メ．で地方やサンホセから買物客が集り・，

かとうかの検査だというのである。私達しま検査済〈実際にはフリーバス¥で押通し，人々

の検査風景を眺めるたけであった。見ていると， ごく普通の日用雑貨を大量に持ち込んでいるぐ

貧しさが見えるようだ。中米のスイスといわれる平和なコスタリカの裏口をのそくとこんな状態

なのであろう。税関を出てずぐ，今度は自動小銃の警官が乗り込んで検査，網棚，通路の山のよ

うな手荷物の所有者を聞いて回り，青年が 1人降されていった。直行バスと聞いていたが， ノン／

ストップてはなく，町で停って客が乗り込む。これ以上1ま詰まらなくなって，やっとノンストッ

となった。

窓外の景色は意外に貧しい。バナナ，油ヤシのプランテーション，広い水田，バパイア畑など

は大農場主のものであろう。 JIIに沿って内陸に入ると，やや乾いていて秋の気配がする。水川の

緑がそぐわなし、感じである。キャソサバの品種はパナマと違って紐葉，直立型が名い。日

山間のトライフィンと検問所らしき所で食事。暗くなっても車内に電灯はつかない。食べ続け，

飲み続ける人々，いちゃついている若いこ人，眠っている 飛行機の旅と違って，夜行のボ

ロバスには血の通った人間が乗っている。

峠を登り切ったあたりで 2度目の休けい。外に出て寒さに驚いた。高度計は3,100メートル，

じられない高さである。サンホセの駅近くの公園わきに降ろされたのは11時半。やむをえずタク

シー ってまともなホテルを探す。タラマンカホテル， 2人部屋18ドルと高い。 出る気

力なし。

12月9日 チェ y クアウトして，小林氏を残し，銀行へ換金に行く。ヤミトルでは公金は使え

ないためである。 3連休後の銀行は人の行列で 1時間以上かかってしまった。ククシーで IICAを

訪間，美しい建物であったが，所長不在で受付に連絡か入っておらす，小 1時間待たされる。そ

の間にメキシコ行きの再確認を受付のお頴さんに頼み，出版物の展示を調べて本を晴入する。 CA-

TIEて12年間，キャッサバとカンショを研究したとし、うパソーン博士に会って話し合う。エとし

てカンショの栽培と起原，久し振りに英会話であった。ペルーで使っているカモーテという名は
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ここでも古くからあり， ここからェクアトル

あろう。どちらが先かは分かってし、なし、と話した。

HCAて車を出してくれ， トリアルハの CATIEに向う。

し、町， カルタゴでハイウェ・-

＼、+,,~ ＜
 

多し、山畑はバレインョとインゲン豆になり，カリ

キピの大プランテーシ丑ン

中にある。

あるのであろう。

道端に I.trz五daが多かった。

mまで下ったト 1)アルバの町の郊外にある。

雨林惜の中である。ホルヘアルセという

の餌としてよく利用するとし、う。 CATIEは650

目

つ

トウキビ

る。 はデイコ

かんがし

ら下っズぎたせし、か，

が明日

に案内してくれた。 CATIE自身も公固の中の古し

12月10日 ホルヘの案内て研究所内

牛がいる。品種はセフー，クリオージョ

が名し、），シャーシー，エアーシアー｀ホルスタイン。 CATIE

じ

下る

げでなく｀町までプランテーションの

の」：地てあり，

してくれて＼べて，

いた建物てある

敷地900ha, う

原住民と白人との

しい環境の中にあった。林と芝生，乗馬場，丘の上のクラフ。プカルパのスミソニアン，；；

，パナマの運河地区と全く同じ合衆国の施設である。

あり

としては交雑

る。コーヒー屎SOha(生産圃場〕，あとは各作物の試験圃とサトウキヒの

9つ+, ベ,~、

し戻り

にサ i、ウ

さ｀ 名＜

こと

てし、

ある。それと

`

A

 

ふ“

伝了原の保存圃が象かった。見たものたけ挙けても， コーヒー， カカオ，ヤム， タロ，グアバ，

アチョーテ， ヒョウタン， チョンタヤシ， トウカラシ， 各種豆類，札直林用樹があったり

キャッサバの試験圃では十数品種を供試して しており，その品種の中に在来種と

してフラジネイロと並んて早生のハボネス（日本，｀）があった。どちらも

マ／ギとともに生育は良かった。CIATの有望系統， Mcoll684ぱ萌芽ごく

ベレンシア，

植付材料が悪かっ

たためだという。カンショぱ数品種の試験と品種保存たけ，ヤムの品種に面白いものがあった。

株当たり 30kgもの品種，あるいば地上部にテニスホール大のムカコが名数付く品種なとである。

夕口はキサンソマと呼ばれている大いもの付く属の方が好まれるが，増殖率が低いためコロカシ

ヤ(苦味のある小いも）も栽培か少なくないという。

午後， カンショやキャソサバの研究者， レオン博士とのアポイントメントをとったが忙しくて

なかなか会えず， 3時過ぎにやっと会見する，話題はカンショの起原地。彼は植物学的な裏付げ

ばなし、が，ェクアドルかペルーたろうといい，小林氏の意見と一致する。現在の栽培状況として

は， カリフ諸島， とくにキューバ， ドミニカでは主食であり、白いも高てん粉の品種が名いと

してくれた。またコスタリカでのカンンョの料理は他の材料と一緒に煮込んでしまうので，味や

質ぱ問題にならず，品種の改良も独特の面要もなし、としヽう。一方ペルーては．セヒッチェとの

合せやピカローンなど独自の料理があって，需要が多いとのことであった。
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12月11日

八l

小さなきれし、

空港までのマイクロバス

ぎていて，サンホセ

口

公用は出国税免除。 2階のレストラン

令ヽ
ノヽ

‘‘¥̀
 

る。 ドイツ

く。

出入国して＼、＼

ら，中米のスイスのイメー なかったてあろう。

る
4

7ヽ
ふ
り ，林に囲まれた家の冬し、サンホセ市。や

山のゆるや

は白 やつ

しし、国たと思ってしまう。

この国ぱ日年と同様に軍備を放棄した国である。たしか 5千人の詈官しかいないと聞し、たこと

がある。スイスというのは中立国の意味だけかもしれなし、。しかし，高地の快適な気候と

して，世界の退職者に老後の安住の地を提供しているのてある。年300トル（月の間

い？）以卜の年金など収人の保証があれば，永住を許―可し，車など免税て持ち込めるといわれ

る。翌かな老人てあれば，人々の職を奪うこともないし，観光客以上に安定した外貨を落ずのて

あろう。これという産業のない小国としてぱ一つの見識といえよう。それにしても，パソカノア

スからの r、ス旅行は老後の平安な暮しとは別の世界であった。

メキ:>コ市i"Jぎの機はサンサルハトルに寄った。而岸線にそって区画の整然とし

続＼、ていて， コスタリカの上空から見た曲線モザイクの農村とは対照的であった。

最後の訪間国メキシコに着く。 50日前，一泊だげで南下の旅を開始した空港てある。ホテルの

予約はないが，なじみのマリアクリスチーナにタクンーで向う。車Iーに運転手に聞くと長距離で

もキロ 10ペソ（約100円），明日訪問予定のヒリャエルモーサまでは10万円もかかる。あきらめ，

バスにずることに決める。ホテルは改装され，値上りしていたが， 2人部屋20ドル。荷物を詰め

え，預けていくことにする。

12月12日 早朝，バスターミナルヘ。タクシーを降りるとはく息が白い。寒さがこたえる。温

7度，顔を見合せて る。メキシコで風邪を引いて帰国する心配があるとは。ターミ

ナルは目を見張るほど巨大だった。ムードは上野駅である。人の数ははるかに多く，無数のバス

か発着している。窓口を探し， 10時の席を確保するが，定刻に出るバスはなく，出発ゲートも不

定て‘，アナウンスを注意しているより手がない。

トイレ付のバスは15分遅れで出発， メキシコ湾岸のベラクルスに向う。昔，スヘインの無法者

コルテスがアステカの宝を奪いにきた道を逆に下るのである。市街を抜けるとすぐ松林の峠， 3 

車線のハイウェイの渋滞がひどくなる。 3連休の初日でマイカーが多いためだという。峠を下る

とあとはメキシコ高原の冬枯れの野を走り続ける。立枯れやたばねたトウモロコシの茎，道の両

側のマゲイの列，時速120キロで走り続けても川は合く見えない。しかし，道路を作った時に掘っ

たくぼ地には水が溜っている。地下水位が高し、のであろう。ラブエフラの町までは右手後方

山が＿’＾つ。その先では前方に一つが見

の山々である。

ヘローテの町で休けい。サツマイモの菓子を子ども逹が売りにくる。カモーテという。砂糖を

メキシコ高原の標高は2,000-2,500m, 6千m以上
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使っているのか甘すぎる。

ペローテを出発してすぐガスの中に入った。緑が増え，牧場が増えるが，高度は2,400mと変わ

らない。メキシコ溝からの湿った空気がここまでくるのであろう。道路に水溜りが現われ，溶岩

台地らしい所を下り続ける。 1,300mまで下ったところがハラッパの町。入口に大きなオルメカの

石頭があった。ガスがすっかり晴れ，コーヒー園，オレンジ畑が目につくが，すぐに乾燥地になっ

て，草地とマンゴーの疎林。更に下るとサトウキビの脊せた畑が現れ，海岸らしい低地になる。

白っぽい砂の丘，低い雑木林，湿地帯などの中を小一時間走ってベラクルスの街に着いた。大き

な都市。明朝早発ちのためターミナル近くの安宿に決め，町に出て夕食。エビのスープ，モハラ

(Mojara) という黒ダイに似た魚の唐揚げ，熱いトルティーリャ，みなうまかった。

12月13日 ターミナルに近すぎたため，騒音のひどいホテルだった。早朝，海岸まで歩く。観

光地のはずだが，時期はずれなのか，朝早すぎるのか人影は少ない。黒ずんだメキシコ湾の波が

砂浜を洗っていて，小さな漁船がただよう。ガイドブックをブラジルで盗まれて以来，旅は全く

の風まかせになっている。知らない町を気ままに歩き，バス，タクシーがあれば乗る。公務出張

などということは忘れてしまったようだ。ビリヤエルモーサ行きのバスの発車は10時，指定券は

ポケット。潮風に吹かれ，波を見て座っていると時の流れが止る。

ターミナルに戻る途中，空地に Ipomoea,trifidaがあった。仕事の鬼に戻って小林氏が必死に種

子を探し，根を掘り始める。通行人が立ち止まる。声をかけるのがいる。不幸なことにイポメア

が生えているのはゴミダメが多い。 3人づれの青年が教えてくれる。「むこうに，もっといい物が

落ちてるよ」。気のきいたスペイン語の返事ができないのがつらい。

バスが出発してすぐ，道の両側は I.trijidaのピンクの花で埋っていた。小林氏がバスが止めら

れたらなあとつぶやくが，頼む心臓は持ち合わせていない。やがて湿地帯になり，砂の丘，沼，

草地と景観が変わる。サンア｀ノドレスの町で休けい。ここで同乗のドイツ青年と知りあった。彼

はニカラグアに残してぎたニカラグア人の妻のもとに帰る途中だといった。合衆国からバスを乗

り継いできた。これからグアテマラ，ホンジュラス，エルサルバドルと国境を越えていく。妻の

もとに着くのはいつになるか，と笑った。ソモサのことを聞くと，ニカラグアの人々の素晴しさ，

自然の豊かさを話題にした。 ドイツの暗い，重苦しい冬の生活と対比して。

サンアンドレスを出るとクバメックスというタバコの主産地があった。タバコだけでなく，豆，

トウモロコシ，野菜，果樹もあって，豊かな農村地帯。大きな湖があり，丘陵が続くようになる

と雨林らしい景観になった。ユカタン半島部に入ったのである。湿原の中に巨大な石油工場群が

現われて驚く。メキシコ石油の油田が近いのだという。何とかいう港町で休けいして，油田地帯

に入った。一面の草原にガスが燃える黒煙が立昇り， 日が暮れると空をこがすようになる。大小

さまざまな炎，道端に掘さく中のヤグラもある。カルデーナスですっかり夜になった。そこから

さらに 1時間， 目的のビリヤエルモーサのクーミナルで降される。近くに青空市場と大きなスー

パーがあって，人が多く，タクシーはつかまらない。先に食事を済ませ，乗合タクシーで中心街
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に出たC タクゾ...のルート

とし、う感じのよくなし

ある。

12月14日 夜 ンプ

今日の日的地のノ、レンケま

てヽ，ヽ
＼ヽてつ にホテルを探させることはできなし、。サンミゲル

っほく， カヒくさし 'o

して水か出なかった。ペゲソ

くタクシーはなく， 8 
ゞ

ノハス

で,I.,_るマヤ

-1'・3i' 
‘‘ 

rベ/'— 

て出る。

るとホテルの［人はし、ったが

途中，イオメアやキャ、ノサバを見るため， タクシーをつかまえることにし，街頭で頑張ることに

_c,_';' 
j ,:;:i,, 

タク ーは意外に簡単 ぎたが， を送り届け，例のように自宅 ってから出発0

4,. / 、 て・, ガイド ったようなものであった。 には面の沼になるとしヽう

放牧され， の る。 50kmほ った。何故こんな所にと聞く

,レ_' バス との え。 トラック の名し 食。いも類のことを聞くと、 カモー

、. - . 

冗キャ，，サハ， ヒカーマ (Jicama.タロ？，），マカール (Macal.ヤム？）があるとし、って

措しいてく

ベレンケの遺跡は草地が山にぶつかった山麓にあった。草地も以前

まで， 700年前 このマヤの神殿は発見されなかったとし、う。

り，その伐採が

も復元『「業が続

けられているが，修復されたい大な石の神殿より，林の中 に近し、小神殿の方かし、しヽような

る。もちろん，修復は仁組たけで，有名なマヤの絵文字や神々のレリーフはかけたままで

ある。作物のレリーフ し回っていて，職員らしい男に聞くと， マヤの主食はトウモロ

コシてあったが，キャッサバ，カンショ，タロ，ヤムも作られていた。とんな方法だったかは全

く分からないか，今ではキャノサハの栽培がもっとも名い。食用には 6か月位の甲掘りの小いも

を用い，豚の飼料やでん粉原料用には l--2年目のよく肥大したいもを使っているとの答があっ

た。

帰路，キャッサバ畑を 2か所，調べに入った。インゲン，マングビーンとの混作たったが雑草

がひどく，管理は悪い。すべての茎にかいよう いた。今回の戸周査旅行で初めての激発畑

てある。CIAT滞在中まとめた耐病性品種の分布で，メキシコ品種にかいよう病抵抗性をもつもの

が冬く，激発地であろうと推定しておいたが，圃場を見たのは今回が初めてである。

ヒリヤエルモーサに戻ってホテルを探す。 こ軒断わられ，三軒目の新築のホテルに決める。高

かったが(35$ US, ツイン），良い部屋，久しぶりに熱いシャワーをあび，（先雇。夕方，街に出て

河岸を散歩。並木，恋人たち，子どものあやつる小さな渡し船，船上レストラン］それに月夜。

長かった旅が終りに近すき，時間の流れを肌で感ずるようになった。パレンケで買ってぎたマヤ

の時間を司る神のレリーフを改めて見つめる。

12月15日 朝市を見に行き，汚い店でタコスを食べる。 トウモロコシの粉をねってうずくのば

したものにし、ろんな具をつつんで食べるものである。肉， レハー，野菜し、ため，それにサシミの
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タクンーを交渉して50km離れたカルテーナスヘまず行〈ここに寸る。ところかそこ

も，］口確な場所は准も知らない。 20kmはど先にそれらしし、芋校か応るとし、うのて，とにかく行っ

てみることにした。学校はあったが， タクシーの運転手と料念でもめたでこちらもピ地になって

細ヵヽし

も

して値切り，降りる。 72キロ 1万 4 であった。キロ 100円である りの

るのである。

としていて，受付を探ずのに苦労し，

してくれる。しかし，坂井農業技術研究所所長

キャッサバ

ぱ INlA(、 の本

謡に［叫っていて，所長からウィマンキーリョの試験地を訪閏させるよう指示どれている，甲＇ど H つ

てし、るかと間かれる。車はもちろんなし、し， ウィマンキーリョが何処かも知らない。あぎらめて

るか守り祖引に車の手配を頼むか貪小林氏と相談し，後者に決めた。車と人の『配に午罰,1,かか

り，その間，図得奉て待つことになった。

だ。 8年間に13冊刊行されており， 1科 1

にベラクルスの植物フロラの調査報告書

ー

') 

しヽ る。

コルドノミとし，ヽ う の案内でウィマンキーリュに向う。カルテーナスま り， 更 i こ

30kml月煙に入ったところ。市街に事務所があり，試験地の施設を移転，改築中たから，キャノ廿

ハ U!詞可戸．店戸‘ペ-ってし、るという。まず主任から仕事の概要を開く。キャッサバは現在 4千 ha

なし、が，増産中で研究員が 7名いる。 1974-1977の 3年間て2.2倍に増えた。各作物のうち 1

H」iたりのエネルキー利用効率は最も高し、し，無肥料て'70t/haの記録（平均は15t/ha)もあり適

地たと話した0 英語かう主く，小林氏がカンシコの栽培をずずめ，使はかなり乗気になったよう

2人の若い研究員が此場に案内してくれた。車 2台，少し英語のてぎる昆虫担当者が小林氏

と，私は栽培担‘崎者の中に乗った。農場まで25kmの道を話し続けた。牧場ぱ大地主が持っており，

8千 ha, 600~700頭しか牛はおらず，効率が悪い。作物を栽培してるのは小農，確実に利益

のI.るものはなし、。ヘラクルス州てはトウモロコシ，インケン豆，カカオが 4カhaすつ，ココヤ

シ，サトウキビ，水稲，

ずる，など。

農場には CIATの品種を合め， 250品柿があり、 16品種を供試した生検圃場，廂肥量と栽植密度

の組合せ試験，除草剤試験があった。施肥料は N,P. Kが70,120, 70, 密度は llj 5千がよかっ

ナナがこれに次ぐ。十は酸件(pI-14,5) てし、て，低地は滞水

たとし、う。またイン＇ケン豆との混作では l.2Xl.Omの密度で 2畔播し、て 1-1. 2t/ha麗れ，キロ 40

＇ペソ ろという［日本円にして40-48h/haの現金収入がキャ、ノサバ収穫の 8か月計」に入る

のである。賃金水準からみた金の価値は日本の 2--3倍である）。 Iし育してし、るキャ、ノザハは生育

末期で， しかも乾季のため生葉が少なく， LAIで0.5<・ らし、。かしヽ よう病， CBBが知かった。そ

れたけに部の抵抗性品柿が目立った。
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12月16日 メキシコ巾に帰る日であり，

タクシー

もリムシンバスもこなし 'o

んで礼をいって話すと，

くら

9
/
 

ノ
＼

，し

ためゆっくりホテル~を出，北いて

うつもりでし、た。ところ

Iぎ返そうかと

のエコノミスト，

ったところで雨になった。タクシー

していたら、止ってくれた車があった0 乗り

ま

てし、るの

との ん

り，

彼の話をまとめてお

このあたりは年降水量2.500mm, この10月には500mm/48hrの大雨があった。大I甘が降ると

良地のため1語のようになってしまう c やっと曲まで70km,幅400mの誹水路の［事に着手した。こ

の酸性低湿地に水稲が有利なことは分かってしヽる。しかし，収穫機が地耐力がないために入れら

れない。人力は労働力不足で不可。本門に小型のコンバインが日本にあるのなら してみたい。

メキシコの水稲は南部低地に 5万 haあるが， とんど米を食べない。

チャカイと育成品柿 CINIA(?)で合衆国タイプの機械用品種も研究している。キャ y サハ

ったら第三世界大学 lUniversidad del Tercero Mundo)を訪問ずべきたった。そこていし、

研究をしている。

は礼たけし、って別れた。また会うかも知れなしヽねと笑って。

は9時間待たされた。慣れたとはいえ説明なし カウンターに何度も

聞きに行き，時にぱメキシコ人の客に説明する役まで果す。ラテンアメリカの時間の単位がすて

いたように日本の60倍だとすれば，頭ては理解できる。わすか 9分の遅れにすぎないから。

しかし．気持の上では納得でぎない（，航空会社も になったのか，夕食代を払ってくいわず

か 1時間の滞空時間にビール付の食事がでた。

メキシコ市に着き，ホテル近くの日本食堂で軽く鍋やきうどんをたべた。全く味がなかった。

南米のアヒとメキシコのチレ（、ともにトウガラシ）に舌がずっかりなじんでしまったのであろう。

12月17日 最終日である。私は市内の博物館めぐり，林氏はバスて効外へ出た。ますレフォル

マ逍りを歩いてチャペルテベック古城，国立歴史博物館を訪ねる。スペイン人の遺物が主で興林

なし。次いで歴史キアラリー， これは自由のためのメキシコ人民の闘い (LaLuchadel Pueblo 

Maxicano por su Libelidad)の副題かあり，文字とおり感動的な展ぷてあった。ロンア革命に

先立って世界で最初の社会主義革命をなしとげた国， トロ、ノキーの亡命を受入れた国，カストロ

やチェが船出した国である。とくに最後の部屋の国旗と憲法のレリーフ，闘いは末来に続く，み

んなの義務たとの展示はよかった。ギアラリーぱ 2陪建ての円型の建物が二つ連なっていて， 自

然に 4周して出口に達する設叶であり，音楽とナレーションのカセソトのボタンがあちこちにあ

る。小学生のクラスらしし、グループがメモをとっているのもよかった。
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ことに気付く令もちろ ぎし、。とく ジリとナイフかヘルーより名〈，

モチーフにした上器やレリ-・-フの少ないのが目立つ。 とされるマヤ たりノそ）
 

A

一、
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る。おそらく，アンテスより

なってし

なもの

いうように日常の

ようになっても，狩の重要性は残存していたと思われる。アマソンの先住民の

よほどんと焼畑からえているのに，農耕ぱ女性の仕事とされ， j祖と漁が男

よりに。そう考えると，ペル~・ の人々の生［』は

インカの祭礼か農耕行事て行わわて＼ヽるのも？他の民族の

だった違いである。

と

からうる

，食

とされてし、る

してし、たことかはっぎりする Q

テーマとし とはぎわ

リマやクスコのし、<

て眺めていた

ある。

かなり

ある。

もやばり日本の同時氏あるいぱ先史時氏との比較

ぎずぎた。類似した物の方が印象に残ってし、るくらいて

て を！廿，

した壁掛を買い，

るc 小林氏 してから夕食に出て上産を

。アステカ も買う，おそらく読まないたろうと巴し、なから。

12月18日 東京行の使は 1時間しか圧れなかった。さずが JALと二人て笑う。タイムスケール

を小ぎざみにする日にな')た。ハンクーバーを経て， 日付けが変わり， 12月19日， 18時40分， 1 

時間迎れのまま帥走の日本

VI. 今後の問題点

1. 探索導入の場所

地下作物のうち，バレイシ丑は CIPをはじめ米，英，ソ連にコレクションがあり，キャノサバ

は CIATに中南米品種のコレクションがある。→骨般の栽培品種やハレインョの野生種については

これら既存のコレクンョンの利用が可能てあり，効平的てあろう。カン9 、:/3 は十分利用てきるも

のがなく，中国以外の諸国では重要性が低いのて、今後とも独自の探索導入調査か必要であると

えられる。ヤム，タロをぱじめ，その他の地下作物については手がつけられていないとし、って

もいいくらいであって，今後の調査研究が期待される分野であろう。

中南米の地下作物は•部のバレイショ栽培を除けは， 自家消費あるいは地方の小市場向

されているため，品種数が多く，変異の幅も広い。とくに市場経済に組み込まれていない，アマ

ソン流域やアンテス山間部の古い村や集落は遺伝子の宝庫といえよう。探索導人先としてはこの

ような地方が望ましいのはいうまてもない。加えて， これらの地方は交通， 己語な

困難なため、キャッサパの出界センターである CIATでさえほとんと入っておらず，未知の遺伝
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見

しかし， このより

ずし ことになろ〕。その場合， 日

をし， 上口］や同僚

ぎし 'o

の の

にむつかし＼、ヽことである。

スやヒッチハイクで歩くコースであった。それにもかかわら

から視切な注意をもらった。食事，虞

探索遁杏地の選定にあたって，そこ

名くの困難を伴うり

る。今［五Jチーム

の としてあげられるの

てし，こ
9

3

』

て

g

~
、
~巧

可
’
 

ため

＼、＇、たルートは最も

泥棒，害獣などてある。

の宝庫かどうかという本来問題の

りや

る＼ヽ

な必

日ヽ

多くの人

より， 日本

のし・文明国の）研究員がそこで十分働らけるかどうかという副次的な間趙が璽視されるのは非常

克る。もちろん十分な経費をかけ，サポート部門を充実して実施ずれは地上のすべての

ろう。＂［］誌から＂の中でふれてし、るスミソニアン研究所が好冽である。し

かしそれでも問題は歿る c 現地の人々の反応ぱとうか，がある。この間題についてはマナウスで

かなり激しい議論をしている。チームのうち梅村は現地の人々と同条件で慟くべきたと主張し，

は飲料7)(など最少限のサホートは許されると主張した3 同席した研究チームや採検隊のサ

ポート の として請負ってし、る橋本氏は，いろんなチームの例を引ぎながら、小林説を

した。深夜まで議詞しても意見は平行線の庄まであったが，アマソンのかなりの奥地まで文

咀人が入りうることその条件ーとしては研究員の能力（適応力〉とサホート休勢ということでは

-, _,_、
dJ-J,_o 

の結果から対象作物の具体的な探索場所を拳ければ表 3のようてある。

2. 探索導入の調査時期

表 3 今後の探索場所

地 域 作 物 期待される形直など
エクアドル太平洋摩 カンショ I. trifi・da栽培起原地
からペルー南部
アマゾン＇上流地 カンショ I. trifida 

キャッサバ 耐病性
グアヒラ 島 カンショ I. 乾tr祈性d，a耐, 耐乾性

キャッサバ 耐 ， 虫性
チョコ地カ キャッサバ 耐病性，耐湿(?)性
アンデス山間部 カンシ丑 ＼ ［ 耐低温性

キャッサバ
ユカタン半島 カンショ

I. 耐病trz性ガd，a耐倒伏性キャッサバ

今日はカンショ野生種種子の収集適期を選んで実施した。十分情報を持っていて， しかも採取

の可能性の高かったコロンヒアのカリブ海岸の適期に合わせて日程を組んだのて，サンタマルタ

周辺では卜分な量を確保できた。しかし，広大な地域のため，各地の生育ステー、ンは様々であり，

採種てきなかったところも少なくない。キャッサハは導入を目的とせず，調査だけであったから

時期は問題とならなかったし，仮に導入を目的としても，種子てなく茎のため，各牛育ステーシ
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のもの されていることもあって，

キャッサパのよう

ること

はさして しなくてもし、し、であろう。

を別にず

も，車を利用し

,
l
 

うまでもない。一般に雨季，乾季のある熱帯ては．

は雨季の後半か開花期になる。結実期ぱどちらも

予定地の対象作（植）物の生育期の情報に欠叶るときはその地方の

ることができる。

ましし、ことはし、

から開花しヤ

になる。このた

しかし，本報告にみられるよう

主対象地域に合わせることになろう。

した （主，
＇ 

り
'ぁ

3. 探索導入についての諸問題

1) 各国政府の許可証

学術調査 とくに天然資椋の探索や持ち出しには政府機関の許可を要する国が知い。こ

条件として自国の研究者との共同研究を挙げている国（コロンヒア〗もあり，申請認可には 6 か

月以上を要するといわれる。またそのような国内法か夫整備の国であっても， しかるへぎ機関に

公文で調査許可を願うのが望ましい。

採集，持ち出しの許可をえていても，今口のように複数国を回る場合は植物防疫のため持込入

禁止品に相当する場合が多い。たとえはコロンヒアではすべての植物の持ち込みぱ禁1十されてい

る。この禁止品の持込許可をどうやってとるかも間題になろう n

探索導入調査に行く研究員が，事削に相手国の法規を調べ，申請書を提出するの

と考えられるので，技術会議事務局の担当者に世界各国 整備をお願し、したし 'o

2) 現地協力機関あるいは協力者の確保

も現地の地理にも不胄由な外国人研究者が現地調査で目的を逹成ずるには現地協力者が不

可欠である。今回の調査でも多くの機関や人々の協力をえた。これらの人々の大半はチーム員の

個人的な知人や友人の紹介によって事前に依頼状を出しておいた人々であった。幸い各地に知人

がいて，紹介してくれる友人がいたから無事調査が実施でぎたが，全くの白紙の上地であったら

苦労が冬かったと思う。

今後の間題として，これら協力頂ける人々のリストア y プができないものかと考えている。技

術会議事務局あるいは熱帯農業研究センターで協力者リストが整備されていれば，研究者は事削

にその中から選び依頼状を出せはいい。協力費のようなものが支払いてぎればなお望ましい。

3) 短，長期駐在員の派遣

駆け足の探索調査では線はおろか点についても自信をもって結果を発表することはできない。
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6) 交通機関

(1) 

,. _,.、
ーノ、一ノッキ-ン

あたって

ないと えておべど l• し、

こ八る J,'〔p)ら'ずべて腹り） _\'、［つこ~ と(j'かりたが，航空会社の誡員は誰ふ

てく;/iなし‘、し，的確な情報もりこ：〉ご〈オl↑:c ¥, ・・,, あぎらめずに10人くらし、の人

るか、 とちらかであろ；。

かなりの努力を

を聞しゞてお〈と応と

知し、。ロッカー（文少なく，

ること。

時だげでなく，

イン，マリフアナが主である。

たり．ギャン

,,-
,, ― リストがなし、ので

り所もなし覧）、，

ぱフリーパスが芯し、3

うとぎに有利になる。

れ、なし、ことが

芦を；` ！ふマて、名,/ 
叫 j,_') ,, , ふ¥, 

/, ,, , 
＼竺）し

{、)って処坪し

')て入るか，

オフ iス

も行なわれることが少なくなし 'o ｛よコカ

カメラ， ラシオなどより日

し＼、。ノリ，ン［タケ' 十物などは弁明に努力を要ずる。

は：出発時刻の案内板のなし、所が名＜，アナウンスも間ぎ取りづらし、のて，カウ／ター

んた同乗客の中から適当な人を しかけておくとしヽ＼、0

(2) バス

長距離バス網が発迄していて安価である。予約制

うが，できれは利用したし 'o

(3) タクシー

り， ＜
 

なし、とし、

メータ・ーはなし、と思った方がし、し、。あってもインフレ率が高いからその何倍か左要求される。

る前に交渉ずるが，相手がどれだげか汁てくるか分からないので，前もって謁へてオo<
と有利である。今日の出張では相手のいう料金の30-80%を支払ってし、る()

中南米のタクシーの人半は長距離客を断るようてある。帰路が危ないのとそんなに働きたくな

いのが理由である。長距離の客を乗せると自宅に寄ってから出発ずることが匁い。家はスラムの

ような卜町にあるから最初は心配であるが危陰はない。

目的の町で宿を探ず場合などあらかじめ詰して料金に含めるか， うとき~ に詰し合うかはど

おらでもいい。後者てあっても無法な要求は断ることがでぎる。

市内ば乗合タクシーが名い。そのためか 1人より 2人の料金が高いこともある。むしろ合理的

てあろう。

大きな都市はタクソーの種類が名＜，空港専用，観光，流し，白タクなど料金が異なっている。

流しの小型が最も安し、0

タクシーは涸人タクシーが兄く，忘れ物やトラプルはタクシ

はあるが， とう処理されるかは聞いてし、なし ''o

けるよう車内に書いて
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もあっ亡力＼ずべ

る

物

，`ヽツ 中南

テルの

ており，｝］斤得の再配分は彼ら

旅行者が盗難を防ぐ方法はこつ，

もう一つは盗まれるのは覚悟のう

(1) 盗まれる

ヽ'~、るかぎり

7) 盗難（治安）について

もが心配することである

ると思うようになる。い］も

用しないのである。盗まわたら，それほ

，
 

s:V

、
として働し、て＼ヽるからであろう。しかし':$;'廿

実際には現地住民と るよう

ホテ几内

にス l)' カッハライ;

ある。

な＼、人々の側に立て

レJ

るか＄

る乞食のような若い旅行者がよく盗難

ると聞く。これは彼らが現地の人々より確実

き□ぅ;t:。そご）「地を知

してしごこ(/)てtiそ の !地

も に住んでみると， に 6

物を持つ側

‘ へ竺0 ・；/-よ,． 

って＼ヽ るび）は？

し

るC

かけるかどむら 7. "',: 

7-, 心〇

ることにつきる。ヒッピーと

に金品をまぎ

し、 る
，
 し

4）
 

i
'
 

f

l

 

られたり

な品を持っていることをみんなが知って

＼ヽるからである。しかも彼らはそ と思って けていること し、。相手はずべて大いっ

てしヽ る。

安宿の人々な信じて，物は宿に残して出歩くのがいい。中南米ては時計ぱ不要，日の出が 6時，

影が最短の時が昼，日没が 6時で十分である。カメラの代りに網膜に見たものを焼付ければいい。

最低賃金が..Fl千円の国なら，確実に千円で 3食食える。

(2) 安全を買うには

くことは全く不要，ただし金を支払うだけでなく， より なものをも支払うことになるだ

ろう 0

(3) 盗まれる覚悟で旅行するには

盗まれてあきらめるのは簡単である。しかし旅行が続けられなくなったら困る。対策を考えて

おかねはならない。まず第一はその上地で知人を作ること，友人 (amigo)であればなおいし＼航

空機の中，空港，宿，店の主人などみんなに話しかけ，情報を仕入れると共にいざというときの

相談役を確保する。ハスポートのコピーをとって分散しておくこと，金を分けて持つことはいう

まてもないが，できれば TCでなくドルの小切手帳を持ちたい。盗難に会っても口座は安全たし，

信用させることさえできれば現金化も可能である。

盗難届を出し，証明書をもらうのは時間と金を要する。手数料のほかにもチノフが必要であり，
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,;:,-, '---と' なし、から，盗）＼ になるの ―'/-d..,,' '', 

まれた品の中 ぎなし、もの って，それが高価だと とさ買戻すふ

もちろん らせてもメリットはなし、も- こ―+'ご-

る 出かげた えるたば びつけるか， 心~し':~'し. 

めキな，。

8) トラプルについて

旅行中のトラブルのうち最も危険なの

りうるといわれる。独裁国であればなおさら

されることである。日

る。防く方法出

ずべての国

更に恐し"'

の 日当の偽(?)

も．知人や友人への連絡もできない。

こうし、うケースの発端はコカイン，マリファ

る。疑しし どょ
ナー

にはま~ ることだとし、われる。これだ

，疑しい行動はしないよう心掛ける

もう~・つは下町やスラムなど住民の 帷いところで，

f)り； It;'., 、ヽ

、力迄名~; とし、hfし

ろう 0

レ＇e し とこる，ぽ

って見られたくない場所に入り込め ろう。との国にも
る゜

るの ある。こちらにやましし、ところがな /、 I 、/;'
'Iし 1ヽ''

と恥道に迷ったとかいい逃れることがでぎよう。

人）ほど嫌われてし、ないから。

ヽ日本人（まグリンゴ＼

ホテル，空港，商店などのトラフルは世界共通であって

北ヨーロッ，・ミ

ではなし、ようである。

9) 健康

60日間の日程を私（梅村）は全く好調に過した。高山も低地も間題なかったし，虫も病気も、大

丈夫だった。が，小林氏は私が特殊な身体で一般人はそうはいかないと笑う。 2, 3点挙げてお

。
/
¥
 

(1) 高山病

ラパスの3,800mをはじめ，中南米には高地都市が多い。 5千 m まて人々 んでし、るので念

出張者はそこまで登る機会もあろう。経験からいえは， 2,500m(メキシコ直ホコタ．キト）前

、たりアルコールを飲んだりすると息苦しくなる人が名い。 3.200mのクスコてはビール

を飲む観光客はごく少ない。夜息苦しくて眼れないといわれる。 5千m

行ったとき，私の 3人の子は眠たがって雪の上で遊ぼうとしなかった。しかし．個

大きい。私自身， 5千 mで歩ぎ回っていたし，クスコでは毎日ビールを飲んでいた

て

に

な

かった。

高山病は病気ではなく身体の正常な生理反応たといわれる。動いて苫し

飲んで苦しけれは飲まなければいい。シー、＇，としてし、ても苦しけれは下れはし、し、。ま ヒヒ
ム
日
2rJ 

4
9

ー，

でもある。オーストリアの登山家メスナーは 9千 m近いエベレストヘ冬期，単独，酸素なしで登
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百〈＇ヽ してし、る るL 

~
 

9
i
 

~
し

とし、わJiるア ¥〉

3

芯

令
こ

ること。

ぷ
）

(:J) ダニ

サソリ．

＇ ,' 
At 

このダニ

クイン'

れると('り。

、’f
こ
~

r,-j
 

古
ふ

もちろん不明である。

タール市『，風通しの＼ヽし、家の

りをし

なし＂とし、う。かゆみをこらえ，

る。

にとって［ま大自

〈ことであり，疲れれば汗も流れてしヽるから少々の

.5℃ であった。この時もそれ

翌
j

,,-
,、一

らなし、貧しい人々にとって

＜
 

3日かゆかったたげだったが，

して 3

ぞ元ナマ、a,'),;;i, 

った刀:, それLt圧人の

あるけれ

とし、えよう。

マゾンのダニ（ムクイン〉にはひと＼ヽ目

主

を考えたほどてある。

もいて，ある七地の種に耐性がでぎても〈 2か月ほどで）他の土地ではやら

られなかったのは耐虫性が先天的にあったからだと小林氏は笑ってし、た

にして化のう止め

つくの

(4) 睡眠不足，下刷，

熱帯低地の暑さの中で健康を害するのは特定の病気や中毒を別に

ち

けて

し

つ

この＝ふつであろう。ど

は分からないがt 同時に罹ることもある。よく眠り，はどほどに食べ，汗を流し，飲物

を抑えれはし、し、ことは知っていても実行~は難かしし、。先づよく眼るためには早く起き，疲わるま

ることもなく，股もず

中南米のような標高羞気温差のある地域を旅行するには，何を犠牲にしても，早寝早起を実

ることが必要であろう。
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Mr. S. Otsubo 

INIAP (Instituto N acional de Investigaciones 

Pichilingue Estacion, 

Aereo 24. Ecu. 

Dr. ,Jorge Rivadeneira 

Mr. Raul Carcelen 

5. INIAP Portoviejo Estacion 

Apartado Aereo 100, Portoviejo, Ecu. 

Mr. Carlos Farfan Domo. 

6. JICA Lima 

Calle Estados U nidos 

林剛

館 光二

7. CIP (Centro Internacional de la Papa) 

Jesus Maria, Peru 

Apartado 5969, Lima, Perii 

Dr. Richardo L Sawyer 

Dr. Oriville Page 

Dr. Humberto Mendoza 

Dr. Sidki Sadik 

Dr. Primo Accatino 

Dr. Masaru I wanaga 

Dr. Carlos Ochoa 

8. 天野縛物館

Calle Calle Retiro 160, Miraflores, Lima, Peru 

だ野

貫良

9. Universidad Nacional Agraria 
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La Molina. Lima. Pen1 

Prof. Guirelmo Parodi 

Prof. Igunacio Donbardi 

Prof. Fransisco V ergado de! Flor 

Prof. Carlos Luiz Ocana 

lfJ. Estacion 

La 

Mr. Justino Velasquez 

Dra. dora Velasquez de Medina 

11. Prof令 FaustinoEspinoza Navarro 

Procuradores 338, Cuzco, Peru 

12, Universidad Nacional de Cuzco 

Apartado 451, Cuzco. Peru 

La Molina 

Prof. Mario E Tapia 

Prof. Roberto Mendoza 

Mr. Luis Jesus Cuba 

1:3. IVIT A Onstituto Veterinario de Investigaciones Tropical es y de Altura) 

Pucallpa, Peru 

Dr. Silos Gonzales 

Mr. Luiz Pinero 

Mr. Cesar Reyes Atac 

14. Cooperativo El Pimental 

El Pimental, Pucallpa, Peru 

男，
，
 

Lー

J功 I宗次郎， 長谷川国 Ji i 

15. 伊礼門

Jiron Raimondi 678, Pucallpa, Peru 

16. Banco Agrario del Peru, Pucallpa Oficina 

Apartado 49, Pucallpa, Peru 

Mr. Abel Rodriguez 

17. 在ヘルー日本人使館

Av. San I<~elipe 356, Jesus Maria, Lima, Peru 
川崎 弘大使

18. AGRIAS 

Conjunto dos Bancarios 2, Rua, B-62. Santo Antonio, Manaus 69000, AM. Brasil 

橋本昭司

石沢力雄

19. JAMIC Belem支所

Rua 15 de Novembro No.226, Edificio Chamie, Belem, Para, Brasil 

仁科雅夫他

20. JAMIC, アマゾニア総合農業試験場

Tome Ac;u, Para, Brasil 
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21ゞ Paraense de Mandioca 

Brasil 

Secretaria de Estado de Agri叫 tura,Trav. Do 

Dr. Jtalo Claudio Falesi 

28. Motobel 

Rod. Br. 818, Km. 2ふー

Mr. Masakazu Shimizu 

Brasil 

24. EMBRAPA-CPATU, (Empresa Brasileira de Pesquisa Agropecuaria 

Centro de Pesquisa Agropecuaria do Tropico Umedo, Brasil) 

Caixa Postal 48, Belem, 66000, Para, Brasil 

Dr. Milton de Albuquerque 

Dra. Eloisa Maria Ramos Cardoso 

25. TAYRONA 

Apartado Aereo 209, Santa Marta, Colombia 

Mr. Pablo Ortega 

Mr. Gablier Company Cervera 

Mr. Seishiro Onishi 

26. JICA, Bogota Oficina 

Carrera 11, No.88 Bogota, Col. 

鳥井雅春

27. Mitsui de Colombia 

Carrera 72, No. 24-89, Bogota, Colombia 

飯，島太郎

28. II CA (Inter-American Institut of Agricultural Sciences) 

P.O. Box 25, San Jose, Costa Rica 

Dr. Rufo Bazan 

29. CATIE (Centro Agronomico Tropical de Investigaci6n y Ensenanza) 

Apartado 102, Turrialba, Costa Rica 

Dr. Jorge Leon 

Mr. Jorge Arce 

Mr. Arnoldo L Erickson 

30. INIA (Instituto Nacional de Investigaciones Agricolas) 

Para, Brasil 

Campo Agricola Experimental Huimanguillo Morelos Num 29, Huimanguillo, 

Tabasco, Mexico 

Mr. Nigel Colorado Dominguez 

Mr. David Sanchez E. 
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.1. eru 

］ CIP: Centro Internacional de 

, 20 

Sobre el Mode de Produccion entre los Incas. 1978 

3) IPA. Estudio Socio-Economico de los Rios Amazonas y Napo. Vol. I. II. 

•i) ETA, Biblioteca Peruana, El Peru a Traves de los Sing:os. Torno. I. II. III. 1968 

5) Frederic Engel, Geofrafia Humana Prehistoria y 

de Chilca. Lima, 1966 

6) Frederic Engel, Los Lomas de I釦rnnily el Complejo de Ha!das. UNA, La Moliua.1970 

7) Rebeca Carrion Cachot, El Culto al A釘uaen el Antiguo Peru. Lima, 1955 

8) Grupo Andino, Politica Agropecuaria. Lima, Peru. 

il) Priomo Accatino, A progress report on potato production from seed at the International 

Potato Center, CIP, 1980 

Genetic Relationship among Potato Cultivars Grown in 

the United States. Reprinted from HortA)science, 9 (4), 1974 

H. A. Breeding Research at the International Potato Center; Philosophy and 

Methology for the Utilization of Available Genetic Resources. CIP, 1979 

12) IVITA-UNMSM, Proyecto: Cultivo de Peces Tropicales en Pucallpa, 1980 

Precolombia de la 

Germopfasma, Mejoramiento y Semmillas Mejoradas. 

CRIAC-La Molina) llpp. 1968 

Brazil 

14) M. 

Ecuador 

INIAP, Guia de Recornendaciones de Fertilizacion para los Principales Cultivos del 

1979 

16) INIAP, Filosofia, Politicas. Objectivos, Prioridades y Perspectivas de la Investigacion 

Agropecuaria de! INIAP, 1979 

e E. Pinheiro, Tuberosas Feculentas, IPEAN, Belem-Para Brasil 

Sampedoro, V. F. Atlas Geografico del Ecuador. 1980 

Costa Rica 

18) CATIE, Crop Genetic Resources in Central America, CATIE, 1979 

19) CATIE, Progress Report 1979. CATIE, 1979 

Eduardo Lizano, Agricultura y Desarrollo Economico, San Jose, 1980 

21) Fausto Folquer, La Batata (Camote), HCA, 1978 

22) IICA, Que es el HCA., Que es y que hace el HCA 

23) Mario Tapia et al., La Quinua y la Kaniwa, Cultivos Andinos. IICA, 1979 

24) CATIE. Tropical Agricultural Research and Training Center, 1979 

CATIE. 1978 Progress Report, Milk and Beef Production System for the Small Farmers 

using Derivatives. 1978 

Mexico 

26) Angel Bassols Batalla, Geografia Economica de Mexico 4a. edicion, Trillas, 1980 

~104 



28) Alvaro 

Hans 

1978 

3浸

CIP, Lima 

La Yuca o Mandioca HCA, San Jose, 1979 

Alimentacion y Obtencion de Aliment-Os en el 

IPEAN. 1970 

a) Present status of CIA T's cassava germplasm collection 

ot accesswns of origin No. ・ 

Colmbia 1707 

Venezuela 205 

Ecuador 131 

Peru 99 

Cuba 67 

Mexico 67 

Brasil 53 

Panama 21 

Puerto Rico 16 

Costa Rica 15 

Dominican Republic 5 

Paraguay 4 

Bolivia 3 

Total 2393 

b) 国院マンショカ協会試験場保有品種名

List of Cassava Varieties 

1 Tucumantiga 41 Cunha 81 Caravera do Moju 

2 Anjulin 42 Pixinga 82 Moju 

H Mameluca 43 Rainha do Sul 88 Xingu 

4 Anaja 44 Guamanara 84 IAN No. 4 

5 Mirin 45 Sutinga 85 Muxuanga 

6 Tataruaia 46 Doroteia 86 Upixuna 

7 Santaren 47 Boinha 87 Pretinha No. 2 

8 Jurara 48 Pai Lorenco 88 IAN No. 2 

9 Mameruca Branca 49 Tucun 89 Marituba Braba 

10 Mandiocaba 50 Castanha 90 Curitiba Cachimbo 
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11 ,L~aia'ca1 oe Q•'-' 1 

？ 52 Farias 92 

13 Santo Aantonio 53 Caravela 93 Saracura 

14'『akaiuna Bacuri H4 Acre No. 

15 Arreventa 55 Wick 95 Tataruaia No. 

t6 Guama 56 Maranhense 96 Mameluca No. 2 

17 Olhoverde りごウ1 97 lracema No. 2 

18 Tofon 58 Encarnadinha 98 ? 

19 Jaboti 59 IAN Noぷ 1 99 Minas 

20 Taci No. 60 Itauba 100 

21 Seis Meses 61 Pioea 101 Taci No. 2 

22 Branca Roxa 62 Bon Bonha 102 Taci No. 

28'! 68 Tataruaia No. 1 103 Parana 

21! 64 Jaraqui 104 No. 2 

25 Miriti 65 Farinhao 105 Grelo Roxo 

26 Maruin 66 ,Jaboti 106 Pretinha No. 1 

27 Roxinha 67 Mineira 107 Macaxera 

28 Achada 68 ,J ao Borgas 108 Queijo 

29 Buyusu 69 8oi Preto 109 Bacinho 

30 Pacui 70 Arrebente Burro 110 Jaboti Amarelo 

31 Anjulin No. 2 71 Amazonas 111 Juju Branca 

32 Batatinha 72 Galibi 112 Solho Miudo 

33 Acai 73 113 Maniba Macaxera 

34 Capeu de Sul 74 Simeao 114 Fanta Joza 

85 Branquinha 75 Brandao 115 Tataruga 

i$6 Rigeza 76 Mameluca No. 1 116 Paraiba 

37 V. Branca 77 Vermelho 117 Guarani 

38 Engana Ladorao 78 Iracema No. 1 118 Camarao 

39 Migel 79 Ipean No. 5 119 Salacura Colorida 

40 Muratinha 80 R-18 120 Macaxerao 

121 Uiumilina 

c) EMBRAPA-CPATU 

List of Cassava Varieties 

1 Caia Cabe 34 Roxinha 67 Ibasik 

2 Jamamadi 3 35 P. Acreana 68 Verneihao 

3 Ipean 2 36 SM MVCN 285-6 69 Pai Roureni,;o 

4 Pretinha 37 Lagoa 70 Achada 

5 M. Acreana 38 Olho Verde 71 Arrebenta Burro 

6 Jamamadi 39 SM MCol 1004-2 72 Soi Preto 
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7 MVCN 40 lan 2 Mineira 

8 Marituha Brav几 41 Cunha 

Jamamadi 心2 Caximbo 75 Doroteia 

10 CM 341 Inambu R似 0 76 Mameruca Branca 

11 Wick 44 Farias T7 SM 93 

12 Farinhao 45 Saracura 78 Ladrao 

18 Jurar言 4ti Simeao 79 

H Tortinha 47 Guamanara 80 Klaianasik 

15 48 R do Sol 81 Jauarite 

16 Brandao ,rn Encardinha 82 Tucum 

17 Iracema 50 Taina 88 R-18 

18 51 Pretinha 2 84 Seis Meses 

19 Bacuri 52 Galibi 85 Mandiocaba 

20 Ian 8 86 Tataruaia 

21 54 Ian l 87 Vassoura Branca 

22 Paumari 10 55 Mil詞 88 

28 56 Pan de Xexeu 89 Bo!iviana 

24 Marahense 57 Muxuanga 90 Castanha 

25 Mameruea 58 Acre 2 91 Abaete 

26 Miguel 59 Anaja 92 SM MVCN 242-3 

27 Boinha 60 Cearense 93 Paumari 3 

28 CM 367 61 Itauba 94 .Jaboti 

29 CM 327 62 Pipoca 95 Macaxeira Manteiga 

30 Nasisir 63 Amazonas 96 Eloisa 

:n Witadelimisir 64 Mico 97 Pecui 

82 Ian 4 G5 98 Sutinga 

33 Acrea.na 66 Santaren 99 SM 7666 CIAT 

d) Cassava native varieties in Amazon natives 

Kilometro Seis 

Yuca brava, Yuca brava blanca, Pajarito, Yuca brava, La vega, Yuea dulce, 

Morada. Vaga 

Los Lagos 

Tue, Carai, 

Carai 

Coneru, Gunu、Carai,Carai blanca, Moniaca dulce, Mantega, Pore. 

Santa Sofia 

Sarai, Vaca marina. Y acare, San 

blanca, Arahuana, Catagua, Guillermina, 

Paloma negra, Yuca de 

Macedonia 

107 

La paloma. Invira, Pinon, Pinon 

Puri tortuga, La paloma, 



Atacuari 

Rabo de 

Palo blanco, Mandioca, Camote 

Bocas de Atacuari 

Yuca veneno, Cascare 

dulce 

El Sol 

Asucha, 

Puerto Narino 

different 

Vega, Monioca, Yuca 

manna 

Isla de Cacao 

Arahuana, Amarilla, Yuca blanca 

Falcon 

p , ~ore 

Yuca Palo negr化

Yuca amarilla, Arahuana ruma, Cascara morada 

Rabo de rat6n. Yuca Morada 

Chana Piviche, Pagoa, Vaca 

Cayalina, Alaya, Mandioca brava, Pishuna, Pore 

Tarapaca 

Oua, Yuca brava oua, Ene, Oua brava, Champu, Yuca blanca, Vega, Coneru, Detama, 

Guatu, Cocama, Yuca brava, Polo blanco, Curina 

El Encanto 

Arica 

Uyeusi, Boraitofe, Etosikobe, Mandioca, Deikenobi, Tresmesina, lngana, Yuca blanca, 

Yema de huevo, Cascara morada, Bora, Ecuatriana, Yuca dulce-Hoja angosta, Yuca 

dulce, Yuca 即 acamaya, Yuca brava, Hidoimabu, Juruatbu, Cudiusie, Muinabu, 

Furcabe, Yuca lagarto 

Fuje, Asai, Maica amarilla, Palo negro, Caiman, Lupunahuayo-Ceibo, Duicufio, Yuca 

brava color amarillo, Yuca brava, Fareca, 

又集落名

) 1979年10月の調査資料より

-~108 



＊ 

Noふ

1. 

2. 

3. Names 

4. Yuca, Mandioca 

5, Arancacha 

f.i. Camote 

7. Achira 

8. Arrurruz 

9. Ulluco 

10. Nupe 

11. Oca 

12. Chayota 

13. Totora 

14. Lairen 

15. Mauka 

16. Maca 

17合 Mashua 

18. Jicama de cerro 

19. Cipoy 

20. Achacana 

21. Aricuma 

22. Pi't'si 

23. Alocasia sp. 

24. Ape 

25. Khoai rnon 

26. Teve 

27. Maota 

28. Ti 

29. Pia 

30. Kachura 

31. Jenjibre 

32. Loto 

33. Coleos 

34. Borraja India 

35. Oussuo-ni-fing 

36. Dazo 

Colocasia es1内 1ぐnta

New cocoyam Xanthosoma 

Water yam, Yam Dioscorea spp. 

Cassava, Tapioca, Manioc),fom:hot esculenta 

Arra.cacia :wnthorrhiza 

Sweet potato 

arrowroot 

Arrowroot 

名

Yambean 

batatas 

Canna edulis 

il1aranta arundinacea 

Ullue邸 tuberosus

ゼrosus

Oxalis t材，枷rosa

Sechium edu/e 

Calathea allouia 

Mira.bi'.lis expansa 

Dalambertia. 

Jacaratfo hassleriana 

Neo初 erdermanniavorii℃ rckii 

Polymnia sonchifolia 

Eleocharis esculentus 

A locasfo sp. 

Alocasia sp. 

Alocasia indica 

A morphophallus 

Cyrtosperrna chamissonis 

Cordyline terrninalis 

Tacca leontopetaloides 

Ourcuma zedoaria 

Zingiber ojf1:ci:nale 

Nelu:rnbo nucifera 

Coleus spp. 

Coleus tuberosus 

Coleus rotundifolins 

Coleus esculent1ts 

* Alvaro Montaldo (1977), Cultivo de Raices y Tuberculos Tropicales, HCA. p.284. 
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附図
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写真 1

国際熱帯農業センクー (CIAT)本館

写真 2

国際ばれいしょセンター (CIP)本館

写真3

CIPの試験温室
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写真 4

アマゾンの焼畑のキャッサバ

写真 5

アマゾンの焼畑のキャッサバ

写真 6

さまざまなキャッサバ品種を混植し

た焼畑
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写真 7

ヴァルゼアのキャッサバとトウモロ

コシ

写真 8

ヴァルゼアのキャッサバとトウモロ

コシ

写真9

ファリーニアを作るために軟化した

キャッサバ
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写真10

キャ、c/サバの水抜き状況〈ティピテ

ィをつかう）

写真11

サンタマルタ周辺のキャッサバ栽焙

写真12

アマゾン再生林跡のキャッサバ
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ユカタン‘ のキャ、ッサ

写真14

ニクアトル、` ヒテ＇，リンゲのキャゾ

、，ヽj
,
 

廿

アマゾン自牛のキャ yサバ近緑種

--115-



写真16

ァマソンのキャッ サ バ

写真17

品

ペルー．プカルパのキャッサパ塊根

写真18

市販されているファリーニア（マナ

ウス）
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写真19

されてし、るトウクピー〔ベレン）

写真20

ペルー，チルカ谷の無土器遺跡

写真21

サッマイモの炭化物（約700年前のも

の，天野博物館所蔵）

一

i
~―
-
｀

t
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写真22

サッマイモの

1i </), 

'ヽ,
9
c
.
 

9
i
t
 

4

リ
全
甘

写真23

サッマイモとキャノサパの

ラモ！）→・-¥ 

'0  ', へ、

,; ---;v  ， 

写真24

のサッマイモ i、エクアトル，

プチリンゲ）
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写真25

アリモトキゾウムシ食害のみられる

サッマイモ（コロンビア， カリ〉

写真26

サッマ‘イモととも るぺ jし-・←料

理＼＼セビ y チェ”

写真27

カモテパン（サツマイモ粉を20%添

加したパン）
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写真28

道路に沿って自生している I.

[、2x)〈サンタマルタ〉

写真29

I. trittda (2x) 

ルタ〉

写真30

〈サンタマ

4倍体と思われる I./rz五da(ペル

ィキトス）
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写真31

4停休 I
i
 

る ('キシ

コ｀ベラタルス）

写真32

4倍休と思われる I.tr泊dar コロン~

ヒア，ボポヤ／）

写真33

6 の I.trifir如 リ夕スコ
'（ 

カ，サンホセ〉
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写真34

ペルー， ピサック

れてし、るチュニョ

ら

写真35

ぎな＼＼むかご”をつげるヤム〔コ

スタリカ， CATIE)
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